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「
俺
は
強
い
わ
。
イ
エ
ー
」「
よ
し
！
」「
あ

り
が
と
う
」
ど
れ
で
す
か
。（
確
認
を
す
る
）

③　

ど
の
言
葉
を
言
う
人
が
い
い
で
す
か
。（「
あ

り
が
と
う
」
か
「
よ
し
」
が
多
い
）

④　

な
ぜ
で
す
か
。（
感
じ
が
い
い
か
ら
で
す
。

他
の
は
言
わ
れ
た
ら
腹
が
立
ち
ま
す
）

⑤　

勝
っ
た
時
に
も
マ
ナ
ー
が
あ
る
の
で
す

ね
。
こ
れ
を
知
っ
て
お
く
と
ト
ラ
ブ
ル
が
減

り
ま
す
し
、
友
達
か
ら
嫌
が
ら
れ
に
く
い
で

す
。
勉
強
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

⑥　

そ
れ
で
は
他
の
項
目
も
読
み
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
〇
、
×
、
△
な
ど
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

⑦　

そ
れ
ぞ
れ
の
答
え
を
近
く
の
人
に
見
せ
て
。

⑧　

で
は
、
み
ん
な
の
答
え
を
聞
い
て
み
ま
し

ょ
う
。（
答
え
を
確
認
す
る
）

⑨　

こ
の
授
業
を
し
た
感
想
を
言
い
ま
し
ょ

う
。（「
え
ら
そ
う
に
言
葉
を
返
さ
な
い
よ
う

に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
）

※
こ
の
紙
は
、
道
徳
の
時
間
の
始
め
四
、五
分

で
た
ま
に
扱
い
、
振
り
か
え
ら
せ
る
。

実
践
後

3
　

返
し
言
葉
を
意
識
す
る
子
が
増
え
、
ト
ラ
ブ

ル
が
減
っ
て
い
っ
た
。

微差力
教師の

マ
ナ
ー
指
導
で
ト
ラ
ブ
ル
を
激
減
さ
せ
る

具
体
的
な
返
し
言
葉
を
知
る
こ
と
で
、〝
知
ら
ず
の
ト
ラ
ブ
ル
〞を
回
避
さ
せ
よ
う
。

大
阪
府
箕
面
市
立
豊
川
北
小
学
校

山や
ま

本も
と

東は
る

矢や

本
ア
イ
デ
ィ
ア
の
メ
リ
ッ
ト

1①　

言
っ
て
は
い
け
な
い
言
葉
を
知
る
こ
と

で
、
以
前
よ
り
そ
の
言
葉
を
使
う
人
が
少
な

く
な
る
。

②　

そ
の
言
葉
を
言
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た

時
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
は
っ
き
り
と
す
る

の
で
、
指
導
し
や
す
い
。

導
入
の
仕
方
、
使
い
方

2（
人
付
き
合
い
マ
ナ
ー
１
導
入
後
の
六
月
以
降

に
使
う
）

①　
（
道
徳
の
時
間
に
プ
リ
ン
ト
を
配
る
。

Ａ
４
）

②　

あ
な
た
は
勝
負
に
勝
っ
た
時
に
、
よ
く
何

て
言
う
？
「
や
っ
ぱ
り
、
お
前
弱
い
な
あ
」
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一
年
間
の
物
語
文
の
ノ
ー
ト
。
一
人
の
子
供

の
ノ
ー
ト
の
変
容
を
追
う
。
子
供
に
委
ね
る
割

合
を
徐
々
に
高
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

１　

四
月
思
考
の
残
し
方
を
教
え
る

「
設
定
」「
登
場
人
物
」「
中
心
人
物
」
な
ど
分

析
の
観
点
を
指
導
し
て
い
る
。　

そ
の
際
、「
発

問
↓
ノ
ー
ト
作

業
↓
発
表
↓
◯

付
け
」
の
流
れ

で
、
次
の
指
導

を
行
っ
て
い

る
。

①　

ノ
ー
ト
の
取
り
方
（
一
行
空
き
な
ど
）

②　

思
考
の
残
し
方
（
箇
条
書
き
な
ど
）

２　

六
月
委
ね
る
範
囲
を
広
げ
る

　

二
回
目
の
物
語
文
指
導
。

「
こ
の
物
語
の
登
場
人
物
を
、
次
の
四
つ
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
理
由
も
書
き

な
さ
い
」

　

一
定
の
時
間

を
取
り
、
子
供

に
委
ね
る
。

　

簡
単
な
内
容
か
ら
、
徐
々
に
委
ね
る
範

囲
を
広
げ
、
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
る
。

３　

十
月
子
供
に
委
ね
る

　

分
析
の
観
点
こ
そ
示
す
が
、
主
題
ま
で
の
読

み
取
り
を
、
全
て
子
供
に
委
ね
る
。
今
ま
で
の

ノ
ー
ト
を
見
返
し
な
が
ら
自
力
で
行
う
。

最
後
ま
で
や
り
切
る
経
験
を
さ
せ
る
。

板書術・
ノート術

超凄腕

島
根
県
教
育
セ
ン
タ
ー
浜
田
教
育
セ
ン
タ
ー

中な
か
 が
わ川
貴た

か
 ゆ
き如

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

個
別
最
適
な
学
び
に
つ
な
が
る

自
立
を
促
す
一
年
間
の
ノ
ー
ト
指
導

基
本
を
教
え
、
委
ね
る
時
間
を
増
や
し
、
自
力
で
学
習
を
進
め
る
力
を
付
け
る
。
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４　

十
二
月
新
た
な
挑
戦
で
刺
激
す
る

　

ま
ず
は
、
ノ
ー
ト
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

見
開
き
二
ペ
ー
ジ
で
の
自
力
分
析
（
岡
山

県
永
井
貴
憲
の
追
試
）。
他
教
材
の
完
成
形
を

見
て
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
各
自
ア
レ
ン
ジ
し
な
が

ら
挑
戦
し
た
。

５　

三
学
期

自
分
に
合
っ

た
方
法
で

　

二
月
の
家
庭

学
習
ノ
ー
ト
。

第
５
弾
と
あ

る
。
学
び
方
を

手
に
入
れ
、
使

い
こ
な
し
て
い

る
。

　

文
章
で
の
自

力
分
析
を
好
む

子
も
い
る
。
今

な
ら
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
活
用
も

考
え
ら
れ
る
。

自
分
に
合
っ
た

方
法
を
見
付
け

る
。「
個
別
最

適
な
学
び
」
に

つ
な
が
る
ノ
ー

ト
指
導
で
あ

る
。



大成功の
絵画工作
授業

4

■おしゃべりカスタネット ■創造のプロセス（原形→基本形→発展形）

教
材「
お
し
ゃ
べ
り
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
」

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授

福
島
学
院
大
学
教
授

佐さ

藤と
う

昌ま
さ

彦ひ
こ

　
身
近
な
も
の
を
活
用
し
て
、
ど
の
よ
う
な
教

材
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
教
材
「
お
し
ゃ
べ
り
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
」
は
そ

の
一
例
で
あ
る
。

【
材
料
・
用
具
】

◯
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
　
○
色
画
用
紙
（
八
つ
切
り

の
一
六
分
の
一
程
度
）　
◯
は
さ
み
　
○
ス
テ

ィ
ッ
ク
の
り
　
○
両
面
テ
ー
プ
、
セ
ロ
ハ
ン
テ

ー
プ
　
◯
そ
の
他
（
モ
ー
ル
な
ど
）

【
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
】

①
　
色
画
用
紙
を
準
備
す
る
（
原
形
）

②
　
顔
の
輪
郭
を
切
り
取
る
（
基
本
形
）

　
発
想
を
広
げ
る
た
め
の
お
お
も
と
の
形
に
な

る
。
輪
郭
の
形
が
思
い
浮
ん
だ
と
き
に
は
、
そ

の
形
に
切
り
取
る
。
思
い
浮
か
ば
な
い
と
き
に

は
、
と
り
あ
え
ず
輪
郭
に
見
え
る
よ
う
な
形
に

身
近
な
も
の
を
活
用
し
て

楽
し
い
教
材
を
考
え
る

■
モ
ー
ル
の
両
端
は
丸
め
て
お
く
。

　
＊
安
全
性
に
配
慮
す
る
。

■
モ
ー
ル
の
両
端
は
丸
め
て
お
く
。

⑩　モールをカスタネッ
トに取り付ける
＊セロハンテ
　ープで

②　基本形

①　原形
（八つ切りの
 16分の１程度）

③　条件を確認する



一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

2022. 105

■多様な作品（発展形）　　　作品／福島学院大学・学生

切
っ
て
み
る
。
そ
し
て
、
そ
の
形
を
じ
っ
と
見

て
、
次
に
ど
う
す
る
か
を
考
え
る
。

③
　
条
件
を
確
認
す
る

　
最
低
つ
く
る
部
品
は
、
目
と
口
と
す
る
。

④
　
部
品
を
つ
く
る

　
目
の
前
に
あ
る
基
本
形
を
見
て
、
つ
く
ろ

う
と
す
る
部
品
が
思
い
浮
か
ん
だ
と
き
に

は
、
そ
れ
を
つ
く
る
。
思
い
浮
か
ば
な
い
と
き

に
は
、
と
り
あ
え
ず
目
に
見
え
る
よ
う
な
形
を

つ
く
っ
て
基
本
形
の
上
に
置
い

て
み
る
。

　
じ
っ
と
見
て
「
次
ど
う
す
る

か
」
を
考
え
る
。

【
例
】
新
た
な
部
品
を
付
け
加
え
る
、

置
く
場
所
を
変
え
る
。

⑤
⑥
　
さ
ら
に
部
品
を
つ
く
る

⑦
⑧
⑨
　
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
に
取
り
付
け

る
（
両
面
テ
ー
プ
で
）

⑩
　
そ
の
他
の
部
品
を
つ
く
る
（
発
展

形
）

　
モ
ー
ル
を
活
用
し
て
手
な
ど
の
部
品
を
取

り
付
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

＊
色
画
用
紙
を
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
の
形
に
合
わ

せ
て
丸
め
て
か
ら
両
面
テ
ー
プ
で
取
り
付
け

れ
ば
、
剥
が
れ
に
く
く
な
る
。

は
、
そ
れ
を
つ
く
る
。
思
い
浮
か
ば
な
い
と
き



28 国語 「かん字のはなし」 �
� 勇　和代

29 算数
低学年の算数は、具体から抽象への�
段差を低くすること� 田丸義明

30 国語 「お手紙」�� 加藤綾乃

31 算数
三角形四角形の「定義は往復で聞くこ
と」がスタートである� 加藤雅成

32 国語 「ちいちゃんのかげおくり」�� 竹岡正和

33 算数
重さの比較 �
� 林　健広

34 国語 短時間で楽しく文作りの授業をしよう�
� 太田政男

35 算数
易しい問題で原理を扱うことで、�
教科書の内容を教えてしまう �赤塚邦彦

36 国語 「秋の夕暮れ」 �
� 吉川たえ

37 算数
約分の手順を見える化する �
� 石坂　陽

38 国語 現代から過去へと遡り、�
言葉の変化を楽しむ� 利田勇樹

39 算数
およその面積と体積を求めよう�
� 太田政男

①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ TOSSサークルで学んだこの授業・この学級経営　加藤三紘 
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　長谷川博之

クラス全員が熱中するこの教材！ 
授業が激変！　TOSS指導法最前線

54　塩谷直大
55　下山忠寛
55　溝口佳成
56　加藤三紘

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　宮尾益知
51　小嶋悠紀
52　加藤綾乃
53　小柳憲司

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　尾川智子
58　小嶋悠紀
59　並木友寛
60　加藤綾乃
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　桑原和彦
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　小森栄治
66　吉永順一
67　井戸砂織

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　根本正雄

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓
76　吉川たえ

社会貢献活動への 
取り組み

77　原田朋哉

国算　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

40 社会 火事のイラストから、�
知的な問題を作る� 小川幸一

41 社会 単元につながっていく�
学習問題を作る� 小川幸一

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 「デジタル・シティズンシップ」の�授業づくり② � 堀田和秀

43 英語 ゴールを工夫して�
難単元を楽しく指導する � 若井貴裕

44
オンライ
ン

オンラインでのあたたかな
表情、対応 � 許　鍾萬

45 読解 動画読解で「情景」を教える �
� 塩谷直大

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
オンラインの授業実践

46 体育 ハードル走１時間目�
冒頭20分の指導� 辻　拓也

47 国語 観点指導＋物語化で進める�
俳句の授業 � 渡辺大祐

中学校でのTOSS実践

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



デジタル連動

デジタル・トークライン http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「算数の『学び方』について」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

12

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

Web連動企画

端末ですぐ使える「Jamboard」テンプレート集

10 オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　 優れた教師は「学び方」をマネジメントする⑵ 谷　和樹

1　教師の微差力 山本東矢

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 中川貴如

4　大成功の絵画工作授業 佐藤昌彦

9 向山洋一に聞く　教育Q&A
第38回 A　向山洋一

No.550

C O N T E N T S
表紙：信吉

特集

巻頭
論文

2022
月号10

〈Jamboardテンプレート　授業での使いこなし術〉 
14　協働的な学びを実現するクラウドツール � 許　鍾萬
　① 国語授業ですぐに使えるJamboard 
16　知的で楽しい「言葉の学習」のJamboard � 水本和希
17　Jamboardで、意見を「可視化」する！ � 堀田和秀
　② 算数授業ですぐに使えるJamboard 
18　操作しながら十進法がビジュアルに分かるJamboard � 松島博昭
19　１人１台端末でできるタングラム � 高見澤信介
　③ 社会科授業ですぐに使えるJamboard 
20　都道府県の学習にぴったりなJamboard � 徳永　剛
21　調べ学習「Jamboard」２つの指示で子供が熱中する � 林　健広
　④ 理科授業ですぐに使えるJamboard 
22　昆虫の体がよく分かる「パズル型」のJamboard � 岡　孝直
23　手順がくっきりする「実験準備シート」のJamboard � 尾川智子
　⑤ 特別活動で使える楽しいJamboard 
24　成功すると拍手が巻き起こる！「協働の五色百人一首」 � 塩谷直大
25　学年や時期に合わせてできる４つの自己紹介ゲーム � 太田政男
⑥ 思考ツールとして使えるJamboardのテンプレート例 

26　〈小学校〉Jamboardは「在籍数分」のテンプレートをまずは用意する � 小嶋悠紀
27　〈中学校〉ピラミッド型ランキングで話し合い � 星野優子



お得が
 いっぱい！

お試し版も
はじめました！

今すぐアクセス！

ID・パスワードなしで見られる
お試しページを開設しました。
周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

谷編集長の濃厚すぎる5分間そのほかの内容は p.80 をご覧ください。
動画でも視聴できる！ 高段者が答えるQ&A

ダウンロード
コンテンツも
満載！

本誌PDFデータも
ダウンロードできます！

67ページの「高段者
が答えるQ&A」は、
動画でも視聴できる
ようになりました。

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリックし、
IDとパスワードを入力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、 
　SNSからアクセスできます。

今、ここでしか
見られない動画！

３か月の
期間限定
公開！  

トップペー
ジの下に
あるこの
バナーを
クリック！

デジタルトークライン 検索http://talkline.tos-land.net

Digital Talkline

購読者限定WEBサー
ビス

購読者限定WEBサー
ビス

今月のトークラインID・パスワード
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2022年9月15日～
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算数の「学び方」について話の聞き方指導について

令
和
4
年
9
月
15
日
発
行
（
毎
月
1
回
15
日
発
行
）
第
550
号

発
行
人
：
向
山
洋
一
　編
集
人
：
向
山
洋
一
　発
行
：
教
育
技
術
研
究
所
　〒
１
４
２
ー
０
０
６
４
東
京
都
品
川
区
旗
の
台
２
ー
４
ー
12

印
刷
所
：
株
式
会
社
光
陽
メ
デ
ィ
ア

教
育

10
月
号
２
０
２
２

　

教
育
技
術
研
究
所

教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
10
月
号
２
０
２
２

特
集
・
端
末
で
す
ぐ
使
え
る「Jam

board

」テ
ン
プ
レ
ー
ト
集

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育・・・宮尾益知
プロが教える“教室でできる不登校支援”・・・小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「かん字のはなし」 算数　「具体から抽象へ」
小学2年　国語　「お手紙」 算数　「三角形四角形」
小学3年　国語　「ちいちゃんのかげおくり」 算数　「重さの比較」
小学4年　国語　「漢字と言葉」 算数　「がい数の使い方と表し方」
小学5年　国語　「秋の夕暮れ」 算数　「約分の手順」
小学6年　国語　「言葉の変化」 算数　「およその面積と体積」

中学校の授業実践
体育　「ハードル走1時間目冒頭20分の指導」
国語　「観点指導＋物語化で進める俳句の授業」

すべての子供の学力を保障する

教育 10
2022

No.550
October

教育技術研究所

Web連動企画特集

令和4年9月15日発行（毎月1回15日発行）第550号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

学びが深まる秋
子供たちは取り組みに熱中！
学びが深まる秋
子供たちは取り組みに熱中！

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

端末ですぐ使える
「Jamboard」テンプレート集

102022. 1011

巻 頭 論 文

本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

強
の
苦
手
な
子
は
そ
っ
ぽ
を
向
き
、
膨
大
な

時
間
だ
け
が
無
為
に
す
ぎ
る
こ
と
に
な
る
。

き
っ
ち
り
と
教
え
る
べ
き
と
こ
ろ
で
は

「
質
の
高
い
一
斉
授
業
」
を
す
る
。

そ
の
一
方
で
、
次
の
こ
と
も
ま
た
、
大
切

に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。

教
え
る
こ
と
を
禁
欲
し
、
子
供
た
ち
の

「
学
び
方
」
を
巧
み
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し

て
い
く
教
師
の
力

そ
の
際
、
重
要
に
な
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
い
う
の
は
、
評
価
基
準

を
示
し
た
表
で
あ
る
。

そ
れ
を
「
子
供
た
ち
と
共
有
」
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

こ
の
学
習
で
は
、
こ
う
い
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
う
い
う
評
価

に
な
る
ん
だ
な
。

と
い
う
こ
と
が
明
確
に
分
か
る
。（
続
く
）

優
れ
た
「
子
供
の
学
び
方
」
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
き
る
教
師

が
必
要
で
あ
る
。

三

本
当
に
効
果
の
あ
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

た
と
え
ば
、
算
数
で
あ
れ
ば
、「
教
科
書
」

に
沿
え
ば
学
習
は
お
お
む
ね
安
定
す
る
。
子

供
た
ち
に
は
「
教
科
書
を
使
っ
た
学
び
方
」

を
教
え
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。

し
か
し
、
教
科
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
子

供
た
ち
に
任
せ
て
し
ま
う
と
か
え
っ
て
よ
く

な
い
場
合
が
あ
る
。

這
い
回
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
懸
念
が
あ
る
の
だ
。
話
し
合
い
な
ど

が
堂
々
巡
り
を
し
て
、
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着

か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
全
て
の
学
習
を
本

当
に
子
供
た
ち
に
「
丸
な
げ
」
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

一
部
の
下
手
な
問
題
解
決
学
習
の
よ
う
に

子
供
た
ち
の
学
習
は
無
目
的
に
拡
散
し
、
勉

で
き
な
か
っ
た
問
題
に
は
で
き
な

か
っ
た
印
を
付
け
る
。

⑥

間
違
え
た
問
題
は
消
し
ゴ
ム
で
消

さ
な
い
で
横
や
下
に
書
き
直
す
。

こ
れ
ら
一
つ
一
つ
は
、
算
数
と
い
う
教
科

の
内
容
を
教
え
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ま
さ

に
「
学
び
方
」
を
教
え
、
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

ら
せ
て
い
る
。

学
校
で
は
「
個
別
最
適
な
学
び
」（
指
導

の
個
別
化
と
学
習
の
個
性
化
）
と
い
う
言
葉

が
一
人
歩
き
し
て
い
る
。
こ
れ
を
本
当
に
実

現
し
よ
う
と
し
て
い
る
学
校
は
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

I
C
T
の
活
用
で
も
、
自
由
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
く
体
験
で
も
、
日
本
の
公
立
小
中

学
校
は
世
界
か
ら
圧
倒
的
に
遅
れ
て
い
る
。

向
山
氏
が
学
級
で
実
践
し
て
い
た
「
学
び

方
」
の
指
導
は
、
自
立
し
た
学
習
者
を
育
て

る
も
の
だ
っ
た
。

時
代
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
今
、
優
れ

た
「
教
え
方
」
が
で
き
る
だ
け
で
は
足
り
な

い
。

優
れ
た
教
師
は
「
学
び
方
」
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
（
２
）

質
の
高
い
「
教
え
方
」
の
技
術
を
身
に
付
け
た
教
師
が
、
あ
る
場
面
で
は
あ
え
て
そ
れ
を
封
印
し
、
子
供
た
ち
自
身
に
取
り
組

ま
せ
る
。放
置
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、そ
う
で
は
な
い
。巧
み
に
「
学
び
方
」
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。そ
の
際
「
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
」
を
も
っ
と
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
T
O
S
S
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
キ
ス
ト
に
書
い
た
内
容
か
ら
再
掲
す
る
。

教
師
の
仕
事
は
「
学
習
の
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
る
」
こ
と
が
第
一
で
あ
り
、「
教
え
る
」

と
い
う
こ
と
は
第
二
で
あ
る
と
も
氏
は
述
べ

て
い
る
。

二

学
習
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
ら
せ
る

向
山
氏
の
実
践
を
よ
く
見
る
と
、
そ
う
し

た
「
シ
ス
テ
ム
」
が
非
常
に
多
く
組
み
込
ま

れ
て
い
る
。

代
表
的
な
例
は
「
向
山
型
算
数
」
だ
ろ
う
。

①

日
付
と
ペ
ー
ジ
を
書
く
。

②

ミ
ニ
定
規
を
使
っ
て
線
を
引
く
。

③

教
科
書
を
よ
く
見
る
。

④

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
写
す
。

⑤

で
き
た
問
題
に
は
で
き
た
印
を
、

こ
の
後
、
向
山
氏
は
続
け
て
こ
う
書
く
。

私
は
、「
教
師
が
教
え
る
」
と
い
う
こ
と

を
、
あ
ま
り
し
な
い
の
だ
。「
子
ど
も
が
、

自
分
で
学
ん
で
い
く
」
と
い
う
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
る
の
で
あ
る
。

（
向
山
洋
一
『
21
世
紀
型
教
師
プ
ロ
へ
の

道
③
』
T
O
S
S
メ
デ
ィ
ア
）

向
山
氏
の
指
導
の
本
質
が
こ
こ
に
あ
る
。

向
山
氏
の
次
の
文
は
「
個
別
最
適
な
学

び
」
の
考
え
方
そ
の
も
の
で
あ
る
。

子
ど
も
が
自
分
で
勉
強
し
て
、
教
師
は

時
々
相
談
に
の
る
─
─
こ
う
い
う
形
が

い
い
と
思
っ
て
い
る
。（
前
掲
書
）

一

向
山
先
生
は
何
も
教
え
て
く
れ
な
い

向
山
氏
た
ち
は
学
年
で
漢
字
の
二
〇
〇
問

テ
ス
ト
を
し
た
。
向
山
学
級
の
成
績
は
す
ば

ら
し
い
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
成
績
を
見
た
師
尾
氏
は
休
み
時
間
に

向
山
学
級
の
子
供
た
ち
に
言
っ
た
。

「
と
て
も
い
い
成
績
ね
」

す
る
と
、
一
人
の
子
供
が
答
え
た
。

「
向
山
先
生
の
教
え
方
が
い
い
か
ら
よ
」

師
尾
氏
が
内
心
「
そ
う
だ
」
と
思
っ
た
瞬

間
、
も
う
一
人
の
女
の
子
が
言
っ
た
。

で
も
、
向
山
先
生
は
何
も
教
え
て
く
れ

な
い
よ
。

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
論
文
で
は
、

オピニオン

今教育界で起こっていること

67 2022. 10

回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

　A
」

Q 話
の
聞
き
方
は
四
月
に
き
ち
ん
と
教
え
る

目
の
前
の
子
供
の
実
態
に
合
わ
せ
て
、
手
を
替
え
品
を
替
え
、
繰
り
返
し

指
導
す
る
。

他
に
も
、「
今
は
黙
り
ま
す
」
と
キ
ッ
パ
リ

と
言
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
話
を
し

た
い
子
に
は
あ
ま
り
効
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
は
、
み
ん
な
が
良
い
雰
囲
気
に

な
っ
た
時
に
、

「
そ
う
い
え
ば
、
み
ん
な
最
近
よ
く
頑
張
っ
て

る
よ
ね
」

と
良
い
行
動
の
具
体
例
を
出
し
た
上
で
、

「
で
も
、
ち
ょ
っ
と
先
生
、
気
に
な
る
こ
と
あ

る
ん
だ
よ
ね
。
先
生
が
喋
っ
た
時
に
、
す
ぐ
に

喋
っ
ち
ゃ
う
子
い
る
よ
ね
。
ど
う
思
い
ま
す

か
？
」

と
考
え
さ
せ
ま
す
。
す
る
と
、

「
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
」

と
言
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
別
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
み
ん
な
が
話
を
聞
け
る
と
き
に
、
そ
れ
は
ど

う
？

と
考
え
さ
せ
指
導
し
ま
す
。
そ
し
て
、

忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
、
前
よ
り
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
子
へ
の
声
が
け

で
す
。

「
前
よ
り
黙
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ね
。
聞
き
方

が
う
ま
く
な
っ
た
ね
」

と
褒
め
ま
す
。
目
の
前
の
子
供
に
合
わ
せ
て
、

先
生
が
話
を
し
始
め
た
ら
黙
る
。
黙
っ
て
話
を

聞
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
褒
め
る
、
を
手
を
替

え
品
を
替
え
繰
り
返
し
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
が
黙
る
」

教
室
が
シ
ー
ン
と
な
っ
た
ら
、
す
か
さ
ず
、

「
よ
く
で
き
た
ね
」

と
褒
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
指
導
を
や
っ
て
お
か
な
い
と
、

一
年
間
、
大
変
に
な
り
ま
す
。
四
月
に
教
え
、

練
習
し
て
お
く
こ
と
で
、
基
本
的
に
子
供
た
ち

は
、
私
が
話
し
た
ら
黙
り
ま
す
。

２

そ
れ
で
も
口
を
挟
む
子
が
い
た
ら

現
在
、
二
年
生
を
担
任
し
て
い
ま
す
。
話
を

始
め
る
と
、
自
分
の
話
を
し
た
く
て
し
た
く
て

仕
方
が
な
い
と
い
う
子
が
何
人
か
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
子
に
対
し
て
は
、
別
の
対
応
を
し
ま

す
。
そ
れ
は
、「
あ
ん
ま
り
相
手
を
し
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
話
を
し
て
欲
し
い
子
に
話

し
か
け
て
し
ま
う
と
、
相
手
を
し
て
も
ら
え
る

と
思
い
、
さ
ら
に
話
を
し
始
め
て
し
ま
う
の
で
、

無
視
を
し
ま
す
。
無
視
す
る
こ
と
が
す
ご
く
大

事
だ
と
い
う
時
も
あ
り
ま
す
。

教
師
が
話
を
し
て
い
る
途
中
に
話
を
す

る
子
が
い
ま
す
。
井
戸
先
生
は
、
教
師

が
話
を
し
て
い
る
と
き
、
途
中
で
口
を
挟

む
児
童
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
指
導

を
し
て
い
ま
す
か
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

井い

戸ど

砂さ

織お
り

愛
知
県
豊
田
市
立

中
山
小
学
校

１

四
月
に
指
導
す
る
聞
き
方
ル
ー
ル

基
本
は
四
月
に
話
の
聞
き
方
の
ル
ー
ル
を

教
え
ま
す
。

一
つ
目
は
、
先
生
が
話
を
始
め
た
ら
黙
る
。

二
つ
目
は
、
教
室
の
電
話
が
鳴
っ
た
ら
黙
る
。

三
つ
目
は
、
放
送
が
流
れ
た
ら
黙
る
。

教
え
た
後
に
、
練
習
も
し
ま
す
。
例
え
ば
、

こ
の
よ
う
に
や
り
ま
す
。

電
話
が
き
ま
し
た
。
ル
ル
ル
（
電
話
の
音
）、

A

動画
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回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

読書について
第38回

れ
は
日
本
に
一
番
近
く
て
、
一
番
影
響
が
あ
る

か
ら
で
す
。
何
冊
も
読
ん
で
い
る
の
は
、
い
ろ

い
ろ
な
見
方
が
あ
っ
て
面
白
い
か
ら
で
す
。
外

国
は
そ
ん
な
に
頻
繁
に
行
け
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
本
を
読
ん
で
み
な
け
れ
ば

分
か
り
ま
せ
ん
。

　

新
聞
だ
っ
て
、
一
社
の
新
聞
を
読
む
だ
け
で

は
論
拠
が
偏
っ
て
い
る
場
合
が
あ
っ
て
、
鵜
呑

み
に
す
る
の
は
危
な
っ
か
し
い
で
し
ょ
う
。
そ

れ
と
同
じ
よ
う
に
、
一
つ
の
国
に
も
い
ろ
い
ろ

な
見
方
や
考
え
方
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、

様
々
な
視
点
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

ち
な
み
に
、
サ
ス
ペ
ン
ス
も
好
き
で
す
。
こ

ち
ら
も
著
者
名
で
買
う
の
で
す
が
、
今
も
や
っ

ぱ
り
森
村
誠
一
の
作
品
が
好
き
で
す
。

　
向
山
先
生
は
大
変
な
読
書
家
だ
と
聞
き
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
本
を
読
め
ば
い
い
か
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

向
山
先
生
の
読
書
の
範
囲
は
も
の
す
ご
く
広

い
で
す
。
ど
の
よ
う
な
基
準
で
本
を
選
ん
で
い

る
ん
で
す
か
。
ま
た
、
読
書
の
極
意
の
よ
う
な

も
の
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
面
白
い
本
を
読
む
の
が
一
番
で
す
。

　

私
は
「
た
め
に
な
る
か
ら
読
む
」
と
い
う
考

え
で
本
を
選
ん
だ
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
基
準
で
読
ん
だ
の
は
、
多
分
、

一
割
か
二
割
で
す
。
大
体
は
「
こ
の
本
は
面
白

そ
う
だ
な
」「
何
か
あ
り
そ
う
だ
な
」
と
興
味

関
心
を
も
っ
た
本
を
買
っ
て
い
ま
す
。

　

買
う
と
き
は
、
大
体
、
著
者
名
で
買
っ
て
い

ま
す
。

　

評
論
だ
っ
た
ら
長
谷
川
慶
太
郎
、
教
育
書

だ
っ
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
宇
佐
美
寛
で
す
。

　

中
国
や
韓
国
に
関
す
る
本
も
読
み
ま
す
。
そ

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

優
れ
た
教
師
は
「
学
び
方
」
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
（
２
）

質
の
高
い
「
教
え
方
」
の
技
術
を
身
に
付
け
た
教
師
が
、
あ
る
場
面
で
は
あ
え
て
そ
れ
を
封
印
し
、
子
供
た
ち
自
身
に
取
り
組

ま
せ
る
。放
置
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、そ
う
で
は
な
い
。巧
み
に
「
学
び
方
」
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。そ
の
際
「
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
」
を
も
っ
と
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
T
O
S
S
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
キ
ス
ト
に
書
い
た
内
容
か
ら
再
掲
す
る
。

　

教
師
の
仕
事
は
「
学
習
の
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
る
」
こ
と
が
第
一
で
あ
り
、「
教
え
る
」

と
い
う
こ
と
は
第
二
で
あ
る
と
も
氏
は
述
べ

て
い
る
。

二
　
学
習
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
ら
せ
る

　

向
山
氏
の
実
践
を
よ
く
見
る
と
、
そ
う
し

た
「
シ
ス
テ
ム
」
が
非
常
に
多
く
組
み
込
ま

れ
て
い
る
。

　

代
表
的
な
例
は
「
向
山
型
算
数
」
だ
ろ
う
。

①　

日
付
と
ペ
ー
ジ
を
書
く
。

②　

ミ
ニ
定
規
を
使
っ
て
線
を
引
く
。

③　

教
科
書
を
よ
く
見
る
。

④　

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
写
す
。

⑤　

で
き
た
問
題
に
は
で
き
た
印
を
、

こ
の
後
、
向
山
氏
は
続
け
て
こ
う
書
く
。

私
は
、「
教
師
が
教
え
る
」
と
い
う
こ
と

を
、
あ
ま
り
し
な
い
の
だ
。「
子
ど
も
が
、

自
分
で
学
ん
で
い
く
」
と
い
う
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
る
の
で
あ
る
。

（
向
山
洋
一
『
21
世
紀
型
教
師
プ
ロ
へ
の

道
③
』
T
O
S
S
メ
デ
ィ
ア
）

　

向
山
氏
の
指
導
の
本
質
が
こ
こ
に
あ
る
。

　

向
山
氏
の
次
の
文
は
「
個
別
最
適
な
学

び
」
の
考
え
方
そ
の
も
の
で
あ
る
。

子
ど
も
が
自
分
で
勉
強
し
て
、
教
師
は

時
々
相
談
に
の
る
│
│
こ
う
い
う
形
が

い
い
と
思
っ
て
い
る
。（
前
掲
書
）

一
　
向
山
先
生
は
何
も
教
え
て
く
れ
な
い

　

向
山
氏
た
ち
は
学
年
で
漢
字
の
二
〇
〇
問

テ
ス
ト
を
し
た
。
向
山
学
級
の
成
績
は
す
ば

ら
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
成
績
を
見
た
師
尾
氏
は
休
み
時
間
に

向
山
学
級
の
子
供
た
ち
に
言
っ
た
。

「
と
て
も
い
い
成
績
ね
」

　

す
る
と
、
一
人
の
子
供
が
答
え
た
。

「
向
山
先
生
の
教
え
方
が
い
い
か
ら
よ
」

　

師
尾
氏
が
内
心
「
そ
う
だ
」
と
思
っ
た
瞬

間
、
も
う
一
人
の
女
の
子
が
言
っ
た
。

で
も
、
向
山
先
生
は
何
も
教
え
て
く
れ

な
い
よ
。

　

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
論
文
で
は
、

オピニオン

今教育界で起こっていること
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巻頭論文

強
の
苦
手
な
子
は
そ
っ
ぽ
を
向
き
、
膨
大
な

時
間
だ
け
が
無
為
に
す
ぎ
る
こ
と
に
な
る
。

　

き
っ
ち
り
と
教
え
る
べ
き
と
こ
ろ
で
は

「
質
の
高
い
一
斉
授
業
」
を
す
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
次
の
こ
と
も
ま
た
、
大
切

に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。

教
え
る
こ
と
を
禁
欲
し
、
子
供
た
ち
の

「
学
び
方
」
を
巧
み
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し

て
い
く
教
師
の
力

　

そ
の
際
、
重
要
に
な
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
い
う
の
は
、
評
価
基
準

を
示
し
た
表
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
「
子
供
た
ち
と
共
有
」
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

こ
の
学
習
で
は
、
こ
う
い
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
う
い
う
評
価

に
な
る
ん
だ
な
。

と
い
う
こ
と
が
明
確
に
分
か
る
。（
続
く
）

優
れ
た
「
子
供
の
学
び
方
」
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
き
る
教
師

が
必
要
で
あ
る
。

三
　
本
当
に
効
果
の
あ
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

　

た
と
え
ば
、
算
数
で
あ
れ
ば
、「
教
科
書
」

に
沿
え
ば
学
習
は
お
お
む
ね
安
定
す
る
。
子

供
た
ち
に
は
「
教
科
書
を
使
っ
た
学
び
方
」

を
教
え
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
教
科
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
子

供
た
ち
に
任
せ
て
し
ま
う
と
か
え
っ
て
よ
く

な
い
場
合
が
あ
る
。

這
い
回
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
の
懸
念
が
あ
る
の
だ
。
話
し
合
い
な
ど

が
堂
々
巡
り
を
し
て
、
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着

か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
全
て
の
学
習
を
本

当
に
子
供
た
ち
に
「
丸
な
げ
」
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

　

一
部
の
下
手
な
問
題
解
決
学
習
の
よ
う
に

子
供
た
ち
の
学
習
は
無
目
的
に
拡
散
し
、
勉

で
き
な
か
っ
た
問
題
に
は
で
き
な

か
っ
た
印
を
付
け
る
。

⑥　

間
違
え
た
問
題
は
消
し
ゴ
ム
で
消

さ
な
い
で
横
や
下
に
書
き
直
す
。

　

こ
れ
ら
一
つ
一
つ
は
、
算
数
と
い
う
教
科

の
内
容
を
教
え
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ま
さ

に
「
学
び
方
」
を
教
え
、
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

ら
せ
て
い
る
。

　

学
校
で
は
「
個
別
最
適
な
学
び
」（
指
導

の
個
別
化
と
学
習
の
個
性
化
）
と
い
う
言
葉

が
一
人
歩
き
し
て
い
る
。
こ
れ
を
本
当
に
実

現
し
よ
う
と
し
て
い
る
学
校
は
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

I
C
T
の
活
用
で
も
、
自
由
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
く
体
験
で
も
、
日
本
の
公
立
小
中

学
校
は
世
界
か
ら
圧
倒
的
に
遅
れ
て
い
る
。

向
山
氏
が
学
級
で
実
践
し
て
い
た
「
学
び

方
」
の
指
導
は
、
自
立
し
た
学
習
者
を
育
て

る
も
の
だ
っ
た
。

　

時
代
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
今
、
優
れ

た
「
教
え
方
」
が
で
き
る
だ
け
で
は
足
り
な

い
。
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Web連動企画

イラスト：柴﨑　昌紀イラスト：柴﨑　昌紀

端
末
で
す
ぐ
使
え
る

Jam
board

2022年

10月号
特集

テ
ン
プ
レ

テ
ン
プ
レ
ーー
ト
集
ト
集

Jamboardテンプレート 
授業での使いこなし術

国
語
授
業
で
す
ぐ
に
使
え
るJam

board

算
数
授
業
で
す
ぐ
に
使
え
るJam

board

社
会
科
授
業
で
す
ぐ
に
使
え
るJam

board

理
科
授
業
で
す
ぐ
に
使
え
るJam

board

特
別
活
動
で
使
え
る
楽
し
いJam

board

思
考
ツ
ー
ル
と
し
て
使
え
るJam

board
の

テ
ン
プ
レ
ー
ト
例

123456



　

Ｗ
ｅ
ｂ
連
動
企
画　

端
末
で
す
ぐ
使
え
る Jam

board
Jam

board
 

テ
ン
プ
レ
ー
ト
集

特集

13   2022. 10

１　

�J
am
board

の
活
用
が
急
速
に
広
が
る

Jam
board

はGoogle

が
提
供
す
る
「
簡
易

デ
ジ
タ
ル
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
」
で
す
。
極
め
て

シ
ン
プ
ル
な
設
計
に
な
っ
て
お
り
、
画
面
の
Ｕ

Ｉ
（U

ser Interface

）
を
見
た
だ
け
で
、
ほ

と
ん
ど
の
子
供
が
直
感
的
に
使
え
ま
す
。

こ
のJam

board

を
活
用
し
た
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
一
人
一
台
端
末
」
の
実
践
が
、
今
急

速
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

小
中
高
等
学
校
か
ら
大
学
ま
で
、
す
べ
て
の

学
校
に
お
い
て
で
す
。
も
し
、
ま
だ
使
っ
て
い

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
、
す
ぐ
に
で
も
試
し

て
み
て
下
さ
い
。

Google

の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
あ
る
な
ら
、

jam
board

.google
.com

こ
こ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
だ
け
で
使
え
ま
す
。

も
ち
ろ
んGoogle Classroom

と
の
相
性
は

抜
群
で
す
。
子
供
た
ち
に
白
紙
のJam

board

を
共
有
し
て
、
み
ん
な
で
共
同
作
業
を
さ
せ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
教
師
が
作
成
し
た
テ
ン
プ

レ
ー
ト
を
一
人
一
人
に
配
付
し
て
、
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
の
よ
う
に
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
教

師
や
子
供
た
ち
が
お
互
い
に
コ
メ
ン
ト
を
書
き

合
う
の
も
、
と
て
も
簡
単
で
す
。

２　

海
外
で
は
、
す
で
に
デ
フ
ォ
ル
ト

例
え
ば
、

jam
board tem

plates

等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
し
て
み
て
下
さ
い
。

海
外
の
サ
イ
ト
に
は
「
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
使
え

るJam
board

テ
ン
プ
レ
ー
ト
」
を
配
布
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
、
山
の
よ
う
に
存
在
し
ま
す
。

日
本
に
も
あ
る
に
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
数

や
種
類
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。

Google

は
現
時
点
で
、
世
界
で
ト
ッ
プ
シ
ェ

ア
の
教
育
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。

そ
のGoogle

が
提
供
す
る
こ
のJam

board

の
活
用
は
汎
用
性
が
高
く
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
拡
大
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

い
わ
ば
「
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
と
し

て
、
様
々
な
活
用
シ
ー
ン
が
提
案
さ
れ
る
べ
き

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

３　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
な
Ｗ
ｅ
ｂ
連
動
企
画

そ
こ
で
、
今
回
の
特
集
で
は
、
目
次
に
示
し

た
よ
う
な
各
種
のJam

board

を
そ
れ
ぞ
れ
開

発
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
のJam

board

の
コ
ピ
ー
を
実
際
に
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
形
で
、
本
誌
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

等
で
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
枚
の
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、
何
種
類
か
を

セ
ッ
ト
で
提
供
す
る
も
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

本
誌
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
のJam

board

の

画
面
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
示
し
て
い
た
だ
い
た
う

え
で
、
次
の
よ
う
な
内
容
を
含
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

①　

対
象
学
年
や
教
科

②　

使
い
方

③　

ね
ら
っ
て
い
る
効
果

ぜ
ひ
、
ご
活
用
下
さ
い
。

�

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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Jamboardテンプレート 授業での使いこなし術

兵庫県姫路市立英賀保小学校 許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

協働的な学びを実現するクラウドツール
付箋紙に意見や考えを書き出して整理する。
Jamboardの「デジタル付箋」機能を使えば、こ
れをクラウド上でできる。自分の付箋だけではな
く、友達が入力した付箋も画面上に表れる。画像
や文字も自由に貼りつけられる。移動したり分類
したりする中で、自然と話合いが起こる。

Jam
board

は
無
料
で
使
え
る
デ
ジ
タ
ル
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
ツ
ー
ル
だ
。

「
共
同
編
集
」
を
簡
単
に
で
き
る
こ
と
が
魅
力

的
だ
。
ふ
だ
ん
の
授
業
で
「
協
働
的
な
学
び
」

の
形
を
実
現
で
き
る
。

と
り
わ
け
「
デ
ジ
タ
ル
付
箋
」
機
能
を
使
っ

た
学
習
活
動
は
、
低
学
年
で
も
簡
単
に
楽
し
く

取
り
組
め
る
。

１　

J
am
board

に
ア
ク
セ
ス
す
る

Google

の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、
右
上

に
「
九
つ
の
点
」
が
あ
る
。

　

こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
無
料
で
使
え
る

ア
プ
リ
が
表
示
さ
れ
る
。
こ
の
中
にJam

board

も
あ
る
。
ア
イ
コ
ン
は
ド
ラ
ッ
グ
し
て
自
由
に

並
べ
替
え
ら
れ
る
。
よ
く
使
う
ア
プ
リ
な
の
で
、

上
の
方
に
移
動
さ
せ
て
お
く
と
便
利
だ
。

Jam
board

に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
「
最
近
使

用
し
たJam

」
と
い
う
画
面
に
な
る
。
右
下
の

「
プ
ラ
ス
ボ
タ
ン
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
「
無

題
のJam

board

」
と
い
う
新
し
い
ペ
ー
ジ
を



Ｗ
ｅ
ｂ
連
動
企
画　

端
末
で
す
ぐ
使
え
るJam

board
Jam

board

テ
ン
プ
レ
ー
ト
集

特集

15 2022. 10

更
す
る
。

　

こ
れ
で
「
協
働
学
習
」
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。「
リ
ン
ク
を
コ
ピ
ー
」
し
て
子
供
た
ち
に

配
付
す
れ
ば
い
い
。

３　

G
oogle classroom

で
の
設
定
方
法

Google classroom

でJam
board

を
使
う
場

合
も
多
い
だ
ろ
う
。
課
題
と
し
てJam

board

の
リ
ン
ク
を
貼

り
付
け
る
。
こ

の
際
設
定
を
変

更
す
る
。「
編
集

で
き
る
」
に
す

れ
ば
協
働
学
習

が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
ま
た

「
コ
ピ
ー
を
作

成
」
に
す
れ
ば

個
人
作
業
用
のJam

board

を
配
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
協
働
的
な
学
び
の
入
り
口
と
な
る

ツ
ー
ル
だ
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

作
れ
る
。

個
人
でJam

board

を
操
作
す
る
場
合
は
、

こ
の
手
順
で
や
れ
ば
い
い
。

２　

J
am
board

で
「
協
働
学
習
」
す
る

右
上
に
「
共
有
」
と
い
う
ボ
タ
ン
が
あ
る
。

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
設
定
画
面
に
な
る
。「
ユ
ー

ザ
ー
や
グ
ル
ー
プ
を
追
加
」
と
い
う
と
こ
ろ
に

ア
ド
レ
ス
を
入
力
す
れ
ば
、
特
定
の
メ
ン
バ
ー

と
共
有
で
き
る
。「
制
限
付
き
」
を
ク
リ
ッ
ク

し
て
「（
自
治
体
名
）」
や
「
リ
ン
ク
を
知
っ
て

い
る
人
全
員
」
に
す
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
メ
ン

バ
ー
と
共
有
で
き
る
。

　

た
だ
、
こ
の
ま
ま
で
は
協
働
学
習
で
き
な
い
。

　

役
割
を
「
閲
覧
者
」
か
ら
「
編
集
者
」
に
変
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言
葉
の
学
習
を
「
知
的
で
楽
し
い
」
も
の
に
す
る
た
め

に
は
、
次
の
パ
ー
ツ
が
欠
か
せ
な
い
。

①　

例
示
す
る
：
お
手
本
か
ら
学
ぶ
。

②　

列
挙
さ
せ
る
：
お
手
本
を
も
と
に
た
く
さ
ん
考

え
る
。

③　

分
類
・
整
理
す
る
：
列
挙
し
た
も
の
を
ま
と
め

る
。

　

①
〜
③
の
学
習
場
面
を
通
過
す
る
こ
と
で
、
た
だ
楽
し

い
で
終
わ
ら
な
い
言
葉
の
学
習
に
な
る
。

　

本
原
稿
は
、
五
年
生
「
複
合
語
」
の
単
元
を
扱
う
。

「
複
合
語
」
と
は
、
二
つ
以
上
の
言
葉
が
結
び
付
い
て
、

新
た
な
一
つ
の
言
葉
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

①
例
示
す
る
：
教
科
書
の
事
例
を
取
り
上
げ
、

Jam
board

上
で
、「
複
合
語
」
の
仕
組
み
を
理
解
さ
せ
る
。

　

作
成
し
たJam

board

を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
化
し
た
の
で
、

適
宜
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

私
が
作
成
し
たJam

board

で
は
、
一
三
ペ
ー
ジ
ま
で
が
、

①
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
を
、
教
師
が
児
童
全
員
の

前
で
操
作
を
し
な
が
ら
考
え
さ
せ
て
も
良
い
し
、
児
童
一

人
一
人
に
デ
ー
タ
を
送
っ
て
使
わ
せ
て
も
良
い
。

　

し
か
し
、
ク
ラ
ス
の
実
態
に
よ
っ
て
は
、
①
（
例
示
）

を
短
く
し
て
、
子
供
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん
出
さ
せ
る
（
②

列
挙
さ
せ
る
）
方
が
良
い
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
場

合
は
、
一
四
ペ
ー
ジ
に
あ
り
っ
た
け
書
か
せ
る
。

　

肝
心
な
の
は
、
最
後
の
③
の
段
階
で
あ
る
。
た
く
さ
ん

出
た
も
の
の
中
か
ら
、「
和
語
＋
和
語
」
な
の
か
、「
和
語

＋
漢
語
」
な
の
か
、
そ
れ
と
も
「
和
語
＋
外
来
語
」
な
の

か
。
九
種
類
以
上
あ
る
「
複
合
語
」
を
分
類
・
整
理
す
る

学
習
を
通
し
て
「
複
合
語
」
の
仕
組
み
を
理
解
さ
せ
る
。

　

楽
し
く
た
く
さ
ん
の
「
複
合
語
」
を
考
え
さ
せ
る
と
共

に
、「
複
合
語
」
の
仕
組
み
も
き
ち
ん
と
お
さ
え
る
。
両

輪
が
あ
っ
て
初
め
て
、
知
的
で
楽
し
い
授
業
が
成
立
す
る
。

神奈川県横浜市立高田小学校 水
みず

本
もと

和
かず

希
き

知的で楽しい「言葉の学習」の
Jamboard
Jamboardを活用した授業は、操作活動があって楽しい。そこに「知的さ」を保障するため
のエッセンスをきちんと取り入れたい。

↓Jamboard「複
合語」コピーし
て、お使いくだ
さい。
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Jamboardで、意見を「可視化」する！
Jamboardを使い、意見を可視化することで、
賛成・反対意見が書きやすくなる。「すべて
の子に意見をもたせる」という討論の基本
を１人１台端末で実現できる。

　

討
論
の
授
業
を
し
た
と
き
に
、「
友
達
の
意
見
を
聞
き

逃
し
、
反
論
で
き
な
い
」
子
供
が
い
る
。

　

反
論
で
き
な
け
れ
ば
、
討
論
は
盛
り
上
が
ら
な
い
。

友
達
の
意
見
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
可
視
化
す
る

Jam
board

を
使
え
ば
、
友
達
の
意
見
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
見
を
見
な
が
ら
反
論
を

書
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

一
学
期
に
行
っ
た
「
春
」
の
授
業
の
追
試
を
も
と
に
、

討
論
で
活
用
で
き
るJam

board

を
紹
介
す
る
。

１　

視
点
の
学
習
の J

am
board

「
春
」
の
授
業
で
、
最
も
盛
り
上
が
る
の
が
、「
話
者
の

位
置
」
の
討
論
で
あ
る
。

子
供
た
ち
に
、Jam

board

フ
ァ
イ
ル
を
送
り
、「
話
者

の
位
置
に
、
目
玉
を
移
動
さ
せ
な
さ

い
」
と
指
示
し
た
。

　

目
玉
の
イ
ラ
ス
ト
を
人
数
分
重
ね
て

お
い
た
の
で
、
子
供
た
ち
は
次
々
と
目

玉
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
移
動
さ
せ
た

目
玉
に
名
前
を
書
か
せ
る
こ
と
で
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
意

見
を
も
っ
て
い
る
か
が
明
確
に
な
っ
た
。

　

分
か
ら
な
い
子
も
、
他
の
子
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
移
動

さ
せ
る
の
で
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
自
分
の
意
見
を
も
つ
こ

と
が
で
き
た
。

　

分
析
批
評
で
は
、「
絵
に
表
し
、
話
者
の
位
置
を
目
玉

で
描
き
入
れ
る
」
パ
ー
ツ
が
あ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
教
師
が
絵
を
準
備
し
て

お
き
、
目
玉
だ
け
を
か
き
入
れ
る
方
法
も
あ
れ
ば
、
人
数

分
フ
レ
ー
ム
を
用
意
し
て
お
き
、
自
由
に
絵
を
描
か
せ
る

方
法
も
あ
る
。

２　

意
見
分
布
のJ

am
board

「
春
」
の
授
業
の
最
後
に
、「
作
者
は
幸
せ
か
、
不
幸
せ

か
」
を
問
う
た
。

Jam
board

の
フ
レ
ー
ム
を
、「
幸
せ
」
と
「
不
幸
せ
」

の
エ
リ
ア
に
分
け
て
、
そ
う
思
う
理
由

を
付
箋
に
書
か
せ
、
貼
り
つ
け
さ
せ
た
。

　

討
論
を
す
る
際
、
発
達
障
害
が
疑
わ

れ
る
子
もJam

board

に
書
か
れ
た
意

見
を
も
と
に
反
論
を
書
き
、
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

反
論
は
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。
端
末
と
ノ
ー
ト
の
両
方

を
使
い
こ
な
す
こ
と
で
、
討
論
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
る
。

　

討
論
は
、「
対
立
す
る
二
つ
の
意
見
」
に
絞
り
込
ん
で

行
う
こ
と
が
多
い
。
右
下
Ｑ
Ｒ
のJam

board

は
、
二
つ

の
エ
リ
ア
に
分
け
た
フ
レ
ー
ム
を
自
由
に
編
集
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
討
論
す
る
内
容
に
合
わ
せ
て
、
ご
活
用

い
た
だ
き
た
い
。

兵庫県洲本市立安乎小学校 堀
ほり

田
た

和
かず

秀
ひで

Jamboardテンプレート 授業での使いこなし術①国語授業ですぐに使えるJamboard─意見が出やすい「分析批評で討論」のJamboard
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「
十
進
位
取
り
記
数
法
」
の
良
さ
に
気
付
か
せ
る
た
め
に
、

全
員
に
数
カ
ー
ド
や
ド
ッ
ト
を
使
っ
た
操
作
活
動
を
す
る

こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
、
操
作
活
動
を
し
よ
う
と

す
る
と
、
人
数
分
の
数
カ
ー
ド
や
ド
ッ
ト
を
準
備
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
数
カ
ー
ド
が
あ
ち
こ
ち
に
散
乱

す
る
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

そ
こ
でJam

board

を
活
用
す
る
。
す
ぐ
に
準
備
が
で

き
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
一
つ
あ
れ
ば
、
い
く
つ
も
の
問
題
が
す

ぐ
に
作
成
で
き
る
。

　
　
授
業
活
用
例

活
用
１

絵
カ
ー
ド
を
見
て
数
字
を
入
れ
よ
う
。

　

絵
カ
ー
ド
と
ド
ッ
ト
は
自
由
に
操
作
で
き
る
の
で
問
題

を
変
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

活
用
２

ド
ッ
ト
を

見
て
数
字
を
入
れ
よ

う
。

絵
カ
ー
ド
が
な
く
て

も
、
十
進
法
の
意
味
が

分
か
っ
て
い
れ
ば
解
く

こ
と
が
で
き
る
。

活
用
３

自
分
で
問
題
を
作
っ
て
、
友
達
と
問
題
を
出

し
合
お
う
。

　

問
題
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、
十
進
法
は
、
一
〇
ず
つ
位

が
上
が
る
こ
と
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
理
解
し
て
い
く
。

Jam
board

デ
ー
タ
は
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
。

群馬県太田市立沢野小学校 松
まつ

島
しま

博
ひろ

昭
あき

操作しながら十進法がビジュアルに
分かるJamboard
タブレットを活用し、問題作りをしながらビジュアルに理解していく。

数字は、タイピングでも手書きでも入力できます。

右側の絵カードと赤のドットは、あらかじめ
必要数コピーしてあります。

活用１
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１人１台端末でできるタングラム
三角形や四角形を組み合わせて、いろいろな形を作ろう。

《
対
象
学
年
》
小
学
校
一
年
生
以
上

《
教
科
》
算
数

タ
ン
グ
ラ
ム
は
、
三
角
形
や
四

角
形
を
組
み
合
わ
せ
て
形
を
作
る

パ
ズ
ル
で
あ
る
。

付
録
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
教
科
書
も
あ
る
。

　

紙
や
木
で
作
ら
れ
た
も
の
が
市
販
さ
れ
て
い
る
が
、
一

人
一
台
端
末
で
全
員
が
取
り
組
め
る
よ
う
にJam

board

で
作
成
し
た
。

右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
ク
ラ

ス
ル
ー
ム
で
共
有
す
る
な
ど
し
、
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

長野県松本市立明善小学校 高
たか

見
み

澤
さわ

信
しん

介
すけ

Jamboardテンプレート 授業での使いこなし術②算数授業ですぐに使えるJamboard─図形の学習が楽しくなるJamboard
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「
地
図
が
苦
手
」
と
い
う
ク
ラ
ス
の
子
が
、
楽
し
く
遊
び

な
が
ら
、
都
道
府
県
の
場
所
を
覚
え
ら
れ
る
教
材
が
あ
る
。

そ
れ
が
、「
都
道
府
県
モ
ノ
ポ
リ
ー
」
で
あ
る
。

１　

オ
ン
ラ
イ
ン
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
覚
え
る
都
道
府
県

ル
ー
ル
さ
え
、
理
解
し
て
し
ま
え
ば
、

三
年
生
か
ら
遊
ぶ
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

Jam
board

上
の
背
景
に
、
双
六
ボ
ー
ド
の
画
像
を
挿

入
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
コ
マ
を
進
め
て

い
く
。
止
ま
っ
た
お
題
に
答
え
、
答

え
ら
れ
れ
ば
、
点
数
や
答
え
た
場
所

（
エ
リ
ア
）
が
獲
得
で
き
る
。
ゲ
ー

ム
終
了
時
に
、
一
番
高
得
点
な
人
が

勝
ち
と
な
る
。

　

お
題
に
は
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。「
有

名
な
も
の
や
食
べ
も
の
は
？
」「
有
名
な
動
物
は
？
」「
指

を
さ
そ
う
！
」
な
ど
、

お
題
は
、
全
て
地
図
帳
を
見
れ
ば
分
か
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
都
道
府
県
が
苦
手
な
子
で
も
、
一
緒
に

調
べ
な
が
ら
で
き
る
仕
掛
け
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。「
偶

然
性
」「
ポ
イ
ン
ト
制
」「
調
べ
る
作
業
」
な
ど
、
様
々
な

要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
大
変
盛
り
上
が
る
。

ま
た
、
こ
の
双
六
の
良
い
点
と
し
て
、「
上
が
り
」
が

な
い
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
教
師
が
、「
一
〇
時
に
な
っ

た
ら
お
し
ま
い
ね
」
な
ど
、
時
間
で
終
わ
り
を
指
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
時
間
で
区
切
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

早
く
終
わ
っ
て
し
ま
う
グ
ル
ー
プ
と
ま
だ
続
け
て
い
る
グ

ル
ー
プ
の
時
間
差
が
生
ま
れ
な
い
。

2　

家
に
い
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
可
能

様
々
な
事
情
で
学
校
に
通
え
な
い
子
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
参
加
可
能
と
な
る
た
め
、
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
二
、
三
回
や
れ
ば
、
子
供
た
ち
だ
け
で
進
め
る
こ
と

も
容
易
に
で
き
る
は
ず
だ
。
サ
イ
コ
ロ
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
、
で
き
る
も
の
を
検
索
し
て
も
良
い
だ
ろ
う
。

こ
の
「
都
道
府
県
モ
ノ
ポ
リ
ー
」
は
、
社
会
科
セ
ミ

ナ
ー
で
紹
介
し
「
ぜ
ひ
教
材
化
を
」
と
の
声
を
い
た
だ
い
た
。

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
地
方
網
羅

さ
れ
て
い
る
。

　

時
代
に
合
わ
せ
て
作
成
し
た
新
た
な
学
習
ツ
ー
ル
「
都

道
府
県
モ
ノ
ポ
リ
ー
」
は
、
社
会
科
の
授
業
だ
け
で
な
く
、

雨
の
日
の
休
み
時
間
等
に
活
用
す
る
の
も

お
す
す
め
だ
。
地
図
好
き
な
子
が
き
っ
と

増
え
る
は
ず
だ
。

神奈川県川崎市立王禅寺中央小学校 徳
とく

永
なが

剛
ごう

都道府県の学習にぴったりなJamboard
「楽しい！　学ぶ力がつく！　指導がしやすい！」なオススメ教材。

Jamboardテンプレート 授業での使いこなし術③社会科授業ですぐに使えるJamboard
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調べ学習「Jamboard」　
２つの指示で子供が熱中する

①「付箋の色を分けなさい」　②「他
のフレームを見て参考にしてもいいで
すよ」

小
学
四
年
「
電
気
」
の
学
習
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
教
科

書
に
あ
る
「
電
気
」
の
ペ
ー
ジ
を
読
ま
せ
た
。
教
科
書
に

は
、「
火
力
発
電
」「
水
力
発
電
」「
原
子
力
発
電
」「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
が
載
っ
て
い
る
。

一
つ
ず
つ
、
子
供
た
ち
に
読
ま
せ
た
。

そ
の
後
、
発
問
し
た
。

「
家
で
は
一
か
月
に
い
く
ら
の
電
気
料
金
を
払
う
か
」

子
供
た
ち
の
意
見
は
分
か
れ
た
。
千
円
か
ら
一
〇
万
円

ま
で
の
意
見
が
出
た
。

そ
の
後
で
あ
る
。
調
べ
学
習
を
さ
せ
る
。

「
火
力
発
電
、
水
力
発
電
、
原
子
力
発
電
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
不
思
議
に
思
う
こ
と
、
調
べ
て
み
た

い
こ
と
を
書
き
ま
す
。Jam

board

に
書
い
て
い
き
ま
す
」

Jam
board

を
、GoogleClassroom

で
子
供
た
ち
に

送
っ
た
。

こ
の
後
、
付
箋
の
色
を
指
定
し
た
。
火
力
は
赤
色
、
水

力
は
水
色
、
原
子
力
は
黄
色
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

緑
色
と
し
た
。
隣
と
ペ
ア
で
一
つ
の
フ
レ
ー
ム
に
貼
ら
せ

た
。「
一
つ
付
箋
が
で
き
た
ら
、
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」。

付
箋
に
書
け
た
子
か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
こ
さ

せ
た
。
そ
し
て
う
ん
と
褒
め
た
。

途
中
で
い
く
つ
か
指
示
し
た
。

「
他
の
フ
レ
ー
ム
を
見
て
参
考
に
し
て
も
い
い
で
す
よ
」

Jam
board

の
良
さ
は
、「
今
、
他
の
子
が
書
い
て

い
る
こ
と
」
が
、
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
協
働
的

な
学
習
だ
。

ま
た
、
次
の
指
示
も
し
た
。

「
赤
の
付
箋
ば
か
り
の
グ
ル
ー
プ
も
い
ま
す
が
、
他

の
色
も
書
い
て
い
き
な
さ
い
」

Jam
board

の
良
さ
は
、
付
箋
の
色
も
あ
る
。
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
け
て
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
色
が
そ
の

ま
ま
、「
電
気
の
安
定
供
給
の
た
め
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
」

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
こ
の
後
、
調
べ
る
方
法
も
教
え
る
。

「
こ
の
中
で
調
べ
ら
れ
そ
う
な
も
の
の
付
箋
に
、
○
を
付

け
な
さ
い
」「
調
べ
ら
れ
る
と
思
っ
た
の
は
、
ど
こ
で
、

ど
の
よ
う
に
調
べ
ら
れ
る
の
か
、
付
箋
に
書
き
加
え
な
さ

い
」「
調
べ
ら
れ
な
い
と
思
っ
た
も
の
は
、
本
当
に
調
べ

ら
れ
な
い
の
か
ど
う
か
、
班
の
他
の
人
の
意
見
を
聞
き
な

さ
い
」。
向
山
洋
一
氏
「
水
道
」
の
授
業
の
追
試
で
あ
る
。

な
お
、
電
気
の
調
べ
学
習
に
最
適
な
サ
イ
ト
が
あ
る
。

「
電
気
事
業
連
合
会　

ひ
ら
き

め
き
！　

ピ
カ
ー
ル
く
ん
」
だ
。

初
め
の
う
ち
は
調
べ
る
サ
イ

ト
を
指
定
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

山口県下関市立清末小学校 林
はやし

健
たけ

広
ひろ
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「Jam
board

」
は
学
ん
だ
こ
と
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、

と
て
も
有
効
な
ア
プ
リ
で
あ
る
。
特
に
、

指
先
で
作
業
し
な
が
ら

確
認
で
き
る
点
が
優
れ
て
い
る
。
よ
り
実
感
を
伴
っ
た
理

解
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

ト
ン
ボ
パ
ズ
ル
は
、
ト
ン
ボ
の

体
を
細
か
く
分
け
てJam

board

に
は
っ
て
作
っ
た
。
子
供
た
ち
は

指
で
動
か
し
な
が
ら
ト
ン
ボ
を
完

成
さ
せ
て
い
く
。「
頭
」「
む
ね
」

「
は
ら
」「
足
は
ど
こ
に
付
く
の

か
」「
羽
は
ど
こ
に
付
く
の
か
」

と
い
っ
た
内
容
を
ス
ム
ー
ズ
に
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
は
こ
ち
ら
か
ら
⬇

以
下
、
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

①
　
授
業
の
最
後
に
復
習
と
し
て
使
う
。

ト
ン
ボ
の
体
を
細
か
く
分
け
た
も
の
を
い
き
な
り
提
示

し
て
も
理
解
が
難
し
い
。
ま
ず
は
「
頭
」「
む
ね
」「
は

ら
」
を
中
心
に
確
認
す
る
。
そ
の
後
、「『
は
ね
』
が
付
く

の
は
ど
の
部
分
か
」「『
あ
し
』
が
付
く
の
は
ど
の
部
分

か
」
を
確
か
め
る
。
最
後
にJam

board

で
動
か
し
な
が

ら
確
認
す
る
か
ら
、
理
解
が
定
着
す
る
の
で
あ
る
。　

②
　
ペ
ー
ジ
の
コ
ピ
ー
を
用
意
し
て
お
く
。

Jam
board

で
多
い
ト
ラ
ブ
ル
は
「
フ
レ
ー
ム
の
消
去
」

を
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
慣
れ
て
い
な
い
と
元
に
戻

せ
な
い
こ
と
も
多
い
。
そ
こ
で
二
ペ
ー
ジ
、
三
ペ
ー
ジ
目

に
コ
ピ
ー
を
用
意
し
て
お
く
。「
消
え
て
し
ま
っ
た
と
き

に
は
二
ペ
ー
ジ
目
や
三
ペ
ー
ジ
目
を
使
い
な
さ
い
」
と
指

示
し
て
お
く
と
、
安
心
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

③
　
答
え
を
用
意
し
て
お
く
。

分
か
ら
な
く
な
っ
た
時
の
た
め
に
「
答
え
」
を
用
意
し

て
お
く
。
五
ペ
ー
ジ
目
に
用
意
し
て
お
き
、「
分
か
ら
な

く
な
っ
た
時
に
は
見
て
も
い
い
」
と
伝
え
て
お
く
。
見
な

が
ら
で
も
作
業
を
す
る
こ
と
で
、
覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
　
空
白
の
時
間
を
つ
く
ら
な
い
工
夫
。

Jam
board

で
作
業
す
る
際
に
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、「
空
白
の
時
間
を
つ
く
ら
な
い
」
こ
と

で
あ
る
。
手
軽
に
作
業
が
で
き
る
た
め
時
間
差
が
で
き
や

す
い
。「Google

classroom

」
に
自
習
で
き
る
サ
イ
ト

等
を
貼
っ
て
お
く
と
、
空
白
を
作
ら
ず
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。

授
業
展
開
例
（
映
像
）
は
こ
ち
ら
か
ら
⬇

岡山県井原市立木之子小学校 岡
おか

孝
たか

直
なお

昆虫の体がよく分かる「パズル型」の
Jamboard
指先で作業をすることで知識の定着を目指す。実際に動かすことで昆虫の体の仕組みをス
ムーズに理解することができる。

Jamboardテンプレート 授業での使いこなし術④理科授業ですぐに使えるJamboard
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手順がくっきりする「実験準備シート」の
Jamboard
子供だけで実験を進めることができるJamboard「実験準備シート」の紹介。

理
科
の
実
験
で
使
え
るJam

board

「
実
験
準
備
シ
ー

ト
」
を
紹
介
す
る
。

こ
の
「
実
験
準
備
シ
ー
ト
」
を
与
え
る
だ
け
で
、
子
供

た
ち
は
、
実
験
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
実
験
準
備
シ
ー
ト
」
を
見
る
だ
け
で
、
何
を
す
べ
き
か

が
分
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
説
明
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う

に
、
例
を
入
れ
た
り
、【
手
順
】
を
入
れ
た
り
し
た
。
そ

の
た
め
、
実
験
時
間
を
た
っ
ぷ
り
と
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
「
実
験
準
備
シ
ー
ト
」
は
、
班
で
一
つ
の
も
の

を
使
用
し
て
、
共
同
作
業
が
で
き
る
も
の
に
し
た
。
共
同

作
業
に
す
る
と
、
他
の
子
の
考
え
や
実
験
結
果
を
共
有
し

や
す
い
。
一
緒
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
時
間

も
短
く
て
す
む
。

ま
た
、
自
分
で
動
か
し
て
実
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
実
験
や
考
え
る
こ
と
に
集
中
し
や
す
そ
う
だ
っ
た
。

ノ
ー
ト
に
書
く
の
を
嫌
が
る
子
で
も
、Jam

board

だ
と

率
先
し
て
動
か
し
、
実
験
し
て
い
た
。

三
年
「
物
の

重
さ
調
べ
」
で

は
、
最
初
の

シ
ー
ト
で
「
電

子
て
ん
び
ん
の

使
い
方
」
を
復

習
し
、
次
の

シ
ー
ト
で
実
験
を
し
て
記
録
す
る
よ
う
に
し
た
。
記
録
は
、

写
真
も
貼
っ
て
残
す
よ
う
に
し
た
。
写
真
が
あ
る
方
が
分

か
り
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。

今
回
、
三
・
四
年
で
使
用
で
き
る
「
実
験
準
備
シ
ー

ト
」
を
作
成
し
た
。
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

福井県福井市立社西小学校 尾
お

川
がわ

智
とも

子
こ

Jamboardテンプレート 授業での使いこなし術④理科授業ですぐに使えるJamboard
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１　

先
行
実
践
・
共
同
編
集
機
能
で
五
色
百
人
一
首

　
許
実
践
で
は
、
一
対
一
でJam

board

に
並
べ
ら
れ
た

札
を
取
り
合
う
。

共
同
編
集
機
能
で
五
色
百
人
一
首
を
す
る
。

　
こ
の
方
法
は
と
て

も
斬
新
で
あ
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
上
で
行
う

の
で
、Zoom

な
ど

の
ク
ラ
ウ
ド
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ツ
ー
ル
と

併
用
す
る
こ
と
で
、

離
れ
た
相
手
と
も
五

色
百
人
一
首
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
許
氏
の
実

践
を
追
試
す
る
中
で
作
成
し
た
の
が
、「
協
働
の
五
色
百

人
一
首
」
だ
。

２　

協
働
の
五
色
百
人
一
首
（
初
級
・
青
札
）

　
対
戦
で
は
な
く
協
働
と
す
る
。
ペ
ア
で
協
力
す
る
の
だ
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
初
級
）
教
師
が
詠
む
ス
ピ
ー
ド
に
合

わ
せ
て
札
を
「
こ
こ
に
お
く
」
ス
ペ
ー
ス
へ
動
か
す
。

次
の
手
順
で
実
施
す
る
。

①
　
ペ
ア
でJam

board

シ
ー
ト
（
初
級
）
に
ア
ク

セ
ス
す
る
。

②
　
札
を
動
か
す
と
裏
側
の
上
の
句
を
確
認
で
き
る

（
山
口
県
・
林
健
広
氏
の
歴
史
人
物
カ
ル
タ
実
践
の

追
試
）。

③
　
教
師
が
読
み
札
を
「
こ
こ
へ
お
く
」
へ
移
動
さ
せ

る
。
ペ
ア
の
ど
ち
ら
が
動
か
し
て
も
良
い
。

④
　
教
師
は
待
っ
て
く
れ
な
い
の
で
協
力
が
必
要
に
な
る
。

⑤
　
教
師
は
一
七
枚
を
詠
み
終
え
た
時
点
で
終
了
。

⑥
　
教
師
が
詠
ん
だ
一
七
枚
全
て
の
札
を
取
れ
た
ら

ミ
ッ
シ
ョ
ン
成
功
。

３　

上
の
句
が
な
い
上
級
・
音
源
に
合
わ
せ
る
超
上
級

　
初
級
を
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
、
上
級
シ
ー
ト
に

挑
戦
さ
せ
る
。
教
師
の
詠
む
速

度
を
あ
げ
る
と
ス
リ
ル
が
増
す
。

さ
ら
に
超
上
級
で
は
、『
向
山

洋
一
が
詠
む
五
色
百
人
一
首
』

（
教
育
技
術
研
究
所
）
の
音
源

に
合
わ
せ
て
行
う
。
成
功
し
た
ペ
ア
は
「
や
っ
た
ー
！
」

と
拍
手
し
て
い
た
。

北海道北見市立三輪小学校 塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

成功すると拍手が巻き起こる！
「協働の五色百人一首」

許 鍾萬氏が作成した「Jamboardで対戦する五色百人一
首」は優れた教材である。許氏の先行実践をベースに作
成したのが、「協働の五色百人一首」だ。チームで協力
しミッションをクリアする。教室で拍手が巻き起こった教
材である。
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学年や時期に合わせてできる
４つの自己紹介ゲーム
学級の実態に合わせてできる
自己紹介ゲームである。班対
抗で答えさせたり、得点化し
たりすることで、さらに盛り
上げることができる。

１　

わ
た
し
は
誰
で
し
ょ
う
ク
イ
ズ

①　

自
分
の
好
き
な
も
の
を
三
つ
書
か
せ

る
。
一
ペ
ー
ジ
に
一
つ
ず
つ
書
い
て
い
く
。

②　

早
く
書
け
た
子
に
は
、
好
き
な
も
の
に
関
す
る
イ
ラ

ス
ト
や
写
真
も
挿
入
さ
せ
る
（「
画
像
を
追
加
」
ボ
タ

ン
か
ら
「Google

画
像
検
索
」
で
簡
単
に
画
像
を
追
加

で
き
る
）。

③　

教
師
が
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
、
誰
の
自
己
紹
介
か
子
供

た
ち
に
予
想
さ
せ
る
。

④　
「
好
き
な
」
を
「
得
意
な
」
に
変
え
た
り
、
ヒ
ン
ト

数
を
増
や
し
た
り
し
て
も
よ
い
。

２　

間
違
い
探
し
自
己
紹
介
ゲ
ー
ム

①　

自
分
に
つ
い
て
五
つ
の
こ
と
を
書
く
。

②　

そ
の
う
ち
四
つ
は
本
当
の
こ
と
、
一
つ
は
間
違
っ
て

い
る
こ
と
を
書
く
。

③　

間
違
っ
て
い
る
も
の
を
見
抜
け
た
ら
勝
ち
で
あ
る
。

④　

答
え
の
予
想
を
三
つ
書
か
せ
、
第
一
予
想
で
当
た
っ

て
い
た
ら
一
〇
点
、
第
二
予
想
な
ら
五
点
、
第
三
予
想

な
ら
一
点
と
し
て
も
盛
り
上
が
る
。

３　

も
し
も
ゲ
ー
ム

①　

班
に
一
つ
ず
つJam

board

フ
ァ
イ

ル
を
用
意
す
る
。

②　
「
も
し
も
百
万
円
が
あ
っ
た
ら
、
〜
を
し
ま
す
。」
と

い
う
文
を
一
人
が
一
ペ
ー
ジ
ず
つ
書
い
て
い
く
。

③　

班
ご
と
に
発
表
す
る
。
そ
の
班
の
誰
が
ど
の
文
を
書

い
た
の
か
当
て
る
。

④　

一
人
当
た
れ
ば
一
〇
点
と
し
、
班
対
抗
で
競
争
し
て

も
面
白
い
。

４　

た
と
え
ば
ゲ
ー
ム

①　

次
の
文
型
で
書
く
。

「
わ
た
し
の
名
前
は
○
○
で
す
。」

「
わ
た
し
を
動
物
（
色
・
食
べ
物
）
に
例
え
る
と
、
△
△

で
す
。
ど
う
し
て
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」

「
正
解
は
、
…
か
ら
で
す
。」

②　

時
間
が
あ
れ
ば
、「
ど
う
し
て
だ
と
思
い
ま
す

か
？
」
の
と
こ
ろ
で
自
由
に
予
想
を
言
わ
せ
る
と
よ
い
。

〈
参
考
Ｈ
Ｐ
〉

①　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
「『
間
違
い
探
し
』
自
己
紹
介
ゲ
ー
ム
で
話

す
き
っ
か
け
を
与
え
る
」

h
ttp

s
://la

n
d
.to

s
s
-o

n
lin

e
.c
o
m
/le

s
s
o
n
/

abrbokkyt222kj25

②　
『
』N

o nam
e school

「【
超
簡
単
】
準
備
不
要
！　

一
気
に

仲
良
く
な
れ
る
!?　

自
己
紹
介
ゲ
ー
ム
10
選
【
学
年
別
】」

https://nonam
e-school.com

/school-selfi ntro/

島根県川本町立川本小学校 太
おお

田
た

政
まさ

男
お

Jamboardテンプレート 授業での使いこなし術⑤特別活動で使える楽しいJamboard─Jamboardでできる自己紹介ゲーム
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勤
務
校
の
研
修
で
も
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に

よ
る
授
業
を
推
進
し
て
い
く
に
は
「Jam

board

」
か
ら

始
め
て
い
く
の
が
良
い
。

T
O
S
S
の
授
業
ス
タ
イ
ル
で
も
、
そ
れ
以
外
の
授
業

ス
タ
イ
ル
で
も
、
様
々
な
授
業
ス
タ
イ
ル
で
、
使
い
や
す

く
、
汎
用
性
が
高
い
。
そ
の
た
め
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い

特
徴
が
あ
る
。

Jam
board

を
実
践
的
に
使
っ
て
い
く
に
は
、
ま
ず
最

初
に
用
意
し
て
お
く
テ
ン
プ
レ
ー
ト
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
、

「
在
籍
数
分
の
空
白
フ
レ
ー
ム
」

「
各
班
数
分
の
フ
レ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

で
あ
る
。

　

私
の
ク
ラ
ス
で
は
、
用
意
し
て
お
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

授
業
の
途
中
で
い
き
な
りJam

board

を
開
か
せ
て
学
習

を
展
開
す
る
と
き
が
あ
る
。

　

そ
の
時
に
、
一
か
ら
フ
レ
ー
ム
を
作
る
と
、
と
て
も
時

間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。

　

人
数
分
の
フ
レ
ー
ム
を
最
初
か
ら
用
意
し
て
お
け
ば
、

「
自
分
の
名
簿
番
号
の
フ
レ
ー
ム
に
書
き
込
み
な
さ
い
」

「
自
分
の
班
の
フ
レ
ー
ム
で
作
業
し
な
さ
い
」

と
指
示
す
る
だ
け
で
、
す
ぐ
に
「
個
別
学
習
」「
グ
ル
ー

プ
学
習
」
が
可
能
に
な
る
。
最
大
フ
レ
ー
ム
数
が
二
〇
枚

ま
で
な
の
で
、
二
〇
名
以
上
の
学
級
で
は
二
つ
の
ボ
ー
ド

を
作
成
す
れ
ば
対
応
で
き
る
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、「
と
て
も
よ
く
使
う
テ
ン
プ

レ
ー
ト
」
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
お
く
と
良
い
。
全
て
、

「
全
員
分
の
フ
レ
ー
ム
」
を
用
意
し
て
お
く
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
テ
ン
プ
レ
ー
ト
は
、

T
O
S
S
・
向
山
型
授
業
で
よ
く
使
わ
れ
る

「
分
か
っ
た
こ
と
・
気
付
い
た
こ
と
・
思
っ
た
こ
と
テ
ン

プ
レ
ー
ト
」

で
あ
る
。

　

付
箋
に
書
き
込
ん
で
次
々
に
「
わ
き
お
※
」
を
入
力
で

き
る
。
同
時
編
集
な
の
で
、
他
の
人
と
被
っ
た
も
の
は
す

ぐ
に
分
か
る
。
意
外
に
煩
雑
に
な
ら
な
い
の
がJam

board

の
特
徴
だ
。

「
わ
き
お
」
の
区
別
が
付
か
な
い
子
供
の
た
め
に
透
明
度

を
高
く
し
て
お
り
、
ど
こ
に
貼
り
付
け
て
も
良
い
。
グ

ル
ー
プ
で
「
わ
き
お
」
を
振
り
分
け
て
も
良
い
。

　

作
り
方
は
簡
単
だ
。
パ
ワ
ポ
や
ワ
ー
ド
な
ど
で
、
ペ
ー

ジ
を
作
る
。
P
D
F
化
し
た
後
に
、
J
P
E
G
に
変
換
す
る
。

そ
れ
を
「
背
景
」
と
し
て
貼
り
付
け
る
。

　

こ
れ
だ
け
で
O
K
だ
。
ご
自
身
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
た

く
さ
ん
作
り
出
し
て
ほ
し
い
。

長野県長野市立通明小学校 小
こ

嶋
じま

悠
ゆう

紀
き

Jamboardは「在籍数分」の
テンプレートをまずは用意する
授業は、様々なツールを使い分けることをあえて見せるようにする。

※  

分
か
っ
た
こ
と
、
気
付
い
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と



Ｗ
ｅ
ｂ
連
動
企
画　

端
末
で
す
ぐ
使
え
るJam

board
Jam

board

テ
ン
プ
レ
ー
ト
集

特集
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ピラミッド型ランキングで話し合い
Jamboardを話合いの補助ツールとして活用する。

１　

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
ラ
ン
キ
ン
グ
作
成

中
学
一
年
生
。
中
学
校
に
お
け
る
初
め
て
の
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
を
前
に
、
学
級
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
。「
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
臨
む
に
あ
た
り
、
大
切
な
こ
と
は
何

か
？
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
る
。

生
徒
か
ら
出
た
意
見
を
も
と
に
、
一
〇
項
目
を

Jam
board

の
付
箋
に
し
て
作
成
。

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
枠
の
中
に
、
班
ご
と
に
話
し
合
い
な

が
ら
、
価
値
観
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作
っ
て
い
っ
た
。

次
で
あ
る
。

　
端
末
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
場
で
付
箋
を
動
か

し
な
が
ら
話
合
い
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
視
覚
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
話
合
い
を
す
る
際
の
補
助
と
な
っ
た
。

班
ご
と
に
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作
成

し
た
後
、
発
表
。
そ
の
う
え
で
、
学
級
全
体
と
し
て
の
ラ

ン
キ
ン
グ
を
作
成
、
合
意
形
成
へ
と
つ
な
げ
た
。

最
後
は
、
学
級
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
も
と
に
、
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
に
向
け
て
の
目
標
設
定
へ
と
進
ん
だ
。

ラ
ン
キ
ン
グ
で
キ
ー
ワ
ー
ド
の
上
位
が
決
ま
っ
て
い
る

の
で
、
目
標
を
決
め
る
こ
と
に
は
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ

た
。

２　

型
が
あ
る
こ
と
の
利
点

普
段
、
な
か
な
か
自
分
の
意

見
を
ま
と
め
ら
れ
な
い
生
徒
も
、

「
付
箋
を
動
か
す
」
と
い
う
単

純
な
作
業
に
よ
っ
て
自
分
の
意

見
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
班
内
で
の
話
合
い
も
、

ポ
イ
ン
ト
が
焦
点
化
さ
れ
、
進

め
や
す
そ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　
話
合
い
の
初
期
段
階
に
は
有

効
な
手
立
て
の
一
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

大
切
だ
と
考
え
る
価
値
観
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

お
互
い
の
考
え
の
違
い
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
る
取
組
で

あ
る
。
話
し
合
い
を
し
て
ラ
ン
キ
ン
グ
を
決
め
る
こ
と
に

よ
り
、
学
級
で
大
切
に
す
る
こ
と
を
共
有
し
、
行
事
の
目

標
決
め
に
つ
な
げ
た
。

埼玉県さいたま市立指扇中学校 星
ほし

野
の

優
ゆう

子
こ

Jamboardテンプレート 授業での使いこなし術⑥思考ツールとして使えるJamboardのテンプレート例〈中学校〉
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よ
い
。
こ
の
よ
う
に
絵
や
図
を
描
く

と
視
覚
化
で
き
、
漢
字
の
成
り
立
ち

が
分
か
り
や
す
く
な
る
。
ま
た
、
早

い
子
に
は
色
を
塗
ら
せ
る
。

　
漢
字
の
辞
書
を
使
っ
て
、
ク
イ
ズ

を
考
え
て
お
く
。
例
え
ば
『
漢
字
は

か
せ
』（
藤
堂
明
保
・
黒
須
重
彦
・

加
納
喜
光
共
著
　
學
燈
社
）
な
ど
を

使
う
と
よ
い
。
上
の

写
真
の
よ
う
な
絵
を

用
意
し
、
ど
ん
な
漢

字
が
隠
れ
て
い
る
か
考
え
て
も
ら
う
。

こ
の
絵
は
、「
大
」
の
発
展
で
あ
る
。

答
え
は
、「
天
」
だ
。

　
右
の
絵
に
は
、
人
が
二
人
屋
根
の

下
に
い
る
。
な
か
な
か
答
え
が
出
な

か
っ
た
の
で
、
ヒ
ン
ト
を
出
し
た
。

す
る
と
学
校
の
「
学
」
と
い
う
答
え

が
見
付
か
っ
た
。

三
　
発
展
問
題
を
与
え
る

　
一
年
生
で
習
う
漢
字
の
成
り
立
ち

は
二
種
類
あ
る
。

①
象
形
文
字
（
目
に
見
え
る
物

の
形
を
、
具
体
的
に
え
が
い

た
も
の
）

山
・
水
・
雨
・
火
・
日
・
田
・
川
・

林
・
森
・
月
・
手
　
な
ど

②
指
事
文
字
（
目
に
見
え
な
い

事
が
ら
を
印
や
記
号
を
使
っ

て
表
し
た
も
の
）

上
・
下
・
三
　
な
ど

教
科
書
の
漢
字
の
絵
を
ノ
ー
ト

に
描
き
写
し
ま
し
ょ
う
。

　
難
し
い
子
は
、
直
写
ノ
ー
ト
の
用

紙
（
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
）
を

使
用
し
て
写
す
と
簡
単
に
で
き
る
。

そ
れ
を
切
り
取
り
ノ
ー
ト
に
貼
る
と

一
　
漢
字
の
成
り
立
ち

二
　
教
科
書
の
絵
は
写
す

「かん字のはなし」
視写（直写）や漢字クイズで、
知的に楽しく学習しよう。

1年発問 この絵の中に、どんな漢字が
かくれているか見付けましょう。

大阪府泉佐野市立第二小学校

勇
いさみ

和
かず

代
よ

光村図書・１年下・P24

Japanese
国語

←
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ま
つ
ぼ
っ
く
り
の
イ
ラ
ス
ト
に

行
っ
た
○
で
囲
む
、
数
字
を
書
き
込

む
な
ど
の
二
、
三
の
活
動
と
同
じ
こ

と
を
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ
ラ
ス
ト
で
も

行
う
。

「
今
み
ん
な
が
や
っ
た
こ
と
を
歌
に

し
ま
し
た
。
４
を
１
と
３
に
分
け
る
。

１
と
９
で
10
。
10
と
３
で
13
」
と
い

う
よ
う
に
紹
介
す
る
。
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
を
何
度
も
唱
え
さ
せ
る
。

先
生
が
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
唱
え
る
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
子
供
た
ち
は
ブ

ロ
ッ
ク
を
操
作
す
る
。

ま
つ
ぼ
っ
く
り
の
イ
ラ
ス
ト
、
ブ

ロ
ッ
ク
の
イ
ラ
ス
ト
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
の
歌
、
ブ
ロ
ッ
ク
操
作
、
全
て
同

じ
こ
と
を
し
て
い
る
。
変
化
の
あ
る

く
り
返
し
で
、
手
順
を
定
着
さ
せ
る
。

五
　
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
唱
え
る

六
　
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
や
っ
て
み
る

「
く
り
上
が
り
の
あ
る
た
し
算
」
の

授
業
展
開
を
紹
介
す
る
。
こ
の
展
開

は
他
の
単
元
で
も
応
用
可
能
で
あ
る
。

ま
つ
ぼ
っ
く
り
を
９
こ
見
つ
け
ま

し
た
。
４
こ
も
ら
い
ま
し
た
。
ぜ
ん

ぶ
で
な
ん
こ
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

二
　
イ
ラ
ス
ト
に
数
字
を
書
き

込
む

九
個
か
か
れ
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
に

９
、
四
個
の
イ
ラ
ス
ト
に
４
と
書
く
。

三
　
イ
ラ
ス
ト
に
途
中
計
算
を

書
き
込
む

　

四
個
の
ま
つ
ぼ
っ
く
り
イ
ラ
ス
ト

の
う
ち
、
一
個
か
ら
九
個
の
ま
と
ま

り
に
向
け
て
線
を
か
く
。
四
個
が
１

と
３
に
な
っ
た
こ
と
、
９
が
10
に
な
っ

た
こ
と
も
イ
ラ
ス
ト
に
書
き
込
む
。

四
　
ま
つ
ぼ
っ
く
り
の
イ
ラ
ス
ト

で
行
っ
た
活
動
を
ブ
ロ
ッ
ク
の

イ
ラ
ス
ト
で
も
行
う

一
　
問
題
文
を
何
度
も
読
む

神奈川県川崎市立小学校

田
た

丸
まる

義
よし

明
あき

低学年の算数は、具
体から抽象への段差
を低くすること
そのために、書き込みや操作活
動を取り入れる。

教育出版・１年・P105

1年
Mathematics
算数指示１ まつぼっくりのイラストに

９、４と書きます。
指示２ 今度は、まつぼっくりがブ
ロックに変わったよ。同じように
９、４と書きます。
同じように数ブロックで動かして
みよう。

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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「
き
み
が
。」（
Ｐ
21
）
選
手
権
。

※
指
示
１
〜
指
示
３
ま
で
同
じ
。

発
問
１  

ど
の
よ
う
に
読
む
と

良
い
で
す
か
。

反
応
例
１  

び
っ
く
り
し
た
の

で
大
き
な
声
で
読
み
ま
す
。

反
応
例
２  

逆
に
、
声
も
出
な

い
ほ
ど
驚
い
て
、
小
さ
な
声

に
な
っ
て
読
む
と
思
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
等
を
付
け
て
読
む

子
供
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

「
あ
あ
。」（
Ｐ
22
）
選
手
権
。

※
指
示
１
〜
指
示
３
ま
で
同
じ
。

発
問
１  

ど
の
よ
う
に
読
む
と

良
い
で
す
か
。

反
応
例
１  

う
れ
し
そ
う
に
、

笑
顔
で
読
み
ま
す
。

反
応
例
２  

手
紙
を
大
事
に

持
っ
て
、
優
し
い
声
で
読
み

ま
す
。

　

全
体
で
扱
っ
た
後
、
音
読
劇
の
活

動
に
つ
な
げ
る
方
法
も
あ
る
。

「
想
像
し
た
こ
と
を
、
音
読
劇
で
表

そ
う
」
が
単
元
の
ね
ら
い
と
な
っ
て

い
る
。

　

い
く
つ
か
の
セ
リ
フ
を
取
り
上
げ
、

学
級
全
体
で
扱
い
た
い
。
ま
た
、
叙

述
を
基
に
し
て
正
し
く
音
読
す
る
こ

と
を
目
指
し
た
い
。例
を
以
下
に
示
す
。

「
か
た
つ
む
り
く
ん
。」（
Ｐ
16
）

指
示
１  

「
か
た
つ
む
り
く

ん
。」
選
手
権
を
し
ま
す
。

指
示
２  

こ
の
列
、
立
ち
ま
す
。

指
示
３  

一
人
ず
つ
読
み
ま
す
。

発
問
１  

ど
の
よ
う
に
読
む
と

良
い
で
す
か
。

反
応
例
１  

「
か
え
る
く
ん
は
、

家
か
ら
と
び
出
し
ま
し
た
。」

と
前
に
書
い
て
あ
る
の
で
、

少
し
あ
わ
て
て
い
る
様
子
で

読
む
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

列
指
名
を
し
、
何
人
か
に
読
ん
で

も
ら
っ
た
後
、
全
体
で
練
習
タ
イ
ム

を
取
っ
た
り
、
皆
の
前
で
読
み
た
い

人
を
募
っ
た
り
す
る
と
盛
り
上
が
る
。

「お手紙」
楽しむだけで終わらない、音読
劇につながる音読指導。

2年指示１ 「◯◯」選手権をします。
指示２ この列、立ちます。
指示３ １人ずつ読みます。（後ろか
ら前に）

　※セリフによって点数を付ける
発問１ どのように読むと良いです
か。

富山県富山市立針原小学校

加
か

藤
とう

綾
あや

乃
の

光村図書・２年下・P11-28

Japanese
国語

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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指
示
２  

同
じ
よ
う
に
他
の
三
角
形

も
、
声
を
出
し
て
な
ぞ
り
な
さ
い
。

指
示
３  

今
や
っ
た
こ
と
を
鉛
筆
、

定
規
で
や
り
な
さ
い
。

（
定
規
を
使
っ
て
鉛
筆
で
な
ぞ
ら
せ

る
）

指
示
４  

三
角
形
で
あ
る
こ
と
を
説

明
し
な
さ
い
。

「
あ
は
、
三
本
の
直
線
で
か
こ
ま
れ

た
形
だ
か
ら
、
三
角
形
で
す
」
の
よ

う
に
言
わ
せ
て
い
く
。

　
そ
の
後
、
ノ
ー
ト
に
言
っ
た
こ
と

を
書
か
せ
る
。

発
問
１  

こ
れ
は
三
角
形
と
言
え
ま

す
か
。

　
黒
板
の
中
心
に
か
き
な
が
ら
、「
こ

れ
も
三
角
形
で
す
ね
」
と
三
角
形
に

似
た
も
の
を
提
示
し
て
揺
さ
ぶ
っ
て
い

く
。
な
ぜ
い
け
な
い
の
か
説
明
さ
せ
る
。

〈
参
考
文
献
〉

『
向
山
型
算
数
教
え
方
教
室
』「
向
山
型
算
数
に

挑
戦
64
」
二
〇
〇
五
年
三
月
号　
向
山
洋
一
氏

揺
さ
ぶ
る

〈
追
い
読
み
〉
三
本
の
直
線
で
か
こ

ま
れ
た
形
を
三
角
形
と
い
い
ま
す
。

　
次
の
こ
と
を
繰
り
返
し
問
う
。

①
　
三
本
の
直
線
で
か
こ
ま
れ
た
形

を
何
と
い
い
ま
す
か
。

②
　
三
角
形
と
は
何
で
す
か
。

　
こ
の
二
つ
を
繰
り
返
し
往
復
で
言

わ
せ
て
、
ま
ず
は
定
義
を
覚
え
さ
せ

る
。

　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
で
、一
〇
五
ペ
ー

ジ
の
「
あ
、
う
、
え
、
か
」
を
一
つ

ず
つ
提
示
し
、
次
の
よ
う
に
進
め
る
。

指
示
１  

あ
に
指
を
置
き
な
さ
い
。

指
で
「
１
・
２
・
３
、
ピ
タ
」
と

言
い
な
が
ら
な
ぞ
り
な
さ
い
。（
こ

の
指
示
の
「
ピ
タ
」
は
末
廣
氏
の

追
試
で
あ
る
。
参
考
文
献
参
照
）

説
明
１  

こ
の
よ
う
に
最
後
が
ピ

タ
ッ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
「
囲

む
」
と
い
い
ま
す
。

定
義
を
聞
く

活
動
さ
せ
る

東京都公立小学校

加
か

藤
とう

雅
まさ

成
なり

三角形四角形の「定義
は往復で聞くこと」が
スタートである
まずは、定義を定着させる。

東京書籍・２年上・P105-107

2年
Mathematics
算数発問１ ３本の直線でかこまれた形

を何といいますか。
発問２ 三角形とは何ですか。
指示 「１・２・３、ピタ」と言いな
がらなぞりなさい。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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で
す
か
。

指
示  

こ
こ
か
ら
死
ん
で
し
ま
っ
た

と
い
う
と
こ
ろ
に
線
を
引
き
ま
す
。

　
線
を
引
い
た
の
を
確
認
し
た
ら
グ

ル
ー
プ
で
相
談
さ
せ
る
。

指
示  

班
の
友
達
に
自
分
が
線
を
引

い
た
と
こ
ろ
を
見
せ
て
、
理
由
を

発
表
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
意
見
交
流
を
さ
せ
る
。

　
次
に
五
場
面
の「
青
い
空
」も
扱
う
。

発
問  

何
十
年
も
経
っ
た
町
。
戦
争

が
終
わ
っ
た
空
を
「
青
い
空
」
と

書
い
て
い
ま
す
。
青
い
空
っ
て
、

ど
ん
な
空
だ
ろ
う
。

　
子
供
か
ら
出
な
い
場
合
は
す
ぐ
に

説
明
す
る
。

説
明  

例
え
ば
、「
平
和
な
空
」「
明

る
い
空
」「
元
気
に
生
活
で
き
る

空
」
な
ど
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
二
場
面
の
空
は
、

ど
ん
な
空
で
す
か
。

　
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
て
発
表
さ
せ
る
。

こ
う
す
る
こ
と
で
五
場
面
と
二
場
面

を
対
比
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
光
村
図
書
「
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ

お
く
り
」
で
あ
る
。
主
に
四
場
面
の

授
業
展
開
を
紹
介
す
る
。

指
示  

四
場
面
だ
け
を
読
ん
だ
ら
座

り
ま
す
。
全
員
起
立
。

　
早
く
読
み
終
え
て
座
っ
て
も
、
も

う
一
度
読
ん
で
待
っ
て
い
る
子
に
は
、

近
づ
い
て
い
っ
て
褒
め
る
。
こ
う
す

る
こ
と
で
周
り
の
子
も
真
似
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
。

指
示  

四
場
面
の
最
後
の
一
文
を
読

み
ま
す
。
そ
こ
に
指
を
置
き
ま

す
。
お
隣
と
確
認
し
ま
す
。「
夏

の
は
じ
め
の
あ
る
朝
、」
で
す
よ
。

　
読
ん
だ
後
、
説
明
す
る
。

説
明  

「
小
さ
な
女
の
子
の
命
が
、

空
に
き
え
ま
し
た
。」と
あ
り
ま
す
。

発
問  

ち
い
ち
ゃ
ん
は
ど
う
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
か
。

　
全
体
で
、
ち
い
ち
ゃ
ん
が
死
ん
で

し
ま
っ
た
と
い
う
設
定
を
お
さ
え
る
。

発
問  

四
場
面
の
最
初
は
生
き
て
い

ま
す
。
ち
い
ち
ゃ
ん
は
四
場
面
の

ど
こ
か
ら
死
ん
で
し
ま
っ
た
の

「ちいちゃんのかげ
おくり」
４場面は、中心人物に大きな変化
が起きる場面である。ここを２つ
に分ける作業を入れることで、子
供は本文を読み込むようになる。

3年説明 ちいちゃんは４場面の最初は
生きています。

発問 それでは４場面のどこから死
んでしまったのですか。

指示 ここから死んでしまったとい
うところに線を引きます。

埼玉県さいたま市立宮原小学校

竹
たけ

岡
おか

正
まさ

和
かず

光村図書・３年下・P11-28

Japanese
国語
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子
供
た
ち
は
、
次
々
と
意
見
を
出

す
。
そ
の
一
つ
一
つ
を
認
め
る
。

　
教
師
は
こ
の
と
き
、
直
接
比
較
、

間
接
比
較
、
任
意
単
位
に
よ
る
測
定
、

普
遍
単
位
（
客
観
単
位
）
に
よ
る
測

定
、
こ
の
四
つ
を
知
っ
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
知
ら
な
け
れ
ば
、

子
供
の
意
見
に
驚
き
、
褒
め
、
価
値

付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
後
、

教
科
書
の
よ
う
に
、
一
円
玉
何
枚
分

か
を
実
演
す
る
。
こ
こ
は
、
教
師
が

実
演
す
る
。
子
供
に
さ
せ
る
と
混
乱

す
る
。
子
供
の
三
角
定
規
、
鉛
筆
は
、

そ
れ
ぞ
れ
重
さ
が
違
う
か
ら
で
あ
る
。

「
三
角
定
規
。
一
円
玉
七
個
分
。
こ

れ
を
別
の
言
い
方
で
言
え
な
い
で

し
ょ
う
か
？
」

「
す
ご
い
！
　
一
グ
ラ
ム
と
言
う
ん

だ
ね
。
賢
い
な
ぁ
！
」

「
で
は
言
い
直
そ
う
。
三
角
定
規
。

一
グ
ラ
ム
の
七
個
分
。
だ
か
ら
七
グ

ラ
ム
」

　
こ
の
よ
う
に
、
一
グ
ラ
ム
が
○
個

分
を
繰
り
返
し
言
わ
せ
、
書
か
せ
る
。

　
教
師
が
問
題
文
を
ゆ
っ
く
り
読
む
。

「
ど
ち
ら
が
重
い
か
な
？
」

「
女
の
子
が
三
角
定
規
と
鉛
筆
、
ど

ち
ら
が
重
た
い
か
、
手
に
置
い
て
、

調
べ
て
い
ま
す
ね
」

「
先
生
も
や
っ
て
み
る
よ
」

　
右
手
に
三
角
定
規
。
左
手
に
鉛
筆
。

真
剣
な
顔
を
す
る
。

「
あ
の
ね
。
こ
れ
は
三
角
定
規
が
重

た
い
ね
。
何
と
な
く
そ
ん
な
気
が
す

る
」

「
じ
ゃ
ぁ
、
三
角
定
規
が
重
た
い
で

い
い
で
す
ね
！
」

　
子
供
た
ち
が
、
大
声
を
出
す
。

「
ダ
メ
！
！
！
　
何
と
な
く
じ
ゃ
ダ

メ
！
」

「
ダ
メ
か
ぁ
。
じ
ゃ
あ
、
鉛
筆
に
し

よ
う
！
」

「
そ
れ
も
ダ
メ
！
」

「
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
、
ど
ち

ら
が
重
た
い
の
か
、
分
か
る
の

だ
ろ
う
。
お
隣
と
色
々
考
え
て

ご
ら
ん
な
さ
い
」

山口県下関市立清末小学校

林
はやし

健
たけ

広
ひろ

重さの比較
教師は、①直接比較②間接比較
③任意単位による測定④普遍単
位（客観単位）による測定、こ
の４つを知っておかなければな
らない。

啓林館・３年上・P117

3年
Mathematics
算数「あのね。これは三角定規が重たいね。

何となくそんな気がする」
「じゃあ、三角定規が重たいでいいで
すね！」

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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黒
板
に
書
き
な
さ
い
。

　
①
か
ら
順
番
に
書
か
せ
る
。
⑩
ま

で
埋
ま
っ
た
ら
全
員
の
手
を
置
か
せ
、

漢
字
を
読
ま
せ
て
い
く
。

指
示
３  

黒
板
の
漢
字
を
使
っ
て
、

文
を
作
り
な
さ
い
。
た
だ
し
、
必

ず
お
隣
さ
ん
の
名
前
も
入
れ
な

さ
い
。

　
次
の
よ
う
な
文
が
並
ぶ
だ
ろ
う
。

①
照　
翔
君
が
ラ
イ
ト
を
照
ら
し
た
。

②
然　
天
然
キ
ャ
ラ
の
茜
ち
ゃ
ん
。

③
点　
百
点
を
取
る
夢
を
見
た
明
君
。

　
名
前
を
入
れ
る
だ
け
で
、
文
が
生

き
生
き
し
て
く
る
。
時
に
は
爆
笑
も

起
き
る
。
言
葉
の
意
味
も
イ
メ
ー
ジ

し
や
す
く
な
る
の
で
オ
ス
ス
メ
だ
。

指
示
４  

い
い
な
と
思
っ
た
文
を
三

つ
選
ん
で
、
ノ
ー
ト
に
写
し
な
さ

い
。

　
国
語
が
苦
手
な
子
供
た
ち
も
、
写

し
な
が
ら
学
ん
で
い
く
。

　
こ
の
よ
う
な
方
法
を
教
え
る
と
、

自
学
に
生
か
す
子
も
出
て
く
る
。

　
上
の
写
真
の
ノ
ー
ト
は
、
そ
の
一

例
で
あ
る
。

　
東
京
書
籍
の
教
科
書
に
は
、
各
単

元
末
に
「
言
葉
」「
漢
字
」
の
欄
が

あ
る
。
こ
こ
を
使
う
と
、
短
時
間
で

楽
し
く
文
作
り
の
授
業
が
で
き
る
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
四
つ
だ
。

①
　
た
く
さ
ん
書
か
せ
る
。

②
　
文
の
中
に
自
分
や
友
達
の

名
前
を
入
れ
る
。

③
　
早
く
書
け
た
子
に
は
黒
板

に
書
か
せ
て
い
く
。

④
　
友
達
の
書
い
た
も
の
を

ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る
。

　
向
山
洋
一
氏
の
言
語
指
導
の
授
業

か
ら
抽
出
し
た
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
の
「
漢
字
」
な
ら
次

の
よ
う
に
授
業
す
る
。

指
示
１  

「
れ
っ
か
」
の
付
く
漢
字

を
五
個
書
き
な
さ
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
教
科
書
に
あ
る
三
個

を
写
し
て
も
か
ま
わ
な
い
。

　
教
師
は
指
示
を
出
し
た
後
、
黒
板

に
①
か
ら
⑩
の
番
号
を
書
い
て
お
く
。

指
示
２  
五
個
書
け
た
人
は
、
一
個

短時間で楽しく
文作りの授業をしよう
単元末にある「漢字」や「言葉」
の欄を使って、子供たちの語彙
力を高める。

4年指示１ 「れっか」の付く漢字を５個
書きなさい。

指示２ ５個書けた人は、１個黒板
に書きなさい。

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

政
まさ

男
お

東京書籍・４年下・P29

Japanese
国語

※教科書より引用（図版は太田が作成）。
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で
扱
っ
て
い
る
の
で
、
比
較
的
簡
単

に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

発
問
３  1300

は1000

と2000

ど
ち
ら
に
近
い
で
す
か
。

　

簡
単
な
数
直
線
が
あ
る
と
よ
い
。

続
け
て
、1800

、1950

を
扱
う
。
さ

ら
に
、1963

、1980

、1992

も
問
う
。

す
べ
て2000

に
近
く
な
る
。

発
問
４  （
千
百
十
一
の
位
の
下
に

〇
△
×
と
書
き
）
ど
こ
を
見
る
と
、

2000

に
近
い
と
分
か
り
ま
す
か
。

　

す
べ
て
９
の
〇
と
確
認
す
る
。

指
示
２  1980

は2000

に
近
い
の

で
、「
お
よ
そ2000

」
と
言
い

ま
す
。
お
よ
そ2000

、
言
っ
て

ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

同
様
に
「
約2000

」
も
扱
う
。

指
示
３  

こ
の
よ
う
な
お
よ
そ
の
数

の
こ
と
を
が
い
数
と
言
い
ま
す
。

言
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

1369

も
同
じ
よ
う
に
行
う
。

　

こ
こ
ま
で
で
教
科
書
四
ペ
ー
ジ
分

の
内
容
を
扱
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ

の
後
、
教
科
書
に
進
む
。

①　

２
、
３
、
４
と
板
書
す
る
（
コ

ン
テ
ン
ツ
は
デ
ジ
タ
ル
Ｔ
Ｌ
に
有
）。

発
問
１  

ま
ん
中
の
数
は
い
く

つ
で
す
か
。

　

子
供
は
「
３
」
と
す
ぐ
に
答
え
る
。

続
け
て
以
下
の
問
題
も
同
様
に
行
う
。

②　

５
、
６
、
７

③　

４
、
５
、
６
、
７
、
８

④　

８
、
９
、
10
、
11
、
12

⑤　

10
、
20
、
30
、
40
、
50

発
問
２  

10
か
ら
20
ま
で
の
ま

ん
中
の
数
は
い
く
つ
で
す
か
。

指
示
１  

先
生
が
一
目
で
「
分
か
っ

た
」
と
思
え
る
よ
う
に
書
き
な
さ

い
。
答
え
だ
け
は
一
〇
〇
点
中
二

〇
点
で
す
。

　

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
、
で
き
た
ら

持
っ
て
こ
さ
せ
、
個
別
評
定
す
る
。

分
か
り
や
す
い
答
え
は
板
書
さ
せ
る
。

　

続
け
て
「100

〜200

ま
で
の
ま

ん
中
の
数
」、「1000

〜2000

ま
で

の
ま
ん
中
の
数
」
を
問
う
。
発
問
２

北海道石狩市立花川小学校

赤
あか

塚
つか

邦
くに

彦
ひこ

易しい問題で原理を扱
うことで、教科書の内
容を教えてしまう
「真ん中はいくつ？」「どちらに近 い？」と簡単な問い
と組み立てで教科書の内容をすべてクリアする授
業展開（『新・向山洋一実物資料集第５巻』の追試）。

東京書籍・４年上・Ｐ120-123

4年
Mathematics
算数発問１ まん中の数はいくつですか。

発問２ 10から20までのまん中の数
はいくつですか。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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指
示  

意
見
を
発
表
し
ま
す
。

　

考
え
を
書
き
終
わ
っ
た
子
供
か
ら

発
表
さ
せ
る
。
入
力
で
き
て
い
な
い

子
は
、
友
達
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

自
分
の
意
見
を
ま
と
め
さ
せ
る
。

指
示  

「
秋
と
言
え
ば
」
作
文
を
書

き
ま
す
。「
ま
ず
」「
そ
し
て
」「
さ

ら
に
」
を
使
っ
て
書
き
ま
す
。

　

書
き
終
え
た
後
は
、
互
い
に
作
品

を
交
流
し
、
感
想
を
伝
え
合
わ
せ
た
。

　

子
供
の
作
文
を
紹
介
す
る
。

　

秋
と
言
え
ば
、
ま
ず
紅
葉
が

き
れ
い
だ
。
真
っ
赤
に
そ
ま
っ

た
じ
ゅ
う
た
ん
を
な
が
め
る
の

も
よ
い
。
そ
し
て
、
さ
ん
ま
も

お
い
し
い
。
さ
ん
ま
を
焼
い
て

い
る
に
お
い
を
か
ぐ
だ
け
で
、

食
欲
が
わ
く
。
さ
ら
に
、
朝
の

透
き
通
っ
た
空
気
も
よ
い
。
秋

の
お
と
ず
れ
を
感
じ
る
。

【
参
考
】
篠
崎
一
徳
氏
、
吉
田
知
寛

氏
実
践

「
秋
の
夕
暮
れ
」
で
は
、
秋
ら
し
い

も
の
や
様
子
を
、
文
章
に
書
き
表
す
。

ま
ず
、「
枕
草
子
」
に
つ
づ
ら
れ
て

い
る
、
秋
の
風
景
の
分
析
を
さ
せ
た
。

指
示  

先
生
の
後
に
続
い
て
読
み
ま

す
。

　

追
い
読
み
、
交
代
読
み
を
さ
せ
、
す

ら
す
ら
音
読
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
。

発
問  

何
が
良
い
と
書
い
て
あ
り
ま

す
か
。
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

教
科
書
の
現
代
語
訳
を
参
考
に
、

見
付
け
さ
せ
る
。

①　

鳥
が
飛
ぶ
様
子

②　

雁か
り

が
飛
ぶ
様
子

③　

風
の
音
や
虫
の
音

発
問  

作
者
が
一
番
よ
い
と
思
っ
て

い
る
の
は
何
番
で
す
か
。

Jam
board

に
入
力
さ
せ
る
。

指
示  

理
由
を
書
き
な
さ
い
。

　

同
じ
くJam

board

に
入
力
さ
せ

る
。

「秋の夕暮れ」
 「枕草子」につづられている秋
の風景の分析から、「秋」をテー
マにした作文を書かせる。

5年発問 作者が一番よいと思っている
のは何番ですか。

埼玉県草加市立小山小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

光村図書・５年・P126-P127

Japanese
国語
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③
の
図
の
よ
う
に
な
る
。

８
12
を
、
８
と
12
の
最
大
公
約
数

の
４
で
約
分
す
る
と
、
最
も
小
さ
な

数
の
分
数
に
な
る
。

指
示  

答
え
を
書
き
な
さ
い
。

　

答
え
は
２
３
に
な
る
。

『
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』
二
〇
二
二

年
九
月
号
で
、
公
倍
数
・
公
約
数
の

求
め
方
を
掲
載
し
た
。
約
分
・
通
分

も
、
求
め
方
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
の
方
法
で
指
導
し
た
学
年
。
学

級
全
体
の
単
元
テ
ス
ト
の
平
均
点
は

九
五
点
で
あ
っ
た
。

８
12
を
約
分
す
る
問
題
。
ま
ず
、

次
の
指
示
を
出
す
。

指
示
８
と
12
の
最
大
公
約
数

を
求
め
ま
す
。
縦
２
㎝
、
横

10
㎝
で
表
を
書
き
な
さ
い
。

一
番
左
に
８
、12
と
書
き
ま
す
。

　

最
大
公
約
数
を
求
め
さ
せ
る
。

指
示  

８
の
約
数
を
全
て
書
き

ま
す
。
12
を
割
り
切
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
に
〇
を
付
け

ま
す
。
割
り
切
れ
な
い
も
の

に
×
を
付
け
ま
す
。

　

①
の
図
の
よ
う
に
な
る
。

指
示  

最
大
公
約
数
に
〇
を
付

け
ま
す
。

　

②
の
図
の
よ
う
に
な
る
。

　

今
の
場
合
、
最
大
公
約
数
は
４
で

あ
る
。

指
示
「
÷
４
」「
÷
４
」
と
書

き
込
み
ま
す
。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

陽
あきら

約分の手順を見える化する
「分数のたし算とひき算」は、
５年生２学期算数の最難関単元
である。約分の手順を見える化
することが有効である。

東京書籍・５年下・Ｐ10-12

5年
Mathematics
算数指示１ 最大公約数に○を付けます。

指示２ 「÷□」「÷□」と書き込み
ます。

　答えを書きなさい。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問



38

文
章
を
作
り
ま
す
。（
今
日
の
給

食
は
い
と
め
で
た
し
。）

説
明
４  

現
代
の
子
が
言
い
ま
し
た
。

「
今
日
、
先
生
の
授
業
、
す
さ
ま

じ
か
っ
た
よ
ね
。」
千
年
前
の
女

性
が
驚
い
て
い
ま
す
。

発
問
４  

「
す
さ
ま
じ
」
に
は
昔
、

ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。（
不
調
和
で
、
お

も
し
ろ
く
な
い
。）

説
明
５  

千
年
前
の
子
が
言
い
ま
し

た
。「
今
日
の
先
生
の
お
顔
、
い

と
あ
わ
れ
で
し
た
こ
と
。」
現
代

の
子
が
驚
き
ま
し
た
。

発
問
５  

「
あ
わ
れ
」
に
は
昔
、
ど

の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。（
喜
び
、
楽
し
み
、

悲
し
み
な
ど
を
感
じ
、
し
み
じ
み

と
感
動
す
る
。）

指
示
３  「
め
で
た
し
」「
す
さ
ま
じ
」

「
あ
わ
れ
」
を
使
っ

て
、
文
章
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

説
明
１  

「
十
代
が
ふ
だ
ん
使
っ
て

い
る
流
行
語
」
ベ
ス
ト
３
で
す
。

　

三
位
：「
陰
キ
ャ
・
陽
キ
ャ
」、
二

位
：「
詰
ん
だ
」、
一
位
：「
そ
れ

な
ー
」
こ
れ
ら
は
二
〇
二
〇
年
代

の
言
葉
で
す
（
L
I
N
E
リ
サ
ー

チ
調
べ　

二
〇
二
〇
年
）。

発
問
１  

「
写
真
機
」
と
は
ど
の
よ

う
な
意
味
で
し
ょ
う
か
？
（
カ
メ

ラ
）

発
問
２  

「
帳
面
」
と
は
ど
う
い
う

意
味
で
し
ょ
う
か
？
（
ノ
ー
ト
）

発
問
３  

マ
フ
ラ
ー
は
、
昔
、
何
と

呼
ば
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。（
え

り
ま
き
）

説
明
２  

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
時
代

で
あ
っ
て
も
、
世
代
に
よ
っ
て
異

な
る
言
葉
を
使
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

説
明
３  

今
か
ら
千
年
前
。「
す
ば

ら
し
い
」
の
よ
う
に
何
か
を
褒
め

た
く
な
る
気
持
ち
を
、「
め
で
た

し
」
と
い
う
言
葉
で
表
し
て
い
ま

し
た
。

指
示
１  
「
め
で
た
し
」
を
使
っ
て

現代から過去へと遡り、
言葉の変化を楽しむ
教科書は千年前の言葉から始ま
る。そこを敢えて、現代使われ
ている言葉を導入にした。現代
との違いに気付かせるためだ。

6年発問４ 「今日、先生の授業、すさま
じかったよね。」

　　「すさまじ」には昔、どのような
意味があったのでしょうか。

東京都港区立赤羽小学校

利
とし

田
だ

勇
ゆう

樹
き

光村図書・６年・P128-129

Japanese
国語
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り
そ
の
ま
ま
ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る
。

　

こ
れ
で
書
き
方
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

が
完
成
だ
。
練
習
問
題
も
同
じ

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
書
か
せ
て
い
く
と

子
供
た
ち
の
「
見
通
し
」
に
な
る
。

　

練
習
問
題
ま
で
は
テ
ン
ポ
よ
く
進

め
、
授
業
の
後
半
部
分
は
「
身
の
回

り
の
も
の
」
の
面
積
を
求
め
る
経
験

を
た
く
さ
ん
さ
せ
た
い
。

　

た
だ
し
、
最
初
の
段
階
で
は
何
ら

か
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
だ
。

①　

教
師
が
指
定
し
た
五
つ
の

物
の
中
か
ら
一
つ
を
選
ん
で

面
積
を
考
え
さ
せ
る
。

②　

同
じ
も
の
を
選
ん
だ
子
た

ち
の
ノ
ー
ト
を
見
合
う
機
会

を
つ
く
る
（
ズ
レ
が
あ
れ
ば

自
然
と
検
討
が
始
ま
る
）。

　

何
問
か
検
討
し
合
う
経
験
を
さ
せ

た
後
な
ら
ば
、
自
由
に
調
べ
さ
せ
て

も
安
定
し
た
活
動
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

指
導
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
で
あ
る
。

①　

お
よ
そ
ど
ん
な
形
と
み
ら

れ
る
か
を
言
わ
せ
る

②　

面
積
の
公
式
を
使
わ
せ
る

　

こ
れ
ま
で
習
っ
た
こ
と
を
「
活
用

さ
せ
る
」
単
元
だ
と
言
え
る
。
計
算

は
計
算
機
に
任
せ
、
数
多
く
の
問
題

に
触
れ
て
い
く
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
は
例
題
で
あ
る
。

発
問
１  

「
①
東
京
ド
ー
ム
を
真
上

か
ら
見
る
と
お
よ
そ
ど
ん
な
形

と
み
ら
れ
ま
す
か
。」
○
○
君
。

「
正
方
形
で
す
！
」

指
示
１  

正
方
形
で
す
ね
。「
②
東

京
ド
ー
ム
を
正
方
形
と
み
て
お
よ

そ
の
面
積
を
求
め
ま
し
ょ
う
。」

は
い
教
科
書
に
式
を
書
き
な
さ
い
。

「
式
は
ど
う
な
り
ま
す
か
、△
△
君
」

「
２
２
０
×
２
２
０
で
す
」

「
２
２
０
×
２
２
０
で
す
ね
。
計
算

す
る
と
４
８
４
０
０
㎡
に
な
り
ま

す
」

　

答
え
も
板
書
し
、
そ
れ
を
そ
っ
く

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

政
まさ

男
お

およその面積と体積
を求めよう
書き方のフォーマットを教え、
計算機も使わせることで活用の
時間を十分確保しよう。

東京書籍・６年・P128-129

6年
Mathematics
算数発問 およそどんな形とみられます

か。
指示 式を書きなさい。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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ど
の
教
科
書
に
も
、
火
事
の
学
習

の
最
初
に
、
大
き
い
サ
イ
ズ
の
火
事

の
資
料
が
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

資
料
を
見
て
、
分
か
っ
た
こ

と
・
気
付
い
た
こ
と
・
思
っ
た

こ
と
を
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ

ん
ノ
ー
ト
に
箇
条
書
き
し
な
さ

い
。

　

こ
の
指
示
で
、
子
供
は
様
々
な
発

見
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ひ
と
通
り
発
表
さ
せ
た
後
、
子
供

が
見
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
視
点
か
ら

問
い
を
出
し
て
い
く
。

今
回
は
教
育
出
版
三
年
社
会
「
火

事
か
ら
ま
ち
を
守
る
」
の
資
料
か
ら

出
題
し
た
。

何
台
の
「
働
く
自
動
車
」
が

あ
り
ま
す
か
。

働
く
自
動
車
に
丸
を
付
け
て
い
く
。

初
め
は
消
防
車
に
し
か
目
が
い
か
な

い
が
、
子
供
か
ら
自
然
に
「
救
急
車

も
働
い
て
い
る
」「
パ
ト
カ
ー
も
あ

る
」
と
声
が
出
る
。

こ
こ
で
、
イ
ラ
ス
ト
の
端
に
「
○

○
ガ
ス
」
と
書
か
れ
た
車
両
に
注
目

す
る
子
が
出
て
く
る
。

ガ
ス
会
社
は
火
事
の
た
め
に

働
い
て
い
ま
す
か
。

子
供
は
引
火
の
可
能
性
に
す
ぐ
に

気
付
く
。
警
察
の
封
鎖
の
内
側
に
停

め
て
あ
る
こ
と
に
も
気
付
く
だ
ろ
う
。

ガ
ス
会
社
も
、
当
然
、
火
事
の
た

め
に
働
い
て
い
る
。

何
色
の
制
服
を
着
て
い
る
人

が
い
ま
す
か
。

こ
の
発
問
は
向
山
洋
一
氏
の
追
試

で
あ
る
。

イ
ラ
ス
ト
の
中
の
制
服
を
着
て
い

る
人
を
丸
で
囲
ま
せ
る
。
そ
し
て
、

ど
ん
な
「
働
く
人
」
か
確
認
し
て
い

く
。

Ａ　

消
防
士

Ｂ　

救
急
隊

Ｃ　

警
察
官

Ｄ　

レ
ス
キ
ュ
ー
隊

こ
の
四
つ
は
す
ぐ
に
確
認
で
き
る
。

し
か
し
、
他
に
も
制
服
を
着
て
い
る

人
が
い
る
こ
と
に
気
付
く
子
が
出
て

く
る
。

「
水
色
の
制
服
（
つ
な
ぎ
）
と
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
る
」「
電
線

で
何
か
の
作
業
を
し
て
い
る
」

こ
れ
は
、
電
力
会
社
が
電
線
を
い

じ
っ
て
い
る
。

電
力
会
社
は
火
事
の
た
め
に

働
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
発
問
は
意
見
が
割
れ
る
。
子

供
は
火
事
と
電
気
の
関
係
性
に
気
付

か
な
い
。
警
察
の
封
鎖
の
外
側
に
車

両
が
停
め
て
あ
る
こ
と
か
ら
も
「
働

い
て
い
な
い
」
と
す
る
子
が
出
て
く

る
だ
ろ
う
。

実
は
、
消
火
の
際
、
消
防
士
が
大

量
の
水
を
か
け
る
の
だ
が
、
そ
の
と

き
、
地
域
一
帯
の
電
気
を
止
め
な
い

と
消
防
士
が
感
電
し
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。

正
解
は
「
働
い
て
い
る
」
で
あ
る
。

社会

火事のイラストか
ら、知的な問題を
作る
３年「火事からまちを守る」
火事の現場のイラストから
「分かったこと・気付いた
こと・思ったこと」を箇条
書きする。

神奈川県横浜市立秋葉小学校

小
お

川
がわ

幸
こう

一
いち

教育出版・３年・Ｐ92-93

基礎・基本

social studies
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「
で
も
、
救
急
隊
は
け
が
人
を
外
に

は
出
せ
ま
せ
ん
。
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
が

先
で
す
」

話
し
合
い
の
中
、
警
察
に
注
目
す

る
子
も
出
て
く
る
。

「
そ
も
そ
も
警
察
官
は
一
一
〇
番

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
火
事
の
時
は
一

一
九
番
だ
と
思
い
ま
す
。
警
察
が
い

る
の
は
変
で
す
」

謎
が
謎
を
呼
び
、
新
し
い
学
習
問

題
が
で
き
て
い
く
。

最
後
は
「
ど
う
や
っ
て
解
決
し
ま

す
か
」「
消
防
署
に
行
っ
て
聞
い
て

み
よ
う
！
」
と
見
学
に
つ
な
げ
た
。

こ
の
よ
う
に
、

①　

自
分
の
考
え
を
ノ
ー
ト
に

書
く
。

②　

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、

意
見
を
ま
と
め
る
。

③　

整
理
し
た
後
、
学
級
全
体

で
討
論
す
る
。

三
つ
の
段
階
を
踏
む
こ
と
で
対
話

的
な
授
業
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
グ
ル
ー
プ

が
、
火
事
の
印
象
か
ら
、「
消
防
士

が
最
初
に
働
き
始
め
た
」
と
書
い
た
。

こ
こ
で
、
新
し
い
視
点
を
出
す
。

救
急
隊
が
け
が
人
を
運
ん
で

い
ま
す
ね
。

と
こ
ろ
で
み
な
さ
ん
。
け
が

人
が
建
物
に
い
る
間
、
消
火
の

た
め
に
大
量
の
水
を
か
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。

子
供
た
ち
は
は
っ
と
気
付
く
。

「
考
え
直
し
た
い
グ
ル
ー
プ
は
直
し

て
い
い
で
す
よ
」
と
言
う
と
、
修
正

す
る
グ
ル
ー
プ
も
出
て
く
る
。

そ
の
上
で
、

ど
の
グ
ル
ー
プ
が
一
番
正
し

そ
う
で
す
か
。

と
発
問
す
る
と
、
活
発
な
討
論
が
起

き
る
。

「
け
が
人
を
外
に
出
し
て
か
ら
水
を

か
け
る
の
で
、
救
急
隊
が
先
で
す
」

火
事
の
現
場
の
イ
ラ
ス
ト
か
ら
対

話
を
生
み
出
す
問
い
を
作
る
。

火
事
の
た
め
に
働
く
人
た
ち
を
黒

板
に
書
く
。

Ａ　

消
防
士

Ｂ　

救
急
隊

Ｃ　

警
察
官

Ｄ　

レ
ス
キ
ュ
ー
隊

ど
の
順
番
に
、
現
場
で
働
き

始
め
ま
し
た
か
。

〇
↓
〇
↓
〇
↓
〇
の
形
で

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

ま
ず
、
自
分
の
考
え
を
ノ
ー
ト
に

書
か
せ
る
。

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
で
相
談
し
、

百
円
均
一
で
売
っ
て
い
る
ミ
ニ
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
に
ま
と
め
さ
せ
た
。

で
き
た
グ
ル
ー
プ
か
ら
黒
板
に
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
貼
ら
せ
て
い
く
。

時
間
差
が
生
ま
れ
る
の
で
、
待
っ

て
い
る
子
た
ち
に
「
他
の
グ
ル
ー
プ

へ
の
反
対
意
見
を
ノ
ー
ト
に
書
い
て

お
き
な
さ
い
」
と
指
示
を
出
し
て
お

く
。
す
る
と
、
早
く
終
わ
っ
た
子
の

時
間
調
整
に
な
る
。

す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
が
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
を
貼
り
終
わ
っ
た
ら
、
全
員

で
確
認
す
る
。

社会
social studies

単元につながって
いく学習問題を作
る
３年「火事からまちを守る」
「順番を考える問い」でグ
ループ・学級全体で話し合
い、対話的な授業を作る。

神奈川県横浜市立秋葉小学校

小
お

川
がわ

幸
こう

一
いち

教育出版・３年・Ｐ92-93

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び
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多
様
な
意
見
が
出
る
。

　

あ
る
程
度
意
見
を
出
さ
せ
た
あ
と
、

「
二
番
目
に
よ
く
な
い
人
」
を
問
う
。

　

二
番
目
を
問
う
と
、
傍
観
者
に
対

す
る
意
見
が
出
る
こ
と
が
多
い
。
ぜ

ひ
と
も
扱
い
た
い
内
容
で
あ
る
。

④
　
や
す
こ
の
行
動
を
問
う

発
問
３  

や
す
こ
は
、
こ
の
発
信
の

あ
と
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

◇
「
そ
れ
は
よ
く
な
い
よ
」
と
ト
ー

ク
に
発
信
す
る
。

◇
お
う
ち
の
人（
先
生
）に
相
談
す
る
。

◇
学
校
で
会
っ
た
と
き
に
、
直
接
ゆ

う
か
や
さ
く
ら
に
「
あ
れ
は
、
よ

く
な
い
」
と
伝
え
る
。

　

行
動
を
問
う
こ
と
で
、「
ネ
ッ
ト

い
じ
め
を
防
ぐ
ス
キ
ル
」
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
授

業
を
集
め
た
『
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

時
代
の
「
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
」
授

業
プ
ラ
ン
』（
学
芸
み
ら
い
社
）
が

刊
行
さ
れ
た
。
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

②
　
基
本
事
項
を
確
認
す
る

　

登
場
人
物
や
場
面
設
定
を
、
手
短

か
に
確
認
す
る
。

発
問
１  

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
っ
た
の
は
、
何
が
よ
く
な
か
っ

た
か
ら
で
す
か
。

◇
さ
く
ら
が
「
返
事
が
お
そ
い
と
い

ら
い
ら
す
る
」
と
言
っ
た
こ
と
。

◇
ゆ
う
か
が
三
人
の
グ
ル
ー
プ
ト
ー

ク
で
最
初
に
発
信
し
た
こ
と
。

◇
三
人
の
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
い
る

こ
と
。

③
　「
順
位
」
を
問
う

発
問
２  

一
番
よ
く
な
い
こ
と
を
し

た
と
思
う
の
は
誰
で
す
か
。

◇
さ
く
ら
さ
ん
。「
返
事
が
お
そ
い

と
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」
と
悪
口
を

言
っ
て
い
る
か
ら
。

◇
ゆ
う
か
さ
ん
。「
み
き
が
い
な
い

方
が
楽
し
い
」
と
仲
間
外
れ
に
す

る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
か
ら
。

◇
や
す
こ
さ
ん
。
悪
口
が
始
ま
っ
た

と
き
に
、「
た
し
か
に
そ
う
ね
」

と
悪
口
を
止
め
な
か
っ
た
か
ら
。

　

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を
使
っ
た

「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
が
、
年
々
増
え

て
い
る
。
一
人
一
台
端
末
を
持
っ
た

今
、
安
全
な
使
い
方
を
学
ば
な
け
れ

ば
、「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
が
さ
ら
に

増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
ネ
ッ
ト
い
じ

め
」
が
な
ぜ
起
こ

り
、
防
ぐ
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
ス

キ
ル
が
必
要
か
、

１
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
を
防
ぐ

ス
キ
ル
を
身
に
付
け
よ
！

子
供
た
ち
に
教
え
る
必
要
が
あ
る
。

〈
あ
ら
す
じ
〉
ス
マ
ホ
を
買
っ
て
も

ら
っ
た
や
す
こ
は
、
さ
く
ら
、
ゆ
う

か
、
み
き
と
四
人
の
グ
ル
ー
プ
ト
ー

ク
を
始
め
る
。
あ
る
日
や
す
こ
は
、

さ
く
ら
と
ゆ
う
か
と
三
人
の
別
の
グ

ル
ー
プ
に
招
待
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、

み
き
の
悪
口
が
次
々
に
発
信
さ
れ
、

や
す
こ
は
困
っ
て
し
ま
う
。

①
　
教
材
を
読
み
聞
か
せ
る

　

グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
の
部
分
は
そ
れ

ぞ
れ
小
さ
な
声
で
読
ま
せ
る
。

２
「
グ
ル
ー
プ
外
し
」（
ネ
ッ
ト

い
じ
め
）を
こ
う
授
業
す
る

「デジタル・シティ
ズンシップ」の
授業づくり②
「ネットいじめ」を防ぐスキ
ルを子供が知らなければ、
ネットいじめは蔓延する。
まず、「ネットいじめ」の授
業をしよう！

6年道徳

兵庫県洲本市立安乎小学校

堀
ほり

田
た

和
かず

秀
ひで

光文書院・６年
Ｐ78-79

「グループ外し」
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　学習指導要領対応　道徳・英語・オンラインの授業実践

１　ゴールを動物クイズにする
　難単元の１つである。動物を取り上げ、す
んでいる場所と食べるものをポスターで紹介
することが単元のゴールである。しかし、子
供の意欲が高まるアクティビティとは言い難
い。また表現にも問題がある。

A	: Where do sea turtles live?
B	 : Sea turtles live in the sea.
A	: What do sea turtles eat?
B	 : Sea turtles eat jellyfish.

　非常にリズムが取りにくく教えにくい。し
かも現実に使うことが考えにくい表現である。
　そこで単元のゴールを動物クイズとした。
動物を一つ選び、その動物になってやりとり
する。その動物を相手が当てる。
２　質問に答える形でヒントを出させる
　ヒントを得るために解答者に質問をさせる。
例えば、ウミガメならば以下のようになる。

解答者 : Where do you live?
出題者 : I live in the sea.
解答者 : What do you eat?
出題者 : I eat jellyfish.

　相手がその動物になっているから、質問文
の主語は二人称、答えの文は一人称になり、
表現が簡単になる。しかもWhere do you 
live?　はUnit2で既習である。　　
３　既習表現を使った工夫
　この２つだけでは当てるのは難しい。下の
ようなメモのシートを配り、さらにヒントを
考えさせた。

　例えば以下のような表現が考えられる。

・泳げる（I can swim.）
・しっぽがある （I have a tail.）
・黒い（I’m black.）

　クイズに答える子供は、“One more hint, 
please.”と言うようにしてもよいし、

・What can you do?”
・What color?”
・Do you have a tail?”

などと尋ねてもよい。
「言いたいことが英語で言
えなければ、別の表現にで
きないか考えてごらん」
　右上の図を示してこう話した。ネズミのヒ
ントで“My treasure is ゴミ箱.”と、Unit2
の既習表現を活用した男の子がいた。クイズ
の工夫が子供の個性を発揮させるのである。

ゴールを工夫して
難単元を楽しく 
指導する―Unit5

“We all live on 
the Earth.”
動物クイズは子供の意欲を高
め、既習ダイアログを工夫で
きるアクティビティである。

滋賀県野洲市立中主小学校

若
わか

井
い

 貴
たか

裕
ひろ

東京書籍・P42-49

6年英語
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オンラインでの
あたたかな表情、
対応
「先生は私のことを見てく
れている」という状況を作
り出す。安心感と緊張感
は、教師のオンライン授業
スキルに左右される。熱
中する授業には、安心感と
緊張感が欠かせない。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

も
以
上
に
怖

く
見
え
る
。

逆
に
笑
顔
で

い
れ
ば
、
い

つ
も
以
上
に

効
果
も
大
き

い
。

自
分
が
今
、
笑
顔
な
の
か
ど
う
か

を
確
認
し
な
が
ら
授
業
を
す
す
め
る
。

　
配
信
画
面
を
見
て
、
自
分
の
表
情

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
と
り
わ
け
、
マ

シ
ン
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
と
焦
っ
て

笑
顔
で
は
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
ん
な
時
も
笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
対

処
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

声
、
よ
く
聞
こ
え
て
い
る
よ
」「
花

子
ち
ゃ
ん
、
と
っ
て
も
上
手
に
空
書

き
し
て
い
る
ね
。
よ
く
見
え
て
い
る

よ
」
な
ど
の
声
か
け
を
す
る
と
、
子

供
た
ち
が
安
心
し
て
授
業
に
参
加
で

き
る
。

③　

一
人
一
人
の
活
動
に
目
を
配

り
、
様
々
に
褒
め
た
り
励
ま
し

た
り
し
て
い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
「
や
ら

せ
っ
ぱ
な
し
」
に
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

作
業
指
示
を
出
し
た
後
に
は
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ビ
ュ
ー
を
確
認
す
る
。

画
面
に
子
供
た
ち
が
映
っ
て
い
る
の

で
普
段
の
授
業
よ
り
確
認
し
や
す
い
。

短
く
確
認
し
て
、
短
く
褒
め
る
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
「
名
前
を
呼
ぶ
」
こ

と
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
場
合
、

名
前
を
呼
ぶ
こ
と
の
効
果
が
ふ
だ
ん

の
授
業
よ
り
も
大
き
い
。

②　

子
供
た
ち
が
安
心
し
て
参
加

で
き
る
よ
う
指
名
・
発
表
等
を

工
夫
し
て
い
る
。「

先
生
は
私
の

こ
と
を
見
て
く

れ
て
い
る
」
と

い
う
場
面
を
作

り
出
す
こ
と
が

安
心
感
へ
と
つ

な
が
る
。
写
真

はzoom

の
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ビ
ュ
ー
」

と
い
う
画
面
だ
。
例
え
ば
、
先
生
が

今
見
て
い
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ビ
ュ
ー
を
、

子
供
た
ち
に
も
見
せ
る
。
こ
う
す
る

こ
と
で
、
子
供
た
ち
に
安
心
感
と
緊

張
感
を
も
た
せ
ら
れ
る
。

「
先
生
の
画
面
で
、
太
郎
く
ん
の
下

に
い
る
花
子
ち
ゃ
ん
」
の
よ
う
な
指

名
・
発
表
が
で
き
る
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ビ
ュ
ー
の
画
面
を
見

せ
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
だ

ろ
う
。
そ
ん
な
時
は
「
太
郎
く
ん
の

　
今
回
は
「
３　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

あ
た
た
か
な
表
情
、対
応
」
に
つ
い
て
。

①　

最
初
か
ら
最
後
ま
で
に
こ
や

か
な
笑
顔
で
授
業
し
て
い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
の
「
教
師
の

笑
顔
」。
子
供
た
ち
に
安
心
感
を
与

え
る
意
味
で
も
極
め
て
重
要
な
ス
キ

ル
だ
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
教
師
の
顔

が
画
面
に
大
き
く
映
る
。
子
供
た
ち

に
は
「
教
師
の
表
情
」
が
飛
び
込
ん

で
来
る
。

　
怖
い
表
情
を
し
て
い
れ
ば
、
い
つ

のワザワザ12

オンライン・
ハイブリッド授業で使える
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国語５年「大造じいさんと
がん」の授業前に動画読
解で「情景」を教えた。
授業の導入は、ロールプ
レイングゲームのイラスト
を 用 い た。 使 用し た
Jamboard教材は二次元
コードからコピーできる。

動画読解で
「情景」を教える

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

身に付けさせよう！

日本の子供たちに

「動画読解・WEB読解」を

せ
る
。
悲
し
げ
な
表
情
で
あ
る
。

説
明
「
情
景
」
は
動
画
の
読
解
に

も
使
え
る
の
で
す
ね
。

　

さ
ら
に
子
供
た
ち
に
馴
染
み
の
あ

る
ア
ニ
メ
映
画
の
シ
ー
ン
を
い
く
つ

か
見
せ
る
。
雨
の
中
を
小
さ
な
魔
女

が
悲
し
げ
な
表
情
で
飛
ん
で
い
る
場

面
や
、
青
空
の
下
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷

台
に
乗
っ
た
姉
妹
が
引
っ
越
し
て
く

る
場
面
だ
。
ど
れ
も
映
画
の
中
の

「
情
景
」
で
あ
る
。

　

こ
の
他
に
も
、
洗
剤
や
カ
レ
ー
ル

ウ
な
ど
の
Ｃ
Ｍ
動
画
を
視
聴
さ
せ
、

登
場
人
物
と
風
景
の
関
係
に
注
目
さ

せ
た
。
子
供
た
ち
は
Ｃ
Ｍ
な
ど
の
動

画
に
も
「
情
景
」
が
あ
る
こ
と
に
気

付
い
て
い
た
。

　

こ
の
後
、
教
科
書
を
開
か
せ
、「
大

造
じ
い
さ
ん
と
が
ん
」
の
文
章
か
ら

「
情
景
」
を
探
さ
せ
た
。

指
示
　
情
景
が
描
写
さ
れ
て
い
る

文
章
に
線
を
引
き
な
さ
い
。

　

ど
の
子
も
ス
ム
ー
ズ
に
見
付
け
る

こ
と
が
で
き
て
い
た
。

た
「
情
景
」
だ
。

「
情
景
」
と
は
「
物
語
や
詩
に
お
い

て
、
登
場
人
物
の
気
持
ち
と
ひ
び
き

合
う
よ
う
に
え
が
か
れ
た
風
景
や
場

面
の
様
子
」
で
あ
る
。
物
語
だ
け
で

は
な
く
、
他
の
作
品
に
も
「
情
景
」

は
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

次
に
プ
ロ
が
作
成
し
た
三
秒
間
の

動
画
を
提
示
す
る
。
登
場
人
物
の
表

情
は
モ
ザ
イ
ク
を
か
け
て
隠
し
て
あ
る
。

指
示
　
こ
の
動
画
の
「
情
景
」
を

読
解
し
な
さ

い
。

　

子
供
た
ち
は

「
薄
暗
い
」「
雨

が
降
っ
て
い

る
」
な
ど
の
情

報
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

発
問
　
こ
の
動
画
の
登
場
人
物
は

ど
ん
な
表
情
だ
と
思
い
ま
す
か
。

「
悲
し
い
」「
苦
し
い
」「
不
安
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
る
。

　

モ
ザ
イ
ク
を
外
し
て
、
表
情
を
見

　

勇
者
や
魔
王
の
イ
ラ
ス
ト
を

Jam
board

に
貼
り
付
け
る
。
イ
ラ

ス
ト
の
「
背
景
」
は
空
白
の
ま
ま
だ
。

発
問
　
ど
ん
な
背
景
が
良
い
と
思

い
ま
す
か
。

指
示

J
am
board

に
好
き
な
背

景
を
貼
り
付
け
な
さ
い
。

　

子
供
た
ち
は
自
分
の
端
末
で
、
好

き
な
背
景
を
検
索
し
て
貼
り
付
け
る
。

教
室
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
笑
い
が
起

こ
る
。背
景
の
画
像
に
よ
っ
て
、キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
心
情
が
変
化
し
て
見
え

る
の
だ
。

「
背
景
を
お
花
畑
に
す
る
と
仲
が
良

さ
そ
う
に
見
え
る
」

「
雨
雲
に
雷
の
背
景
に
す
る
と
、
こ

れ
か
ら
戦
う
感
じ
に
見
え
る
」

説
明

作
品
の
背
景
（
風
景
）
は
、

登
場
人
物
の
心
情
と
関
係
す
る
よ

う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

　

こ
れ
は
四
年
生
の
国
語
で
学
習
し
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体 育
授 業 実 践
中 学 校 の

ハードル走１時
間目冒頭20分の
指導
最初の授業から「見とる」
「質問」を教えて、でき
たことを褒め続ける。ど
の単元でも１時間目から
意図的に行為を促し、体
育の学び方を定着させる。

愛知県大府市立大府西中学校

辻
つじ

拓
たく

也
や

「
ハ
ー
ド
ル
に
、
直
角
に
」

で
、
太
も
も
を
地
面
に
直
角
に
な
る

ま
で
上
げ
る
。

「
伸
ば
し
な
さ
い
」

で
、
ハ
ー
ド
ル
の
方
向
に
伸
ば
し
な

が
ら
、
ふ
り
上
げ
足
を
ハ
ー
ド
ル
に

で
き
る
だ
け
近
い
位
置
で
下
ろ
す
。

　

こ
れ
を
二
回
行
う
。

　

ま
ず
は
ふ
り
上
げ
足
の
動
き
を
生

徒
が
横
向
き
か
ら
見
る
位
置
で
示
す
。

　

次
に
ハ
ー
ド
ル
の
向
き
を
変
え
て

生
徒
が
正
面
か
ら
見
る
位
置
で
示
す
。

　

そ
の
後
、
練
習
す
る
生
徒
、
見
て

い
る
生
徒
の
動
き
が
変
わ
る
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
ふ
り
上
げ
足
だ

け
を
見
て
、
点
数
だ
け
を
告
げ
る
。

「
二
点
」「
三
点
！
」

と
評
定
し
、
合
格
し
た
生
徒
か
ら

ハ
ー
ド
ル
二
台
に
挑
戦
す
る
よ
う
指

示
す
る
。
こ
の
一
時
間
目
冒
頭
の
指

導
が
二
時
間
目
以
降
の
「
質
問
」「
上

手
な
生
徒
を
観
察
し
、
真
似
す
る
」

学
習
行
為
の
定
着
に
つ
な
が
る
。

　

向
山
実
践
は
中
学
校
で
も
有
効
で

あ
る
。
実
に
奥
が
深
い
。

　

あ
る
い
は
、上
手
な
生
徒
が
い
た
ら
、

「
○
○
さ
ん
の
足
の
動
き
、
Ａ
」

と
全
体
に
示
す
。
こ
う
し
て
、
質
問

す
れ
ば
良
い
、
誰
か
を
真
似
す
れ
ば

良
い
、
と
い
う
学
習
行
為
を
教
え
て
、

で
き
た
生
徒
を
褒
め
続
け
て
い
る
と
、

次
の
よ
う
な
質
問
が
く
る
。

「
ど
う
や
っ
て
跳
べ
ば
い
い
で
す
か
」

　

質
問
が
来
た
時
点
で
、
全
員
を
集

合
さ
せ
て
、
指
示
を
出
す
。

「
○
○
さ
ん
か
ら
と
っ
て
も
い
い
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
跳
び
方
で
す
。

　

ふ
り
上
げ
足
は
ハ
ー
ド
ル
に

直
角
に
伸
ば
し
な
さ
い
。

　

こ
の
後
、
先
生
が
点
数
を
付
け
ま

す
。
三
点
満
点
で
二
点
以
上
が
合
格

で
す
」

　

向
山
氏
は
こ
の
指
示
を
出
す
時
、

「
手
本
を
示
す
」と
は
書
い
て
い
な
い
。

　

私
は
こ
の
指
示
を
出
す
と
き
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
入
れ
な
が
ら
三
つ

に
分
解
し
て
教
え
る
。

「
ふ
り
上
げ
足
を
」

で
一
旦
区
切
る
。

　

ハ
ー
ド
ル
走
の
一
時
間
目
は
向
山

洋
一
氏
の
実
践
を
追
試
し
て
い
る
。

　

二
人
組
を
つ
く
り
、
ハ
ー
ド
ル
を

一
台
持
っ
て
い
か
せ
る
。

　

ハ
ー
ド
ル
走
は
既
習
で
あ
る
。
久

し
ぶ
り
の
ハ
ー
ド
ル
に
緊
張
し
つ
つ
、

思
い
出
し
な
が
ら
生
徒
は
跳
び
始
め

る
。

　

時
折
、
ハ
ー
ド
ル
の
逆
の
方
向
か

ら
跳
ぶ
組
が
あ
る
の
で
、

「
足
が
つ
い
て
い
る
方
向
か
ら
跳
び

ま
す
」

と
伝
え
、
し
ば
ら
く
自
由
に
跳
ば
せ

る
。
生
徒
か
ら
質
問
が
く
る
ま
で
待

つ
。
四
月
の
授
業
か
ら
次
を
伝
え
て

い
る
。

指
示
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

り
、
分
か
ら
な
か
っ
た
り

す
る
と
き
、
上
手
な
人
、
で

き
て
い
る
人
を
見
て
真
似

し
な
さ
い
。

　

さ
ら
に
次
を
加
え
る
。

指
示
そ
れ
で
も
分
か
ら
な

か
っ
た
り
、
疑
問
に
思
っ

た
り
し
た
ら
、
先
生
に
質

問
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

　

そ
の
後
の
授
業
で
質
問
を
し
た
生

徒
が
い
た
ら
、
全
員
を
集
め
て
認
め

た
り
、
褒
め
た
り
す
る
場
面
を
意
図

的
に
つ
く
る
。
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国 語
授 業 実 践
中 学 校 の

観点指導＋物語
化で進める俳句
の授業
観点を教えるごとに、作
品を物語化させる。繰り
返す中で、生徒は分析の
観点を増やし、作品の情
景を自分なりにより深く
思い浮かべられるように
なる。

山梨県富士川町立増穂中学校

渡
わた

辺
なべ

大
だい

祐
すけ

　

意
見
が
な
か
な
か
出
な
い
場
合
は
、

「
他
の
ク
ラ
ス
で
は
古
池
の
静
け
さ

と
い
う
も
の
が
出
ま
し
た
。
蛙
が
池

に
飛
び
込
む
そ
の
音
が
聞
こ
え
る
く

ら
い
の
静
け
さ
を
古
池
は
も
っ
て
い

て
、
そ
の
静
け
さ
に
感
動
し
た
の
だ

と
い
う
意
見
で
し
た
。
皆
さ
ん
は
ど

う
思
い
ま
す
か
」
と
話
す
。

　

最
後
に
④
に
入
り
、
俳
句
の
情
景

を
物
語
化
さ
せ
る
。
生
徒
は
次
の
も

の
を
書
い
て
い
た
。

　

生
徒
に
力
を
付
け
る
①
②
③
④
の

流
れ
の
鉄
板
授
業
。
ぜ
ひ
活
用
し
て

み
て
い
た
だ
き
た
い
。

ち
、生
徒
の
意
見
が
多
い
「
水
の
音
」

に
つ
い
て
更
に
思
考
さ
せ
て
い
く
。

「
水
の
音
は
擬
音
語
で
表
す
と
ど
ん

な
音
か
」「
音
は
小
さ
い
か
大
き
い

か
」
こ
の
二
つ
を
聞
い
て
、
実
際
に

ど
ん
な
音
か
、
発
表
さ
せ
る
。

　

し
か
し
実
は
、
感
動
の
中
心

は
「
水
の
音
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

正
解
は
「
古
池
や
」
で
す
。
証

拠
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ひ
ら

が
な
一
文
字
で
す
。

「
や
」
は
切
れ
字
で
感
動
を
表
し
、

「
古
池
だ
な
ぁ
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
る
。

　

続
い
て
古
池
の
何
に
感
動
し
て
い

る
の
か
を
考
え
さ
せ
て
い
く
。

　

古
池
は
ど
ん
な
池
で
す
か
。

イ
メ
ー
ジ
を
言
っ
て
ご
ら
ん
。

　

で
は
、
古
池
の
何
に
感
動
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。     

　

俳
句
や
短
歌
、
詩
文
を
授
業
す
る

と
き
に
、
鉄
板
と
な
る
型
が
あ
る
。

①　

視
写
さ
せ
読
ま
せ
る
。

②　

分
か
っ
た
こ
と
気
付
い
た

こ
と
思
っ
た
こ
と
を
書
か
せ

る
。

③　

発
問
を
し
、
作
品
を
分
析

す
る
観
点
を
教
え
る
。

④　

作
品
を
物
語
化
さ
せ
、
自

分
な
り
に
思
い
浮
か
べ
て
い

る
情
景
を
文
章
化
さ
せ
る
。

　

こ
の
流
れ
で
組
み
立
て
る
と
、

Ａ　

一
時
間
ご
と
に
、
生
徒
は
分
析

の
観
点
を
一
つ
身
に
付
け
ら
れ
る
。

Ｂ　

自
分
な
り
に
作
品
の
情
景
を
思

い
浮
か
べ
る
力
が
付
い
て
い
く
。

と
い
っ
た
利
点
が
生
ま
れ
る
。

「
古
池
や
蛙
飛
び
込
む
水
の
音
」
で

は
、
①
②
ま
で
授
業
し
た
あ
と
、
次

の
流
れ
で
進
め
た
。

　

感
動
の
中
心
は
何
で
し
ょ
う

か
。
次
の
中
か
ら
選
び
ま
す
。

古
池
や
、
蛙
飛
び
込
む
、
水
の

音
。（
向
山
洋
一
氏
の
追
試
）

「
俳
句
に
は
『
き
れ
字
』
が
あ
り
、

感
動
の
中
心
を
表
す
」
と
い
う
こ
と

を
教
え
る
た
め
の
発
問
で
あ
る
。　

　

理
由
を
書
か
せ
、
発
表
さ
せ
た
の

中学校中学校でのでのTOSS実践TOSS実践



日
の
く
れ
と
子
供
が
言
ひ
て
秋
の
暮
（
高
浜
虚
子
）

日
の
く
れ
と
子
供
が
言
ひ
て
秋
の
暮
（
高
浜
虚
子
）

俳
句
は
「
省
略
」
さ
れ
た
こ
と
ば
を
補
い
つ
つ
解
釈
を
固
め
る
。

俳
句
は
「
省
略
」
さ
れ
た
こ
と
ば
を
補
い
つ
つ
解
釈
を
固
め
る
。

国語

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き
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提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
に
は
、「
難
し
か
っ

た
」
と
い
う
声
が
散
見
さ
れ
た
。
た
し
か
に
難

し
い
だ
ろ
う
。
俳
句
は
「
省
略
」
さ
れ
た
こ
と

ば
を
補
い
つ
つ
解
釈
を
固
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
だ
。

　

ち
な
み
に
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
日
の
く

れ
」
及
び
「
言
ひ
て
」
の
解
釈
で
あ
る
。

発
問
３  「
日
の
く
れ
」
と
は
、
Ａ 

日
の
暮
れ
、

Ｂ 

夕
日
が
欲
し
い
、
の
ど
ち
ら
で
す
か
？

　

意
見
分
布
を
確
認
し
た
上
で
、
少
数
派
か
ら

理
由
を
発
表
さ
せ
る
。

〈
予
想
さ
れ
る
意
見
〉

Ａ 

日
の
暮
れ
派

・「
日
の
」
で
あ
っ
て
「
日
を
」
と
は
な
っ
て

い
な
い
か
ら
。

・
子
供
が
難
し
い
言
葉
を
使
っ
て
い
る
様
子
を

伝
え
る
た
め
に
あ
え
て
平
仮
名
で
「
く
れ
」

と
書
い
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
。

Ｂ 

夕
日
が
欲
し
い
派

・「
秋
の
暮
」
と
「
暮
」
を
漢
字
で
書
け
る
の

に
あ
え
て
平
仮
名
に
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

「
暮
」
と
は
別
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。

・「
夕
日
が
欲
し
い
」
と
い
う
子
供
の
無
邪
気

さ
や
そ
う
言
わ
せ
る
ほ
ど
夕
日
が
素
晴
ら
し

い
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
句
だ
と
考
え
る
。

　

発
表
・
討
論
の
中
で
児
童
か
ら
出
て
こ
な
い

視
点
が
あ
れ
ば
、
教
師
が
発
問
で
気
付
か
せ
て

い
く
。

発
問
４  「
日
の
く
れ
」
と
「
日
を
く
れ
」
で

は
ど
う
違
い
ま
す
か
？

 「
日
の
」
と
い
う
表
記
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
夕

暮
れ
」
の
解
釈
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
揺

さ
ぶ
る
。

発
問
５  「
日
の
暮
れ
」
と
同
じ
意
味
の
言
葉

に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？ 

「
夕
方
」「
夕
焼
け
」「
夕
日
」「
日
没
」「
日
の

入
り
」
な
ど
が
出
る
だ
ろ
う
。
必
要
に
応
じ
て

「
自
分
が
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
表
現
」
を
挙
手

さ
せ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

発
問
６  

こ
の
句
の
感
動
の
中
心
は
「
子
供
」

で
す
か
？　

そ
れ
と
も
「
日
の
暮
れ
」
で
す

か
？

　

子
供
。
話
者
の
感
動
は
子
供
の
言
葉
に
端
を

発
し
て
い
る
。�

（
新
潟
県
・
田
中
修
一
氏
）

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
授
業
案
が
多
く
あ
っ
た
。

「
名
月
を
取
っ
て
く
れ
ろ
と
泣
く
子
か
な
」
か

ら
の
類
推
な
の
だ
ろ
う
が
、「
あ
の
夕
日
を

と
っ
て
く
れ
」
と
い
う
子
供
が
い
る
か
。
あ
ま

り
に
も
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
に
過
ぎ
る
。

　

挑
戦
者
の
誰
一
人
と
し
て
言
及
し
て
い
な
い

の
だ
が
、「
日
の
く
れ
」
は
、
子
供
の
言
っ
た

言
葉
で
は
な
い
。

向山型に挑戦！

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

釈
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

発
問
７  

こ
の
子
供
は
「
日
の
く
れ
」
る
の

が
何
だ
と
い
い
た
い
の
で
す
か
。

指
示
３  

ノ
ー
ト
に
短
く
一
言
で
書
き
な
さ
い
。

①
「
日
の
く
れ
」
る
の
が
短
い
。（
⋮
⋮
後
藤

学
級
の
授
業
で
出
た
の
が
こ
れ
で
あ
る
。）

②
「
日
の
く
れ
」
る
の
が
早
い
。

③
「
日
の
く
れ
」
る
の
が
美
し
い
。

④
「
日
の
く
れ
」
る
の
が
残
念
だ
。

発
問
８  

子
供
は
「
日
の
く
れ
」
を
喜
ん
で

い
る
の
で
す
か
、
悲
し
ん
で
い
る
の
で
す
か
。

（
略
）

発
問
９  

話
者
は
何
に
感
動
し
て
い
る
の
で

す
か
。

（
茨
城
県
・
後
藤
隆
一
氏
）

　

子
供
の
思
考
に
沿
っ
た
良
い
展
開
だ
。

　

わ
ざ
わ
ざ
「
秋
の
暮
」
と
述
べ
る
と
こ
ろ
に
、

夏
と
の
対
比
が
暗
示
さ
れ
よ
う
。

　

子
供
の
一
言
で
気
付
か
さ
れ
る
ま
で
、
夏
が

過
ぎ
去
り
秋
が
到
来
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か

な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
こ
れ
は
問
い
た
い
。

た
の
は
い
つ
で
す
か
。

発
問
12  「
く
れ
」
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。

（
千
葉
県
・
加
藤
雅
成
氏
）

「
秋
の
暮
れ
」
に
気
付
い
た
、
が
惜
し
い
。
秋

と
い
え
ば
、
日
暮
れ
の
早
さ
だ
ろ
う
。
な
ら
ば
、

気
付
い
た
の
は
季
節
の
移
り
変
わ
り
の
は
ず
だ
。

「
秋
の
暮
」
の
あ
と
に
言
葉
が
続
く
と
し
た
ら
、

ど
ん
な
言
葉
が
入
り
ま
す
か
。
ノ
ー
ト
に
書
き

な
さ
い
。

　

書
け
た
ら
持
っ
て
こ
さ
せ
て
、
板
書
さ
せ
て

い
く
。

「
に
気
づ
く
」「
に
感
動
す
る
」「
か
ら
自
分
の

人
生
の
暮
を
考
え
る
」「
っ
て
や
っ
ぱ
り
す
ば

ら
し
い
な
と
思
う
。
清
少
納
言
が
秋
の
夕
暮
れ

は
い
い
っ
て
言
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
は
今
も
変

わ
ら
な
い
な
」

（
山
梨
県
・
渡
辺
大
祐
氏
）

　

省
略
を
補
わ
せ
る
の
な
ら
ば
、「
秋
の
暮
」

の
後
も
よ
い
が
、「
言
ひ
て
」
の
後
の
方
が
よ

り
面
白
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。「
て
」
を
解

　

よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
子
供
の
言
っ
た

言
葉
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

　

間
違
い
な
く
、
話
者
に
よ
っ
て
句
の
定
型
に

合
う
よ
う
に
切
り
取
ら
れ
た
現
実
で
あ
る
。

　

私
な
ら
ば
次
の
活
動
を
必
ず
挿
入
す
る
。

「
日
の
く
れ
」
を
、
子
供
が
実
際
に
言
っ

た
言
葉
に
直
し
な
さ
い
。            

　

現
代
語
で
か
ま
わ
な
い
。
様
々
に
出
さ
せ
て
、

検
討
さ
せ
れ
ば
よ
い
。「
く
れ
」
と
「
暮
れ
」

の
関
係
性
に
つ
い
て
も
、
き
っ
と
論
点
に
な
ろ

う
。
な
ら
な
け
れ
ば
、
こ
ち
ら
が
指
摘
し
て
や

れ
ば
よ
い
。

発
問
８  

子
供
は
「
日
の
く
れ
」
が
嬉
し
い

の
で
す
か
。
嬉
し
く
な
い
の
で
す
か
。

発
問
９  

対
比
さ
れ
て
い
る
も
の
は
何
か
。

　

く
れ
と
暮
を
中
心
に
考
え
さ
せ
て
い
く
。

発
問
10  

話
者
は
幸
せ
か
、
幸
せ
で
な
い
か
。

発
問
11  

話
者
が
「
秋
の
暮
れ
」
に
気
付
い
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宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／白百合女子大学 
発達臨床センター 顧問

概
念
化
は
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
理
解
の
重
要
ワ
ー
ド

一
つ
一
つ
を
個
別
的
な
事
例
と
し
て
考
え
て
し
ま
う
。

１　

概
念
化
に
つ
い
て

宮
尾
ド
ク
タ
ー
は
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
症
）
の
方
の
特
徴
に
つ
い
て
、

概
念
化
が
で
き
な
い
こ
と

と
繰
り
返
し
お
話
し
さ
れ
る
。

　

私
た
ち
は
状
況
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
場
に
適

し
た
行
動
や
言
葉
を
瞬
時
に
選
ん
で
い
る
。

友
達
と
話
し
て
い
る
と
き
に
、
発
す
る
言
葉

の
候
補
が
頭
の
中
に
あ
る
。「
あ
っ
、
そ
れ
い

い
よ
ね
」
だ
っ
た
り
、「
で
も
、
こ
っ
ち
も
良

い
と
思
う
よ
」
だ
っ
た
り
、「
迷
う
よ
ね
」

だ
っ
た
り
、
複
数
の
候
補
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の

ど
れ
を
選
ぶ
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
し
て
言

う
の
か
は
、
そ
の
時
の
状
況
に
よ
っ
て
違
っ
て

く
る
。

　

多
く
の
人
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
ふ
ま
え

て
、
状
況
を
概
念
化
す
る
。
例
え
ば
、
子
供
の

頃
、
両
親
が
親
戚
の
お
葬
式
の
時
に
、
あ
い
さ

つ
を
静
か
に
行
っ
た
。
そ
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
、

「
近
く
で
人
が
悲
し
ん
で
い
る
時
に
は
静
か
に

す
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
っ
た
行
動
を
選
択
す

る
よ
う
に
な
る
。
目
の
前
の
状
況
に
合
わ
せ
て

発
言
や
行
動
を
適
応
さ
せ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
方
は
「
こ
の
前
の
状
況

と
、
こ
の
状
況
は
同
じ
だ
な
」
と
い
う
概
念
化

が
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
適
応

さ
せ
て
、
目
の
前
の
状
況
に
ふ
さ
わ
し
い
行
動

や
発
言
を
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
い
う
。

同
様
に
「
先
週
乗
っ
た
山
手
線
と
今
か
ら
乗

る
東
急
線
」
が
、「
以
前
に
行
っ
た
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
と
こ
れ
か
ら
行
く
ロ
ー
ソ
ン
」
が
「
同

じ
も
の
」
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、
常
に

「
初
め
て
」
体
験
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
し

ま
う
。
そ
の
た
め
、
疲
れ
や
す
く
、
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
や
す
い
の
だ
と
い
う
。

　

だ
か
ら
、
行
動
の
パ
タ
ー
ン
化
や
Ｓ
Ｓ
Ｔ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ス
キ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

を
行
い
、
事
前
の
見
通
し
を
も
っ
て
お
く
こ
と

が
有
効
で
あ
る
と
い
う
。

２　

思
考
の
仕
方
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
、
あ
る
動
き
を
繰
り
返
し

練
習
す
る
こ
と
で
、
無
意
識
に
そ
の
動
き
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

こ
の
こ
と
は
、
身
体
的
な
動
き
に
つ
い
て
だ

け
で
な
く
、
思
考
の
仕
方
に
つ
い
て
も
同
様
の

こ
と
が
い
え
る
。

あ
る
思
考
の
仕
方
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

「
以
前
の
こ
う
い
う
と
き
に
、
こ
う
考
え
た
よ

う
に
、
今
回
も
こ
う
考
え
て
み
れ
ば
い
い
ん

だ
」
と
、
概
念
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
思
考

の
「
モ
デ
ル
」「
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
」
が
出
来
上

が
る
。
こ
れ
を
「
メ
ン
タ
ル
モ
デ
ル
」
と
い
う
。

目
の
前
の
出
来
事
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、

考
え
方
も
概
念
化
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
も
応
用
で

き
る
考
え
方
で
あ
る
。

医
学
博
士
　
宮み

や

尾お

益ま
す

知と
も

構
成
：
神
奈
川
県
川
崎
市
立
小
学
校　

田た

丸ま
る

義よ
し

明あ
き

医師・研究者の目から見た特別支援教育
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小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

普通学級で使える「ユニバーサルデザイン＆合理的配慮」

長
野
県
長
野
市
立
通
明
小
学
校

「
先
の
見
通
し
」
は
、
と
て
も
重
要

な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

支
援
だ
。

　

特
に
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
供
に
と
っ
て
は
、

「
こ
の
先
に
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
う
「
不
安
感
」
が
様
々

に
影
響
を
与
え
る
。

　

あ
る
臨
床
心
理
士
の
先
生
は
、
Ａ

Ｓ
Ｄ
児
の
理
想
の
一
日
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

「
Ａ
Ｓ
Ｄ
児
の
一
日
は
、
結
婚
式
の

よ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。『
万
事
滞

り
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
』
が
理
想
で
す
」

　

ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
。
こ
の
よ
う

な
安
定
的
な
日
常
が
Ａ
Ｓ
Ｄ
児
の
情

緒
的
な
安
定
を
保
証
す
る
。

　

ま
ず
、
彼
ら
の
安
定
を
保
証
す
る

た
め
に
必
要
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
は
、

「
予
定
変
更
の
少
な
い
生
活
の
保
証
」

だ
。

　

よ
く
、
音
楽
会
や
運
動
会
な
ど
、

行
事
実
施
の
時
期
に
な
る
と
、「
次

の
時
間
ち
ょ
っ
と
練
習
に
し
よ
う

か
？
」
と
い
う
「
突
然
の
変
更
」
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

　

多
く
の
Ａ
Ｓ
Ｄ
児
に
お
い
て
、
こ

の
よ
う
な
変
更
は
、
衝
撃
的
だ
。

　

ど
う
も
彼
ら
の
頭
の
中
に
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

あ
っ
て
、
そ
れ
に
沿
っ
て
行
動
を
決

め
て
い
る
よ
う
な
の
だ
。

「
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
通
り

の
光
景
」
が
崩
れ
る
こ
と
が
恐
ろ
し

い
の
だ
。

　

で
き
る
だ
け
「
予
定
変
更
を
し
な

い
」
こ
と
が
重
要
だ
。

　

し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
自

分
の
ク
ラ
ス
だ
け
で
配
慮
さ
れ
て
い

て
も
安
定
は
保
証
で
き
な
い
。

　

大
切
な
こ
と
は
学
年
団
で
、「
予

定
変
更
を
な
る
べ
く
し
な
い
」
と
い

う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
作
る

こ
と
だ
。

　

多
く
の
場
合
、
学
級
の
こ
と
は
担

任
が
な
ん
と
か
で
き
る
。
し
か
し
、

学
年
で
動
く
行
事
の
変
更
は
担
任
一

人
だ
け
の
配
慮
で
は
実
現
で
き
な
い
。

　

学
年
全
体
で
、「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

変
更
に
弱
い
子
供
が
い
る
前
提
で
運

営
を
行
う
」
と
い
う
合
意
を
作
る
こ

と
が
必
要
だ
。

　

学
校
全
体
で
合
意
が
取
れ
て
い
る

と
、
な
お
効
果
は
高
く
な
る
。
大
き

な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
実
現

し
て
ほ
し
い
。

「
見
通
し
」
を
も
た
せ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と

合
理
的
配
慮

Ａ
Ｓ
Ｄ
児
に
「
予
定
変
更
の
少
な
い
生
活
の
保
証
」
を
す
る
。

　

個
別
の
配
慮
と
し
て
は
、「
確
定

し
づ
ら
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、『
音

声
で
伝
え
る
』」
こ
と
が
重
要
だ
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
や
、
書
い
て
見

せ
る
視
覚
支
援
は
、「
強
烈
に
イ
ン

プ
ッ
ト
さ
れ
る
」
の
だ
。

　

そ
の
た
め
、

「
ち
ょ
っ
と
変
更
が
あ
る
か
も
…
」

「
確
定
し
な
い
順
番
が
あ
る
…
」

と
い
う
よ
う
な
場
合
は
、
お
話
し
だ

け
の
「
聴
覚
情
報
」
で
伝
え
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

　

意
外
に
、
聴
覚
情
報
で
入
っ
た
こ

と
は
曖
昧
に
認
知
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
変
更
が

あ
っ
て
も
耐
え
ら
れ
る
場
面
が
多
く

な
る
。

　

も
ち
ろ
ん
「
絶
対
に
覚
え
て
お
い

て
も
ら
い
た
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

『
視
覚
情
報
』」
と
い
う
よ
う
に
視
覚

情
報
を
用
い
る
場
面
も
あ
る
。

　

状
況
や
そ
の
子
の
状
態
に
合
わ
せ

て
使
い
分
け
よ
う
。
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特別支援学級でのこの実践‼

１

五
色
百
人
一
首
に
救
わ
れ
る

　

特
別
支
援
学
級
在
籍
だ
っ
た
Ａ
く

ん
。
交
流
級
と
な
る
私
の
学
級
で
は
、

毎
日
、
五
色
百
人
一
首
を
行
っ
て
い

た
。
一
試
合
二
分
程
度
で
終
わ
る
た

め
、
飽
き
や
す
い
性
格
の
Ａ
く
ん
も

集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

Ａ
く
ん
が
学
級
の
中
で
勝
ち
進
ん

で
い
く
に
つ
れ
て
、
周
り
の
子
供
た

ち
の
様
子
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
学

級
の
中
で
一
位
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

Ａ
く
ん
は
ど
ん
ど
ん
自
己
肯
定
感
を

上
げ
て
い
っ
た
。
学
級
の
中
に
留
ま

ら
ず
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
サ
ー
ク
ル
が
主
催

す
る
五
色
百
人
一
首
大
会
や
、
交
流

会
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

も
し
、
五
色
百
人
一
首
が
な
け
れ

ば
、
学
級
の
中
で
一
位
に
な
る
経
験

は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
他
の

学
校
の
子
供
と
触
れ
合
う
こ
と
も
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

２
『
あ
た
ま
げ
ん
き
ど
こ
ど
こ
』

に
救
わ
れ
る

　

特
別
支
援
学
級
在
籍
の
Ｂ
く
ん
は
、

教
室
か
ら
の
飛
び
出
し
が
多
々
あ
る
。

　

空
き
時
間
、
Ｂ
く
ん
と
教
室
前
で

会
っ
た
。
Ｂ
く
ん
に
、「
教
室
に
お

い
で
よ
」
と
誘
い
、『
あ
た
ま
げ
ん

き
ど
こ
ど
こ
』
を
紹
介
し
た
。

　

一
緒
に
取
り
組
む
と
、
次
々
と
問

題
を
解
い
て
い
き
、
あ
っ
と
い
う
間

に
一
冊
を
や
り
終
え
た
。

　

Ｂ
く
ん
が
取
り
組
む
姿
を
見
て
い

る
と
、
数
を
数
え
る
問
題
で
苦
戦
し

て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
す
で

に
見
付
け
た
も
の
を
覚
え
て
お
き
な

が
ら
、
他
に
も
な
い
か
ど
う
か
見
付

け
る
と
い
う
こ
と
に
、
負
荷
を
感
じ

る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

な
か
な
か
学
習
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
な
い
Ｂ
く
ん
に
対
し
て
、「
頭

を
使
う
学
習
が
で
き
た
ね
」
と
、
価

値
付
け
す
る
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
。

　

特
別
支
援
学
級
の
子
供
た
ち
も
、

通
常
学
級
の
子
供
た
ち
も
、
教
師
は
、

学
校
に
い
る
全
て
の
子
供
た
ち
を
大

事
に
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
ず
に
、
関
わ
り
を
大
事
に
し
て

い
き
た
い
。

３

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
材
で
な
く
て
も

　

特
別
支
援
学
級
在
籍
の
Ｃ
く
ん
は
、

よ
く
私
の
学
級
に
遊
び
に
来
る
。
Ｃ

く
ん
だ
け
で
な
く
、
誰
で
も
入
っ
て

よ
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

教
室
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
る
。

『
あ
た
ま
げ
ん
き
ど
こ
ど
こ
』
を
は

じ
め
と
す
る
書
籍
。
会
社
活
動
で

作
っ
て
い
る
ク
イ
ズ
や
ポ
ス
タ
ー
。

メ
ダ
カ
や
バ
ッ
タ
、
チ
ョ
ウ
な
ど
の

生
き
物
で
あ
る
。

　

Ｃ
く
ん
は
興
味
津
々
で
や
っ
て
き

て
、
生
き
物
と
触
れ
合
っ
た
り
、
本

を
読
ん
だ
り
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
通
常
学

級
の
子
供
た
ち
も
、
関
わ
り
方
を
覚

え
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
チ
ョ
ウ
が

孵
化
す
る
瞬
間
に
立
ち
会
っ
た
際
は
、

Ｃ
く
ん
を
呼
ん
で
き
て
、
Ｃ
く
ん
が

見
え
る
よ
う
に
場
所
を
空
け
て
あ
げ

た
り
、
優
し
く
声
を
か
け
た
り
す
る

姿
が
見
ら
れ
た
。

　

特
別
支
援
学
級
の
子
供
た
ち
は
、

パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
り
、

授
業
に
な
か
な
か
参
加
で
き
な
か
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
変
わ
っ
た
目
で

見
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
そ

う
い
っ
た
状
態
に
し
な
い
た
め
に
、

教
師
自
身
に
で
き
る
こ
と
が
い
く
つ

も
あ
る
。
そ
の
助
け
に
な
る
の
が
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
材
な
の
で
あ
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
材
に
救
わ
れ
る

通
常
学
級
で
も
豊
富
な
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
材
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
で
、
特
別
支
援
学
級
の
子
供
も
救
わ

れ
る
。

加か

藤と
う

綾あ
や

乃の

富
山
県
富
山
市
立
針
原
小
学
校

あの子
が

熱中し
た！
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プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる 長

崎
県
立
こ
ど
も
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
小
児
心
療
科
　
小こ

柳や
な
ぎ

憲け
ん

司し

不登校支援

１　
高
校
に
行
か
な
い
子
供

　

ほ
と
ん
ど
の
子
供
は
、
中
学
時
代
不
登
校
で

も
高
校
に
は
進
学
し
た
い
と
言
う
し
、
実
際
に

入
学
し
て
通
お
う
と
す
る
。
し
か
し
、
一
部
、

受
験
さ
え
し
よ
う
と
し
な
い
子
供
や
、
ほ
ん
の

数
日
登
校
し
た
だ
け
で
行
か
な
く
な
る
子
供
が

い
る
。
不
登
校
か
ら
の
離
脱
に
は
何
ら
か
の
社

会
参
加
が
必
要
で
あ
り
、
中
学
卒
業
後
の
社
会

参
加
と
し
て
ご
く
一
般
的
な
の
は
高
校
進
学
で

あ
る
た
め
、
高
校
に
行
か
な
い
と
対
応
が
ど
ん

詰
ま
り
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
と
き
ど
う
す

る
か
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

２　
何
か
ら
始
め
る
か

　

人
は
社
会
の
中
で
働
か
な
け
れ
ば
生
き
て
い

け
な
い
。
学
生
の
間
は
働
く
こ
と
を
免
除
さ
れ

て
い
る
が
、
学
生
で
な
く
な
る
の
な
ら
働
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
大
原
則
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
「
働
く
」
＝
「
お
金
を
稼
ぐ
」
で
は

な
く
「
誰
か
の
役
に
立
つ
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
外
に
出
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
家
事
手
伝

い
を
す
れ
ば
よ
い
。
家
が
自
営
業
な
ら
、
家
業

の
手
伝
い
を
す
る
の
で
も
よ
い
。
と
は
い
え
、

ま
っ
た
く
動
け
な
い
子
供
が
す
ぐ
に
何
か
に
取

り
組
め
る
わ
け
が
な
い
。
し
ば
ら
く
は
無
理
を

せ
ず
、
家
の
中
で
ゆ
っ
く
り
生
活
さ
せ
る
よ
う

に
す
る
。い
わ
ゆ
る
「
休
養
期
」
的
対
応
で
あ
る
。

３　
ア
ル
バ
イ
ト
の
ス
ス
メ

　

高
校
に
向
か
え
な
い
子
供
の
多
く
は
対
人
面

の
不
安
が
強
か
っ
た
り
、
学
校
的
な
環
境
に
ど

う
し
て
も
な
じ
め
な
か
っ
た
り
す
る
。
そ
の
た

め
、
高
校
に
行
く
こ
と
を
勧
め
る
よ
り
、
ア
ル

バ
イ
ト
に
向
か
わ
せ
る
の
が
現
実
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
い
っ
た
ん
引
き
こ
も
る
と
な
か
な
か

外
に
は
向
か
え
な
い
。
ま
ず
は
友
達
と
連
絡
を

と
っ
て
遊
び
に
行
く
だ
け
で
よ
い
。
バ
イ
ク
や

自
動
車
の
免
許
を
取
り
に
行
く
の
を
勧
め
る
の

も
よ
い
。
足
が
で
き
れ
ば
活
動
範
囲
が
大
き
く

広
が
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
働
き
か
け

を
し
て
い
る
う
ち
に
、
ふ
と
ア
ル
バ
イ
ト
を
始

め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
多
い
。
ど
ん
な
に
不

安
が
強
い
子
供
で
も
、
根
気
強
く
働
き
か
け
を

続
け
て
い
れ
ば
、
二
〇
歳
を
過
ぎ
る
頃
に
は
何

ら
か
の
形
で
動
き
始
め
る
も
の
で
あ
る
。

４　
ど
う
し
て
も
動
け
な
い
と
き

　

五
年
以
上
引
き
こ
も
る
と
、
そ
こ
か
ら
抜
け

出
す
の
は
難
し
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
通

常
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
入
れ
な
い
の
は
、
発
達
上

の
問
題
（
知
的
障
害
、
発
達
障
害
）
や
精
神
疾

患
の
た
め
、
そ
の
子
供
が
通
常
の
枠
組
み
で
は

社
会
参
加
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
う
い
う
と
き
に
は
、
作
業
所
の
利
用
や
障
害

者
枠
で
の
就
労
を
勧
め
た
方
が
よ
い
。
そ
し
て
、

福
祉
制
度
の
円
滑
な
利
用
に
は
障
害
者
手
帳
の

取
得
が
必
要
で
あ
る
。
手
帳
取
得
は
本
来
な
ら

ば
も
う
少
し
早
く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
段
階
に
な
ら
な
い
と
納
得

し
て
進
め
な
い
場
合
が
あ
る
と
い
う
の
も
ま
た

事
実
で
あ
る
。

　
あ
き
ら
め
ず
関
わ
り
続
け
る
姿
勢
が
何
よ
り

も
大
切
で
あ
る
。

不
登
校
の
経
過
（
８
）

高
校
に
行
か
な
い
子
供
た
ち

ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
れ
ば
よ
い
が
、
で
き
な
い
場
合
は
福
祉
制
度
の
利
用
を

検
討
す
る
。

小柳 憲司

長崎県立こども医療福
　祉センター副所長
長崎大学医学部・教育
　学部非常勤講師
長崎医療技術専門学校
　非常勤講師



TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564
TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◆TOSS教材　お得情報！ 2022年9月15日～ 2022年10月14日　現在

ワーキングメモリをきたえる

SDGsを絵本で学べる

SDGsどこどこ
騒人社

●トークライン読者限定！　下記のフォームよりご応募い
ただいた方から抽選で３名様に、騒人社の話題の新刊
「SDGsどこどこ」（向山洋一サイン入り）をプレゼント
いたします‼

※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

全ての子供たちに学力の保障を！

ノート&スキル教材
キャンペーン

教育技術
研究所

●様々な授業で活用できるノートシートのほか、TOSSメモ、
ダウンロード版スキル教材等を特別価格で販売いたします。

〈対象教材（例）〉
・MYノートシート
　／TOSSノートシート
・TOSSメモ
・DL版　PISA型スキル
・DL版　算数ノートスキル
・DL版
　 中学社会・学力補強５分間

プリントシリーズ

キャンペーン期間：
2022年９月２日（金）～10月30日（日）
TOSSオリジナル教材：
https://www.tiotoss.jp/

応募期間：
2022年９月15日（木）～10月14日（金）
応募フォーム：
https://forms.gle/2XgrxvFfwfu7h6bs9

教育技術研究所だけでなく、光村教育図書、正進社、騒人社、学芸みらい社、日本教育新聞社、などの
お得な情報を随時お知らせいたします。（P54，55の上欄の記事と連携しています）
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TOSS教材
お得情報!!

くわしくは、下を
ご覧ください。

『
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
算
数
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
ス
キ
ル
』
で

「
学
び
方
」
を
身
に
付
け
さ
せ
る

一
人
一
台
時
代
に
も
有
効
な
基
礎
学
力
保
障
教
材
。

塩し
お

谷や

直な
お

大ひ
ろ

北
海
道
北
見
市
立
三
輪
小
学
校

１　

質
の
高
い
問
題
と
配
列

『
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
算
数
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
ス
キ

ル
』（
教
育
技
術
研
究
所
）
は
、
系

統
的
、
段
階
的
に
問
題
が
配
列
さ
れ

て
い
る
。
算
数
を
苦
手
と
す
る
子
供

も
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
学
習
で
き

る
。
問
題
の
内
容
は
シ
ン
プ
ル
で
、

な
お
か
つ
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、

子
供
た
ち
は
「
分
か
る
！
」「
で
き

る
！
」
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
設
計

さ
れ
て
い
る
。

２　

学
力
を
付
け
る
「
学
び
方
」

　

ス
キ
ル
を
使
っ
て
子
供
が
自
分
で

学
ん
で
い
く
方
法
が
載
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

ま
ち
が
え
た
問
題
に
は
、
ま
ち
が

え
た
印
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
ス
キ
ル
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
他
の
教
材
で
も
転
用
で
き

る
「
学
び
方
」
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
。

３　

す
ぐ
に
使
え
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
教
材

　

Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
の
教
材
だ
。
子
供

た
ち
の
端
末
に
教
材
を
配
信
す
る
こ

と
も
可
能
だ
。
私
は
「
問
題
」「
答
え
」

「
学
び
方
」
の
三
点
セ
ッ
ト
を
ロ
イ

ロ
ノ
ー
ト
で
子
供
た
ち
に
配
信
し
て

い
る
。
持
ち
帰
り
で
の
家
庭
学
習
で

も
活
用
で
き
る
優
れ
た
教
材
だ
。

クラス全員が熱中するこの教材！

SDGsの17の目標について、
「どこどこ」で学べます！



クラス全員が熱中するこの教材！

　穴あきの単語を示し、どんな字が入るかできるだけたくさん挙げてもらいます。
①　テーマを設定します。（〇―△―、〇ッ△―など）
②　１人ずつ順番に、お題に合う単語を言っていきます。
③　最後まで残った人が優勝です。
　クラス全員で行う場合、班対抗、男女対抗などがおすすめです。

〇ん△ん→はんしん　げんかん　しんぶん　てんきん
〇いた□→はいたつ　しいたけ　けいたい　おいたち
〇う△ん→おうえん　こうえん　ふうりん　ぼうけん

https://youtu.be/sovcThxNHV0 
〈引用〉『オンラインで楽しめる学級リモートレク60』（溝口佳成編著　学芸みらい社）

穴あき単語
個人でも班対抗でも楽しめる言葉探しゲーム。

溝
みぞ

口
ぐち

佳
よし

成
なり

滋賀県湖南市立下田小学校
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こ
れ
さ
え
あ
れ
ば
一
安
心
！

『
キ
ー
ワ
ー
ド
で
教
え
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
コ
ピ
ー
し
て
授
業
す
る
だ
け
で
、難
し
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
理
解
し
、そ
し
て
、活
発
に
意
見
交
流
が
生
ま
れ
る
。

下し
も

山や
ま

忠た
だ

寛ひ
ろ

熊
本
県
玉
名
市
立
高
道
小
学
校

TOSS教材
お得情報!!

くわしくは、下を
ご覧ください。

デジタル・トークライン連動！
すぐに使える今月のおすすめレク動画

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
授
業
を
や
っ
て
み
た

い
」。
そ
う
思
っ
て
は
い
た
も
の
の
、

ど
う
し
て
よ
い
か
分
か
ら
ず
悩
ん
で

い
た
。
そ
ん
な
時
に
、
救
い
の
手
と

な
っ
た
の
が
、
騒
人
社
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
書
籍
だ
。
子
供
た
ち
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
つ
い
て
尋
ね
て
み
る
と
、
最
初
は

そ
れ
が
何
か
知
ら
な
い
と
い
う
子
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
そ
ん
な
子
供
た

ち
で
あ
っ
て
も
、
コ
ピ
ー
し
た
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
た
だ
け
で
、
難

し
い
と
思
わ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
こ
と

を
よ
く
理
解
し
、
意
見
交
流
ま
で
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

私
は
六
年
理
科
「
生
物
と
地
球
環

境
」
の
中
で
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用

し
て
授
業
し
た
。
活
用
し
た
の
は
、

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
知
ろ
う
」（
別

冊
）
と
「
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対

策
を
」
の
ペ
ー
ジ
だ
。
さ
ら
に
、「
地

球
温
暖
化
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起

き
る
か
」
に
つ
い
て
意
見
を
発
表
さ

せ
た
。
子
供
た
ち
か
ら
は
、「
海
面

が
上
昇
し
て
、
日
本
が
沈
没
し
て
し

ま
う
」「
動
物
が
絶
滅
す
る
」
な
ど

の
意
見
が
出
た
。
そ
の
後
、「
温
暖

化
を
防
ぐ
た
め
に
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
」「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
っ
と
真
剣
に
取
り
組
み

た
い
」
と
い
う
話
し
合
い
に
ま
で
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

〈私はだれ？〉　回答者を1人決め、他の人たちにお題の名前
を提示する。回答者はお題を知らないまま、「はい」か「いいえ」
で答えられる質問を10問し、お題を当てるゲームである。
https://youtu.be/oIWXsQP7QbQ

こちらも
おすすめ！



TOSSランド・TOSS-SNS・TOSSメディア活用実践
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「できない」となっている子への対応法を
TOSSランドで探し、記録に残す
うまくいった方法・言葉を残すことで、次の指導に生かすことができる。

山梨県甲府市立羽黒小学校 加
か

藤
とう

三
みつ

紘
ひろ

　TOSSランドに「なわとび指導『きほんのき』スーパーとびなわ活用法と指導のコツ」（根津
盛吾氏作成）のページがある。そのページには、「前両足跳び」が苦手な子のつまずき点と指
導方法が掲載されている。
　初めての小学校１年生担任。体育でなわ跳びを行った際、跳ぶことができないＫ君がいた。
そこで、指導方法を知りたいと思い検索したのはTOSSランド。掲載されているつまずき点へ
の指導方法が、Ｋ君にピッタリと当てはまった。

No. つまずきポイント 対応した方法 結果

１

続けて一定のリズム
で上方にジャンプで
きない。

手つなぎ屈伸運動、手
つなぎジャンプ、音
合わせ一人ジャンプ、
ラインジャンプを休
み時間に一緒に行った。

手つなぎジャンプでは、ジャンプすること
が楽しくなったＫ君が私の鼻に向かって
跳び、ぶつかるアクシデントもあったが、
コンテンツに記載がある「お互いに向か
い合って笑顔で練習」を崩さず練習した。

２

とびなわをスムーズ
に回すことができな
い。

「自分の指の爪が自分
に見えるようにとび
なわを持ちなさい。」

「親指を伸ばして持ち
なさい。」

「グリップの持ち方」を指導するだけで、
Ｋ君の縄の回し方が変化した。それまで
肩を支点とした大きな回転になっていた
が、脇を閉めた回し方に変化していった。
また、「脇を閉める」感覚を教えるため
に、赤白帽子を脇に挟んで跳ぶことを体
育の時間に全体で行った。この活動は、
別年度に指導したなわ跳びが苦手な５年
生の子にも効果があった。

３

手でなわを回す動作
と、足でなわを跳びこ
す動作を、タイミング
よく組み合わせること
ができない。（協応動作）

長なわを使った「大
波、小波」「郵便屋さ
ん」「フープとびなわ」

体育の時間や休み時間に練習をすると、
跳ぶことができるようになった。学校イ
ベントとして取り組む長なわ大会でも、
Ｋ君は跳ぶことができるようになった。

　Ｋ君が練習を重ね、跳ぶことができたときの笑顔は今でも強く印象に残っている。
　TOSSランドには、子供たちが「楽しい!」「できる!」を実現する指導が掲載されている。
　さらに、記録データを残すことで、別の児童への指導に役立てることができる。 

【おすすめなわとび指導コンテンツ】
なわとび遊び～子どもの動きを変える魔法の言葉をたくさんもつ（桑原和彦氏作成）
二重跳びリレー～向山型体育（桑原和彦氏作成）、二重跳び完成までの16ステップ（小松和重氏作成）、
3000円で作れるジャンピングボード（表克昌氏作成）

【今月のコンテンツ】

TOSSランド
「なわとび指導」

TOSS指導法授業が激変！ 最前線
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万
が
一
、
失
敗
し
た
と
し
て
も
、

再
度
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
れ
ば
、
す
ぐ

に
や
り
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
失
敗

す
る
と
す
ぐ
に
キ
レ
て
し
ま
う
や
ん

ち
ゃ
く
ん
も
、
キ
レ
ず
最
後
ま
で
仕

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
コ
ピ
ー・
ペ
ー
ス
ト
で
使
え
る

　
こ
の
観
察
カ
ー
ド
は
、K

eynote

で
作
成
し
た
。K

eynote

は
、

Pow
erPoint

と
同
じ
で
、
そ
の
シ
ー

ト
を
コ
ピ
ー
す
れ
ば
、
全
く
同
じ

シ
ー
ト
が
で
き
上
が
る
。

　
今
は
、
五
月
・
六
月
と
、
ど
ん
ど

ん
シ
ー
ト
を
増
や
し
、
文
字
の
入
力

と
写
真
を
差
し
替
え
る
こ
と
で
、
観

察
カ
ー
ド
を
記
録
し
て
い
っ
て
い
る
。

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
す
る
と
、
季
節

の
変
化
を
見
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

子
供
た
ち
で
作
成
し
た
も
の
が
、
テ

ン
プ
レ
ー
ト
と
な
り
、
他
で
も
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
は
、
観
察
カ
ー
ド
の
テ
ン
プ

レ
ー
ト
で
あ
る
。

　
四
年
二
組
な
の
で
、「
42
」
と
パ

ス
ワ
ー
ド
を
付
け
た
。
パ
ス
ワ
ー
ド

を
入
力
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
せ
る

こ
と
も
教
え
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
子
供
た
ち
は
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
も
の
に
入
力
す
る
の
で
、
入
力
す

る
内
容
に
漏
れ
が
な
く
、
全
員
仕
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
必
要
な
文
字

の
入
力
と
写
真
の
差
し
替
え
だ
け
に

集
中
で
き
る
の
で
、
短
時
間
で
行
う

こ
と
が
で
き
た
。
次
の
も
の
は
、
子

供
の
作
品
で
あ
る
。

１
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
使
う
よ
さ

　
教
師
が
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
作
成
し

て
、
子
供
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
せ
る

よ
さ
は
、
二
つ
あ
る
。

①
　
ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
、
指
導

で
き
る
。

②
　
失
敗
し
て
も
、
再
度
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
使
え
る
。

　
テ
ン
プ
レ
ー
ト
は
、『
型
』
で
あ

る
。
型
を
活
用
す
れ
ば
、
ど
の
子
も

簡
単
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
す
べ
て
を
教
え
よ
う
と
す
る
と
、

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
だ

け
で
、
子
供
た
ち
も
嫌
に
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
こ
で
、
あ
ら
か
じ
め
教
師

が
作
成
し
た
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
さ
せ
た
。
必
要
な
部
分
を

入
力
さ
せ
て
、
写
真
を
入
れ
替
え
さ

せ
れ
ば
完
成
で
あ
る
。

教師がテンプ
レートを作成し、
子供にダウン
ロードさせる
テンプレートをダウン
ロードすれば、すぐに活
用できる。そのうちに、
子供が作成したものが、
テンプレートとなる。

福井県福井市立社西小学校

尾
お

川
がわ

智
とも

子
こ

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！
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「
助
け
て
の
サ
イ
ン
に
は
ど
ん
な
に

小
さ
く
て
も
反
応
す
る
」

「
荒
れ
て
い
な
い
時
の
助
け
て
サ
イ

ン
ほ
ど
丁
寧
に
対
応
す
る
」

で
あ
っ
た
。

　

す
る
と
、
こ
の
や
り
と
り
を
通
じ

て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
だ
。

　

少
し
ず
つ
彼
の
困
り
感
が
「
言
語

化
」
さ
れ
て
く
る
こ
と
で
、
よ
り
彼

を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
様
に
な
っ
た
の

だ
。

　

そ
し
て
、
そ
の
日
は
訪
れ
た
。

　

友
達
と
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
っ
た
瞬
間
、

「
私
の
目
を
見
て

4

4

4

4

4

4

『
地
団
駄
を
踏
ん

だ
』」

の
だ
。
こ
れ
は
明
確
に
私
に
対
す
る

「
救
援
サ
イ
ン
」
で
あ
っ
た
。

　

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
褒
め
、
し
っ
か

り
と
助
け
て
あ
げ
た
。
そ
こ
か
ら
で

あ
る
。
彼
の
暴
力
的
な
行
動
・
言
動

が
少
し
ず
つ
緩
和
さ
れ
た
の
は
こ
の

よ
う
に
し
て
教
師
も
子
供
も
成
長
す

る
の
で
あ
る
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ッ
ト
を
動
か
す
」

と
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
。

　

し
か
し
、
な
か
な
か
彼
の
行
動
は

よ
く
な
ら
な
い
。

「
本
当
に
万
策
尽
き
る
ま
で
や
っ
て

い
る
の
か
？
」

　

苦
し
い
時
に
、
私
が
よ
く
思
い
出

す
言
葉
で
あ
る
。

　

様
々
な
方
法
を
試
す
中
で
、
私
は

あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

「
彼
は
、
大
人
や
教
師
に
助
け
て
も

ら
え
た
と
い
う
経
験
が
不
足
し
て
い

る
の
で
は
？　

助
け
て
も
ら
っ
た
方

が
良
か
っ
た
と
い
う
経
験
を
し
て
い

て
も
、
実
感
と
し
て
は
、
あ
ま
り
感

じ
て
い
な
い
の
で
は
？
」

　

こ
れ
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
や
科
学
で

は
な
く
、「
小
嶋
の
直
感
」
で
あ
っ

た
。
そ
の
直
感
を
支
え
た
の
は
半
年

間
の
彼
と
の
関
わ
り
で
得
た
「
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
結
果
」
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
時
か
ら
、
や
り
方
を
少
し
変

え
た
。

「
先
生
に
助
け
て
も
ら
え
た
ら
圧
倒

的
に
得
だ
っ
た
経
験
を
さ
せ
る
」

　

数
年
前
に
受
け
持
っ
た
子
供
で
あ

る
。

　

そ
の
子
は
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

症
の
診
断
を
受
け
て
い
た
。

　

気
に
入
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

扉
を
蹴
り
、
机
を
叩
き
続
け
る
。
暴

言
も
止
ま
ら
な
い
。

　

友
達
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
と
す
ぐ

に
殴
り
か
か
り
、
気
持
ち
が
落
ち
着

く
ま
で
机
の
上
に
乗
っ
て
踏
み
続
け

る
。
そ
ん
な
子
供
だ
っ
た
。

　

彼
の
“
自
分
の
荒
れ
た
気
持
ち
の

解
決
手
段
”
は
、

「
暴
力
・
暴
言
」

だ
っ
た
の
だ
。

　

こ
ち
ら
が
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
重
ね
て
も
、

「
は
な
せ
！
」「
あ
っ
ち
へ
い
け
！
」

「
死
ね
」「
こ
ん
な
ク
ラ
ス
は
最
悪
だ
」

と
取
り
合
わ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
時
に
私
を
支
え
る
言

葉
は
、
向
山
洋
一
氏
の
教
え
だ
。

「
教
え
て
→
褒
め
る
」

で
あ
る
。

　

と
に
か
く
、

「
困
っ
た
時
は
ど
う
す
る
か
？
」

と
い
う
ス
キ
ル
と
行
動
様
式
を
教
え

続
け
た
。

「
困
っ
た
ら
ま
ず
は
小
嶋
先
生
」

「
怒
り
そ
う
に
な
っ
た
ら
、
小
嶋
先

生
を
見
る
」

「
怒
っ
た
ら
ア
ン
ガ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

初めて「目の前で
地団駄を踏んだ」
あの日

根気よく「教えて褒める」
「助けてあげる」日々が
作ったラポート

長野県長野市立通明小学校

小
こ

嶋
じま

 悠
ゆう

紀
き

学級経営の極意極意・
子供たちのドラマドラマ

有段者が教える！
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５　

事
例
３
：
通
勤
時
間

　

こ
の
時
に
活
用
す
る
こ
と
が
最
も

多
い
よ
う
に
感
じ
る
。
最
寄
り
駅
ま

で
歩
き
な
が
ら
、
ス
マ
ホ
に
向
か
っ

て
ぶ
つ
ぶ
つ
つ
ぶ
や
く
（
周
り
か
ら

見
た
ら
か
な
り
怪
し
い
人
に
見
え
る

か
も
し
れ
な
い
）。
今
日
や
る
こ
と

や
今
週
や
る
こ
と
。
今
日
の
授
業
の

発
問
指
示
な
ど
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

つ
ぶ
や
い
て
、
メ
モ
に
残
し
て
い
る
。

６　

そ
の
他
の
便
利
機
能

①　

リ
マ
イ
ン
ダ
ー
：
設
定
し
た
日

時
に
通
知
し
て
く
れ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
設
定
し
た
場
所
に
近
づ
い

た
ら
通
知
し
て
く
れ
る
機
能
も
あ

る
。

②　

共
同
編
集
：
同
じ
メ
モ
を
複
数

人
で
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③　

分
類
：
メ
モ
に
色
を
つ
け
た
り
、

ピ
ン
留
め
し
て
上
位
に
表
示
し
た

り
し
て
、
目
立
た
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
授
業
で
も
活
用
法
を
模
索

す
る
。

５　

事
例
３
：
通
勤
時
間

６　

そ
の
他
の
便
利
機
能

３　

事
例
１
：
朝
の
ス
キ
マ
時
間

　

朝
、
教
室
を
箒
で
掃
く
。
ア
プ
リ

を
起
動
さ
せ
、
そ
の
日
の
放
課
後
に

作
成
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
文
書
の

大
ま
か
な
内
容
を
つ
ぶ
や
く
。
放
課

後
の
五
分
ほ
ど
で
、
文
字
起
こ
し
の

誤
字
脱
字
を
修
正
し
、
フ
ォ
ン
ト
を

変
え
た
り
、
イ

ラ
ス
ト
を
添
え

た
り
し
て
提
案

文
書
を
作
成
す

る
。

４　

事
例
２
：
休
み
時
間

「
◯
◯
さ
ん
は
、
算
数
の
授
業
中
、

ノ
ー
ト
を
丁
寧
に
書
い
て
い
ま
し

た
」「
◯
◯
君
は
、
社
会
の
授
業
で

三
度
立
っ
て
発
言
し
て
い
ま
し
た
」

な
ど
、
子
供
に
聞
こ
え
る
声
で
つ
ぶ

や
く
。
聞
い
て
い
る
子
は
「
先
生
が
、

◯
◯
君
の
こ
と
褒
め
て
い
た
よ
！
」

な
ど
と
伝
聞
し
て
い
る
。
文
字
起
こ

し
さ
れ
た
文
章
は
、
そ
の
後
、
学
級

通
信
や
通
知
表
に
転
用
で
き
る
。

３　

事
例
１
：
朝
の
ス
キ
マ
時
間

４　

事
例
２
：
休
み
時
間

１　

こ
の
ア
プ
リ
の
特
徴

　

メ
モ
ア
プ
リ
で
あ
る
。
山
口
県
の

林
氏
の
セ
ミ
ナ
ー
で
教
え
て
い
た
だ

い
た
。
そ
の
日
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

あ
れ
こ
れ
使
っ
て
み
た
。
な
ん
と

言
っ
て
も
便
利
な
の
が
「
ボ
イ
ス
メ

モ
」
機
能
で
あ
る
。
単
な
る
ボ
イ
ス

メ
モ
で
は
な
く
、
文
字
起
こ
し
ま
で

し
て
く
れ
る
。
な
が
ら
作
業
を
し
な

が
ら
文
書
が
完
成
し
て
し
ま
う
優
れ

も
の
で
あ
り
、
大
変
重
宝
し
て
い
る
。

１　

こ
の
ア
プ
リ
の
特
徴

２　

使
い
方

①　

ア
プ
リ
を
起
動
す
る
。

　
　②　

左
下
の
マ
イ
ク
ボ
タ
ン
を
押
す
。

　
　③　

端
末
の
マ
イ
ク
に
向
か
っ
て
メ

モ
し
た
い
内
容
を
話
す
。

　

た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
作
業
で
、
簡

単
か
つ
正
確
に
言
葉
を
文
字
起
こ
し

で
き
て
し
ま
う
。
入
力
す
る
よ
り
断

然
早
い
。

２　

使
い
方

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

ちょっとしたス
キマ時間や移動
時間にパパッと
文書が完成！

「Googlekeep」活用術。

千葉県柏市立高柳小学校

並
なみ

木
き

友
とも

寛
ひろ

時間短縮の仕事術仕事術
仕事に役立つこのアプリ！
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検
定
に
挑
戦
す
る
仲
間
が
い
れ
ば
、

お
互
い
に
得
た
情
報
を
シ
ェ
ア
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
関

連
情
報
を
残
し
て
い
く
。
指
導
案
づ

く
り
や
、
授
業
づ
く
り
に
役
立
つ
で

あ
ろ
う
。

３　

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず

　

授
業
に
関
す
る
施
設
や
場
所
に
、

早
い
段
階
で
訪
れ
る
よ
う
に
す
る
。

授
業
づ
く
り
の
素
材
に
な
ら
な
い
場

合
で
も
、
実
際
に
訪
れ
る
こ
と
で
関

連
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
新
た
な
視
点
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

可
能
な
ら
ば
、
現
地
に
い
る
方
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
が
で
き
る
と
、

さ
ら
に
よ
い
。

プ
に
保
存
す
る
。

　

目
に
す
る
と
こ
ろ
に
保
存
し
て
お

く
こ
と
で
、
す
ぐ
に
開
く
こ
と
が
で

き
る
。

２　

授
業
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
作
成
す
る

　

様
々
な
人
と
連
絡
を
取
り
合
う

ツ
ー
ル
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
グ
ル
ー
プ
機
能

を
使
っ
て
、
自
分
だ
け
の
専
用
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

気
軽
に
確
認
が
で
き
る
専
用
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を
作
成
し
て
お
く
こ

と
で
、
授
業
に
関
す
る
情
報
を
得
た

時
に
メ
モ
と
し
て
残
し
て
お
く
こ
と

が
で
き
る
。
写
真
や
デ
ー
タ
、
動
画

な
ど
を
残
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
仲
間
を
誘
っ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

グ
ル
ー
プ
を
作
成
す
る
方
法
も
あ
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
に
挑
戦

し
て
き
て
十
一
年
目
に
な
る
。
年
々
、

授
業
づ
く
り
の
た
め
の
時
間
は
減
っ

て
い
く
。
日
々
の
業
務
も
あ
り
な
が

ら
、
そ
の
中
で
授
業
力
を
磨
い
て
い

く
の
だ
。
よ
っ
て
、
隙
間
時
間
で
授

業
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

１　

雛
型
を
作
成
す
る

　

授
業
技
量
検
定
を
受
け
る
に
当

た
っ
て
は
、
指
導
案
が
必
要
で
あ
る
。

授
業
技
量
検
定
を
受
け
る
と
決
め
た

ら
、
指
導
案
の
雛
型
を
作
成
す
る
。

仮
の
タ
イ
ト
ル
、
名
前
、
過
去
の
受

検
履
歴
、
項
目
な
ど
、
書
け
る
こ
と

を
書
い
て
い
く
。

　

ま
た
、
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
が
必
要

で
あ
る
。
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
も
、
指

導
案
同
様
に
、
雛
型
を
作
成
す
る
。

　

雛
型
を
作
成
し
て
お
く
こ
と
で
、

記
憶
の
中
に
も
残
り
、
授
業
に
関
す

る
情
報
が
あ
っ
た
際
に
す
ぐ
書
き
込

む
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
雛
型
を
「
授
業

フ
ォ
ル
ダ
」
に
入
れ
、
デ
ス
ク
ト
ッ

ＴＯＳＳ授業技量
検定を受けると決
めたら！

隙間時間で授業づくりをする
ための下準備３。

富山県富山市立針原小学校

加
か

藤
とう

綾
あや

乃
の

若手
がチャレンジ！

TOSS
授 業 技 量 検 定
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T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
南み

な
み

舞ま
　い衣

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：木村雄介

S
N
S
で
の
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応

　

小
学
校
六
年
生
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

ト
ラ
ブ
ル
で
す
。
遊
ぶ
約
束
を

断
っ
た
ら
、
別
の
子
と
遊
ん
で
い

る
写
真
を
ア
ッ
プ
し
た
と
い
う
こ

と
で
、
子
供
同
士
の
関
係
が
悪
化

し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
学
校

は
ど
こ
ま
で
関
与
す
る
べ
き
な
の

で
し
ょ
う
か
。

ま
す
。
無
断
で
人
の
名
前
を
使
っ
た
り
、

人
の
写
真
を
ア
ッ
プ
し
た
り
し
な
い
と

い
う
こ
と
、
ま
た
、
人
が
傷
つ
く
よ
う

な
言
葉
づ
か
い
を
し
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
を
教
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
と
同
じ
で
す
。
交
通
ル
ー

ル
は
何
度
で
も
教
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
違
反
し
た
場
合
、
学
校
が
全
て

対
応
し
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
同
じ
よ
う
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

ト
ラ
ブ
ル
は
学
校
が
対
応
す
る
範
囲
を

越
え
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
っ
て
子

供
同
士
の
関
係
が
悪
化
し
た
場
合
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
は
離
れ
て
、
学
校
で
で
き

る
楽
し
い
授
業
や
学
級
で
の
イ
ベ
ン
ト

を
す
る
な
ど
の
方
法
を
考
え
る
他
に
手

段
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
少
し
踏
み
込

む
の
で
あ
れ
ば
、
一
度
話
し
合
い
す
る

機
会
を
も
っ
て
い
た
だ
い
て
も
良
い
で

す
。た
だ
、そ
れ
以
上
立
ち
入
っ
て
、「
ど

ち
ら
が
悪
い
」
や
「
ど
う
す
る
べ
き
だ
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
ま
で
踏
み
込
む
と

い
う
の
は
、
教
育
の
範
囲
を
越
え
て
い

ま
す
。
か
え
っ
て
そ
の
後
の
対
応
が
で

き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
控
え
た
方

が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

　

友
達
に
嫌
な
こ
と
を
言
わ
れ
て

興
奮
し
た
時
に
、
手
が
相
手
の
子

に
当
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
故

意
で
は
な
く
、
相
手
に
も
謝
り
、
子

供
同
士
で
は
話
が
終
わ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
被
害
児
童
の
保
護
者
が

激
怒
し
て
学
校
に
連
絡
し
て
き
ま

し
た
。
加
害
児
童
の
保
護
者
は
「
わ

ざ
と
叩
い
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら

謝
る
必
要
は
な
い
」
と
言
い
ま
す
。

学
校
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば

良
い
で
し
ょ
う
か
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

使
い
方
を
す
れ
ば
い
い
の
か
を
教
育
と

し
て
子
供
た
ち
に
伝
え
る
必
要
が
あ
り
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授
業
開
始
時
に
指
示
を
す
る
。

「
前
回
し
10
回
、
跳
ん
だ
ら
座

る
」
座
ら
せ
る
こ
と
で
確
認
で
き

る
。
続
け
て
、「
前
回
し
駆
け
足

10
、
後
ろ
回
し
10
、
後
ろ
駆
け
足

10
、
あ
や
跳
び
10
、
あ
や
跳
び
駆

け
足
10
…
」
向
山
洋
一
氏
の
テ
ン

ポ
は
思
っ
て
い
る
以
上
に
速
く
感

じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
全
員
で
き

る
ま
で
待
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。

座
る
子
が
数
人
で
き
た
時
点
で
次

の
技
の
指
示
を
す
る
。
全
員
を
待

つ
と
空
白
の
時
間
が
生
じ
る
。
か

ぶ
せ
る
よ
う
に
次
の
指
示
を
出
す

こ
と
。
こ
れ
が
リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ

を
生
み
出
す
。

　

も
う
一
つ
「
簡
単
な
技
の
場
合

は
、
連
続
で
跳
ば
せ
る
こ
と
」
で

あ
る
。
前
跳
び
10
回
の
場
合
は
、

途
中
引
っ
か
か
り
足
し
算
で
10
回

で
は
な
い
の
だ
。
連
続
で
10
回
と

す
る
こ
と
で
緊
張
と
真
剣
さ
が
生

じ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
準
備
運
動
の
ね
ら

い
は
、
ば
ら
ば
ら
に
集
ま
っ
て
き

た
子
供
た
ち
を
、
す
っ
と
授
業
に

引
き
込
む
こ
と
に
あ
る
。
形
式

的
な
「
気
を
付
け
！　

礼
」
を
す

る
の
と
は
子
供
の
意
欲
や
集
中
力

も
違
っ
て
く
る
。

逆
に
授
業
終
了
場
面
に
も
微
細

技
術
が
あ
る
。「
前
回
し
10
回
跳

ん
で
か
ら
帰
り
ま
す
」
と
指
示
す

る
。「
早
く
教
室
に
帰
り
た
い
」

と
思
っ
て
出
入
り
口
付
近
に
い
る

や
ん
ち
ゃ
君
に
、
時
間
ま
で
き
ち

ん
と
活
動
さ
せ
る
。
向
山
氏
は
、

や
ん
ち
ゃ
君
を
逃
さ
な
い
。
こ
こ

で
注
意
す
る
の
で
は
な
く
、
指
示

で
正
す
。
こ
れ
が
楽
し
い
。
ぜ
ひ

自
分
の
ス
キ
ル
に
加
え
る
こ
と
を

お
勧
め
す
る
。

続
い
て
「
向
山
式
な
わ
と
び
級

表
」
の
実
践
で
あ
る
。
こ
れ
も
、

追
試
す
る
こ
と
で
、
向
山
氏
が
考

え
抜
か
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
高
さ
に

驚
く
は
ず
だ
。

こ
の
「
な
わ
と
び
級
表
」
を
追

試
す
る
際
に
、
抜
け
が
ち
に
な
る

点
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
み
る
。

ご
自
身
の
実
践
を
確
認
し
て
み
て

ほ
し
い
。

⑴　

カ
ー
ド
は
、
A
表
と
B
表
の

両
方
を
渡
す
。

⑵　

二
人
一
組
で
、
一
人
が
挑
戦

者
一
人
が
審
判
と
す
る
。

⑶　

休
み
時
間
、
放
課
後
子
供
が

自
主
練
習
す
る
時
、「
審
判
が

二
人
」
い
る
こ
と
を
条
件
に
許

可
す
る
。
つ
ま
り
三
人
以
上
。

や
り
過
ぎ
へ
の
歯
止
め
に
な
る
。

⑷　
「
な
わ
と
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー

ル
」
を
一
人
一
枚
児
童
に
配
付

す
る
。
シ
ー
ル
は
、
子
供
た
ち

自
身
で
貼
る
。

⑸　

ク
ラ
ス
名
簿
表
を
用
意
し
教

室
に
掲
示
す
る
。
20
・
19
・
18

…
と
級
を
書
い
て
お
き
、
自

分
が
到
達
し
た
級
ま
で
を
赤
鉛

筆
（
マ
ー
カ
ー
）
で
き
れ
い
に

ぬ
ら
せ
る
。
子
供
た
ち
の
励
み

と
な
る
。

正
し
く
ユ
ー
ス
ウ
エ
ア
を
学
ぶ

こ
と
が
、
子
供
た
ち
の
力
を
引
っ

ぱ
り
出
す
こ
と
に
直
結
す
る
。

茨
城
県
笠
間
市
立
岩
間
第
三
小
学
校

桑く
わ

原ば
ら

和か
ず

彦ひ
こ

テ
ン
ポ
良
く
た
た
み
か
け
る

指
示
・
動
き
を
変
え
る
指
示

「
向
山
式
な
わ
と
び
指
導
」
は
、
良
質
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

この向山実践を追試追試しよう
～誰でもできる追試手順

子供熱中 教室激変！
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出
逢
っ
た
時
が
「
底
」。
後
は
上
が
る
だ
け

い
か
な
る
困
難
を
抱
え
た
個
人
と
、
そ
の
個
人
が
集
め
ら
れ
た
集
団
で
あ
ろ
う
と
も
、
授
業
を

中
核
に
し
て
向
上
的
変
容
を
実
現
し
て
い
く
。
荒
野
を
切
り
拓
き
丁
寧
に
開
墾
し
、
の
ち
に
作

物
の
実
り
を
得
る
が
ご
と
き
営
み
で
あ
る
。

　

あ
る
年
の
初
夏
、
職
員
室
で
悲
鳴
に
近
い
声

が
上
が
っ
た
。
入
学
後
初
の
定
期
考
査
の
結
果

（
い
わ
ゆ
る
「
成
績
個
票
」）
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
た
瞬
間
だ
。

　

当
時
の
我
が
学
級
は
他
学
級
に
比
し
て
、
す

べ
て
の
教
科
の
平
均
点
が
最
下
位
で
あ
っ
た
。

　

一
学
期
の
時
点
で
集
団
と
し
て
見
れ
ば
、
確

か
に
、
問
題
点
の
多
い
「
群
れ
」
で
あ
っ
た
。

　

で
は
一
人
一
人
を
見
る
と
ど
う
な
の
か
。

　

五
教
科
五
〇
〇
点
満
点
で
個
々
の
結
果
を
追

う
。

　

一
〇
〇
点
台
が
四
〇
名
弱
中
四
名
。

　

二
〇
〇
点
台
が
四
〇
名
弱
中
一
一
名
。

　

合
わ
せ
て
一
五
名
、
三
九
％
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
他
学
級
は
六
名
、
七
名
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

中
学
一
年
生
の
最
初
の
テ
ス
ト
で
、
こ
れ
で

あ
る
。
職
員
が
驚
く
の
も
無
理
は
な
い
。

　

十
数
年
来
研
究
や
仕
事
を
共
に
し
て
き
た
専

門
医
た
ち
が
言
う
。「
テ
ス
ト
で
五
〇
点
を
取

れ
な
い
子
供
た
ち
に
は
、
そ
の
学
年
の
教
育
課

程
が
合
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
よ
」

　

そ
の
ラ
イ
ン
を
、
三
割
四
割
の
子
供
た
ち
が

ク
リ
ア
で
き
て
い
な
い
、
と
い
う
事
実
が
眼
前

に
数
値
と
し
て
示
さ
れ
た
の
だ
。

「
で
も
、
毎
日
授
業
し
て
い
れ
ば
、
実
感
と
し

て
分
か
る
で
し
ょ
う
」
と
言
う
と
、「
確
か
に

そ
う
で
す
ね
え
」
と
落
ち
着
い
た
。

　

そ
の
日
の
帰
り
の
会
で
個
票
を
配
付
し
た
。

興
奮
が
静
ま
っ
た
の
ち
、
私
は
子
供
た
ち
に

言
っ
た
。

「
今
が
底
。
君
た
ち
全
員
、
こ
こ
か
ら
な
ん
だ

よ
」

　

私
を
見
て
い
た
全
員
の
目
に
、
一
瞬
、
力
が

こ
も
っ
た
よ
う
に
思
え
た
。
必
ず
伸
び
る
。
そ

う
確
信
し
た
。

　

彼
ら
の
思
い
が
、
最
初
は
錯
覚
で
も
い
い
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
お
お
よ
そ
す
べ
て
の
ケ
ー
ス

が
そ
う
だ
っ
た
で
は
な
い
か
。

　

俺
に
も
で
き
る
か
も
。

　

私
に
も
可
能
か
も
。

　

そ
こ
か
ら
始
め
て
、
一
つ
一
つ
、
実
現
さ
せ

て
い
く
の
だ
。
授
業
を
中
核
と
し
て
、
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
、
教
師
の
最
大
の
仕
事
だ
。

　

教
師
は
子
供
の
自
己
実
現
を
支
え
る
の
で

あ
っ
て
、
己
の
自
己
実
現
の
た
め
に
子
供
を
用

い
る
も
の
で
は
な
い
。

　

自
分
で
は
な
く
、
目
の
前
の
子
供
に
こ
そ
光

を
当
て
る
。

　

そ
う
い
う
教
師
を
、
私
は
求
め
て
い
る
。

　

そ
う
い
う
教
師
に
だ
け
、
後
を
継
い
で
い
っ

て
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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谷
たに

和
かず

樹
き

④
　
カ
ー
ド
の
持
ち
方
を
二
種
類
、

実
演
し
、
そ
の
コ
ツ
を
解
説
せ
よ
。

⑤
　
そ
の
二
種
類
の
持
ち
方
そ
れ
ぞ

れ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

述
べ
よ
。

⑥
　
カ
ー
ド
を
め
く
っ
て
い
く
正
し

い
方
向
を
実
演
し
、
そ
の
理
由
を

解
説
せ
よ
。

⑦
　
カ
ー
ド
を
め
く
る
ス
ピ
ー
ド
感

を
実
演
し
、
そ
の
理
由
を
解
説
せ

よ
。

⑧
　
二
回
リ
ピ
ー
ト
、
一
回
リ
ピ
ー

ト
、
子
供
だ
け
、
の
パ
タ
ー
ン
を

実
演
せ
よ
。

⑨
　
カ
ー
ド
を
「
裏
返
す
」
ス
キ
ル

を
実
演
せ
よ
。

⑩
　
カ
ー
ド
を
二
枚
同
時
に
め
く
る

ス
キ
ル
を
実
演
せ
よ
。

⑪
　
カ
ー
ド
を
ラ
ン
ダ
ム
に
見
せ
る

ス
キ
ル
を
実
演
せ
よ
。

⑫
　「
ひ
ら
ひ
ら
カ
ー
ド
」「
じ
わ
じ

わ
カ
ー
ド
」
等
数
種
類
の
楽
し
い

方
法
を
実
演
せ
よ
。（
続
く
）

遅
れ
て
帰
っ
て
き
た
子
も
「
に
に
ん

が
し
！
」
な
ど
と
声
に
出
し
な
が
ら

入
っ
て
き
て
、
自
然
に
席
に
着
く
。

ひ
と
区
切
り
つ
い
た
ら
、
一
瞬

シ
ー
ン
と
な
る
。
そ
の
瞬
間
「
教
科

書
を
出
し
な
さ
い
」
と
言
え
ば
い
い
。

瞬
く
間
に
全
員
が
、

授
業
モ
ー
ド

に
ス
イ
ッ
チ
し
て
く
れ
る
の
だ
。

基
本
の
基
本
は
こ
れ
だ
け
な
の
だ

が
、「
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
キ
ル
」
と
し

て
は
、
も
う
若
干
の
知
識
と
コ
ツ
と

ス
キ
ル
と
が
あ
る
。

次
の
問
い
に
す
べ
て
ス
ラ
ス
ラ
と

答
え
ら
れ
る
な
ら
、
あ
な
た
は
基
本

的
な
こ
と
は
身
に
付
け
て
い
る
と
判

定
し
て
よ
い
。

①
　
一
回
に
扱
う
枚
数
の
目
安
は
何

枚
程
度
か
述
べ
よ
。

②
　
少
な
い
枚
数
が
よ
い
フ
ラ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
は
ど
ん
な
タ
イ
プ
？

③
　
枚
数
が
多
く
て
も
よ
い
フ
ラ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
は
ど
ん
な
タ
イ
プ
？

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
か
ら
解
説
し

て
み
よ
う
。

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
毎
時
間
必

ず
や
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
必

要
な
と
き
に
は
い
つ
で
も
効
果
的
に
、

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
実
施
で
き
る

腕
が
あ
る
な
ら
、
そ
の
教
師
は
大
き

な
武
器
を
手
に
入
れ
て
い
る
の
と
同

じ
だ
。

向
山
洋
一
氏
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
「
教
科
を
教
え
る
教
具
」

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、「
学
級
経

営
を
安
定
さ
せ
る
教
具
」
と
し
て
も

位
置
付
け
て
い
る
。
名
付
け
て

一
分
間
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

授
業
の
開
始
、
ほ
ん
の
一
分
間
だ

け
で
い
い
。
教
室
に
入
っ
た
ら
、
笑

顔
で
子
供
た
ち
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
見
せ
る
。

そ
し
て
「
は
い
」
と
言
う
。

そ
れ
だ
け
で
あ
る
。

何
も
説
明
し
な
く
て
い
い
。

子
供
た
ち
は
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
読
み
始
め
る
。
教
師
は
リ
ズ
ム
よ

く
め
く
っ
て
い
け
ば
い
い
。

「
こ
ち
ら
を
向
き
な
さ
い
」
と
か

「
静
か
に
し
な
さ
い
」
と
か
、
余
計

な
注
意
は
一
切
い
ら
な
い
。

子
供
た
ち
の
数
名
が
声
を
出
し
始

め
れ
ば
、
他
の
子
た
ち
も
自
然
に
合

流
し
て
く
る
。
休
み
時
間
か
ら
少
し

授業のベーシック
スキル８
「教材・教具の駆使」⑵
まず「フラッシュカード」か
ら考えよう。ごくごく基本的
なフラッシュカードのスキル
について紹介する。初任者で
も必ずできてほしい内容だ。

授業の
ベーシックスキル
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私
は
天
体
に
関
し
て
全
く
の
素
人
同
然
で
教

師
に
な
っ
た
。
新
任
の
年
、
林
間
学
校
の
夜
、

先
輩
理
科
教
師
が
「
夏
の
大
三
角
形
が
き
れ
い

だ
ね
」
と
話
し
か
け
て
き
て
も
、「
そ
れ
何
で

す
か
？
」
と
聞
き
返
し
た
ほ
ど
だ
。

　

そ
ん
な
私
が
天
体
に
興
味
を
も
ち
、
ヘ
ッ
ド

ア
ー
ス
モ
デ
ル
と
い
う
指
導
法
を
開
発
で
き
た

の
は
、
感
動
と
納
得
い
く
ま
で
探
究
し
続
け
た

教
師
修
業
の
お
か
げ
だ
。

　

き
っ
か
け
は
、
最
初
の
ボ
ー
ナ
ス
で
買
っ
た

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
で
の
天
体
写
真
撮
影
だ
。
で

き
あ
が
っ
た
写
真
に
オ
リ
オ
ン
座
や
冬
の
大
三

角
形
が
き
れ
い
に
写
っ
て
い
て
感
動
。
そ
れ
以

来
、日
食
を
見
に
沖
縄
、ハ
ワ
イ
、上
海
へ
、オ
ー

ロ
ラ
を
見
に
イ
エ
ロ
ー
ナ
イ
フ
へ
行
く
ほ
ど
天

体
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

感
動
は
子
供
た
ち
に
伝
わ
る
。
金
環
食
を
沖

縄
で
見
て
羽
田
か
ら
学
校
に
直
行
。「
本
物
は

写
真
と
全
く
違
う
」
と
熱
く
語
っ
た
。
私
の
熱

が
伝
わ
っ
た
の
か
、
小
笠
原
近
海
の
日
食
を
見

に
船
で
遠
征
し
た
卒
業
生
、
ハ
レ
ー
彗
星
を

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
見
た
卒
業
生
が
出
現
し
た
。

　

一
方
、
天
体
分
野
の
指
導
法
は
、
素
人
の
自

分
が
納
得
す
る
ま
で
教
材
研
究
し
た
。
ヒ
ン
ト

に
な
っ
た
の
が
『
中
学
校
理
科
指
導
資
料　

身

近
な
自
然
を
重
視
し
た
理
科
指
導
』（
文
部
省　

大
日
本
図
書
、
一
九
八
〇
年
）
に
一
ペ
ー
ジ
だ

け
あ
っ
た
「
地
球
を
人
の
頭
に
し
た
指
導
事

例
」
だ
っ
た
。
自
分
で
や
っ
て
み
る
と
よ
く
分

か
っ
た
。

　

最
初
は
方
位
を
示
す
か
ぶ
り
物
が
な
か
っ
た
。

頭
を
洗
う
と
き
に
赤
ち
ゃ
ん
が
か
ぶ
る
物
に
方

位
を
書
い
た
ら
使
え
る
の
で
は
と
、
サ
ー
ク
ル

で
意
見
を
も
ら
っ
た
。
そ
れ
が
画
用
紙
の
か
ぶ

り
物
と
な
り
、
一
九
九
一
年
に
は
日
本
教
育
技

術
学
会
で
、
ヘ
ッ
ド
ア
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ
を
か

ぶ
っ
て
発
表
し
た
。

　

夏
と
冬
の
太
陽
の
南
中
高
度
の
違
い
を
体
験

的
に
理
解
で
き
る
よ
う
、
上
半
身
を
傾
け
自
転

す
る
方
法
も
開
発
。
そ
れ
を
使
う
と
、
季
節
に

よ
る
満
月
の
南
中
高
度
の
違
い
を
生
徒
自
身
が

発
見
し
、
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

私
が
納
得
で
き
ず
悩
ん
で
い
た
の
が
、
春
と

秋
の
三
日
月
の
傾
き
の
違
い
だ
っ
た
。
二
〇
〇

八
年
中
学
教
師
を
辞
め
る
直
前
、
天
体
の
授
業

を
し
て
い
た
あ
る
日
、
お
風
呂
の
中
で
頭
を
傾

け
て
考
え
て
い
た
。
す
る
と
水
面
が
地
球
の
公

転
面
と
な
り
、
そ
れ
に
対
す
る
日
本
の
地
平
面

が
変
わ
る
こ
と
に
気
付
い
て
解
決
！

　

さ
ら
に
今
年
に
な
っ
て
、
日
食
の
影
の
移
動

に
つ
い
て
新
た
な
気
付
き
が
あ
っ
た
。

　

向
山
氏
の
「
教
師
修
業
は
果
て
し
が
な
く
」

を
実
感
し
て
い
る
。

　「
教
師
修
業
は
果
て
し
が
な
く
」

学
び
の
原
動
力
は
感
動
。
教
師
自
身
が
感
動
し
、
納
得
い
く
ま
で
教
材
研
究
し
て
、
子
供
た
ち
が
感
動
す
る
理
科
授
業
を
目
指

そ
う
。

日
本
理
科
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

小こ

森も
り

栄え
い

治じ

授業技量向上授業技量向上のの法則法則
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い
い
本
で
あ
る
。

細
部
に
希
望
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

自
ら
の
体
験
が
語
ら
れ
て
い
る
。

知
識
の
権
威
の
外
か
ら
言
葉
が
紡
が
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
拍
子
ぬ
け
す
る
ほ
ど
「
普
通
」
だ
。

向
山
行
雄
氏
（
元
全
国
連
合
小
学
校
長
会
会
長
）

が
、
熊
本
に
講
師
と
し
て
見
え
た
と
き
、
お
母
様

の
こ
と
を
語
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

「
ご
く
普
通
の
人
で
し
た
よ
」

謙
遜
さ
れ
て
の
こ
と
だ
と
思
う
が
、
普
通
の
人
の

子
育
て
が
長
い
年
月
を
経
て
、
普
遍
の
こ
と
だ
っ
た

と
教
え
て
く
れ
る
。
向
山
洋
一
、
向
山
行
雄
と
い
う

ビ
ッ
グ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
何
よ
り
の
エ
ビ
デ
ン
ス
だ
。

生
き
て
い
れ
ば
、
な
ん
ら
か
の
意
味
で
当
事
者

で
あ
る
。

子
育
て
は
そ
の
最
た
る
も
の
だ
。

成
長
は
、
子
供
も
親
も
未
知
の
感
覚
だ
。

言
語
化
す
る
こ
と
が
難
し
い
世
界
だ
。

悩
み
を
抱
え
な
が
ら
も
、
そ
の
苦
し
み
は
喜
び

と
転
化
し
、
プ
ロ
セ
ス
は
記
憶
か
ら
消
え
て
し
ま
う
。

子
育
て
期
は
、
悩
む
暇
も
な
い
ほ
ど
あ
っ
と
い

う
間
だ
。
第
１
章
の
Ｑ
Ａ
で
も
そ
の
こ
と
が
語
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
悩
み
を
抱
え
て
苦
し
ん
で
い

る
人
も
い
る
。
極
端
な
場
合
、
世
間
で
は
虐
待
な

ど
の
悲
劇
が
生
じ
て
い
る
。

私
は
三
五
歳
の
と
き
、
は
じ
め
て
一
年
生
を
担

任
し
た
。
一
学
期
末
の
懇
談
会
は
恐
怖
だ
っ
た
。

長
男
、
長
女
の
子
が
多
く
、
悩
み
や
不
安
続
出
の

会
と
な
っ
た
の
だ
。
し
ど
ろ
も
ど
ろ
の
私
を
応
援

し
て
く
れ
る
保
護
者
が
い
た
。

「
心
配
い
り
ま
せ
ん
。
後
で
は
笑
い
話
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
担
任
の
先
生
を
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

そ
の
方
は
「
十
く
ん
」
の
お
母
さ
ん
だ
っ
た
。

名
前
を
「
み
つ
る
」
と
読
む
。
十
番
目
の
お
子
さ

ん
だ
っ
た
。
経
験
の
量
バ
ツ
グ
ン
だ
。
お
母
さ
ん

の
発
言
は
絶
大
だ
っ
た
。

最
近
、「
当
事
者
性
」「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」「
当

事
者
研
究
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
。

こ
の
方
面
で
も
、
向
山
氏
は
先
駆
者
だ
っ
た
。

水
野
氏
が
長
く
そ
れ
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
こ
と

を
知
っ
た
。
今
回
水
野
氏
は
、
本
を
「
編
む
」
側

に
ま
わ
り
、
お
母
さ
ん
先
生
を
登
壇
さ
せ
た
。

こ
う
し
た
当
事
者
の
声
が
集
ま
る
と
、
ひ
と
つ

の
方
向
性
が
見
え
て
く
る
。

〈
わ
た
し
の
問
い
は
わ
た
し
が
解
く
も
の
〉

「
当
事
者
研
究
」
の
ひ
と
つ
の
定
義
だ
。

こ
の
本
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
解
決
の
た
め
の

仕
組
み
を
提
供
し
た
こ
と
だ
。
自
分
の
抱
え
る
問
題
、

行
き
詰
ま
り
を
み
ん
な
の
場
に
出
し
、
み
ん
な
で

論
じ
合
う
。
こ
れ
が
水
野
氏
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る

「
子
育
て
部
屋
」
の
仕
組
み
だ
。

研
究
と
い
う
と
ど
う
し
て
も
理
論
に
走
り
が
ち

だ
。
勉
強
を
し
過
ぎ
た
本
は
失
敗
す
る
。
読
ま
れ

れ
ば
分
か
る
が
、
そ
の
辺
が
う
ま
く
抑
制
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
普
通
の
先
生
に
理
論
を
求
め
る
の
は
酷

だ
。
し
か
し
杞
憂
だ
っ
た
。
ど
の
先
生
も
「
苦
し
み

の
専
門
家
」「
悩
み
の
専
門
家
」
だ
っ
た
か
ら
だ
。

そ
の
点
で
、「
第
５
章　

我
が
子
の
事
実　

私
が

見
つ
け
た
『
親
と
し
て
の
実
感
と
感
動
』」
が
入
っ

た
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
悩
み
な
が
ら
も
、

子
育
て
を
通
し
て
自
身
を
昇
華
さ
せ
る
過
程
が
す

ば
ら
し
く
、
多
く
の
読
者
の
共
感
を
得
る
は
ず
だ
。

普
通
の
人
が
紡
い
だ

普
遍
の
本

日
本
の
伝
統
的
な
子
育
て
を
未
来
に
受
け
継
ぐ
。

『向山家の子育て　
21の法則』
（向山洋一・水野正司・
TOSS子育ての部屋編著　
騒人社）

吉よ
し

永な
が

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　
A

」

Q 話
の
聞
き
方
は
四
月
に
き
ち
ん
と
教
え
る

目
の
前
の
子
供
の
実
態
に
合
わ
せ
て
、
手
を
替
え
品
を
替
え
、
繰
り
返
し

指
導
す
る
。

他
に
も
、「
今
は
黙
り
ま
す
」
と
キ
ッ
パ
リ

と
言
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
話
を
し

た
い
子
に
は
あ
ま
り
効
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
は
、
み
ん
な
が
良
い
雰
囲
気
に

な
っ
た
時
に
、

「
そ
う
い
え
ば
、
み
ん
な
最
近
よ
く
頑
張
っ
て

る
よ
ね
」

と
良
い
行
動
の
具
体
例
を
出
し
た
上
で
、

「
で
も
、
ち
ょ
っ
と
先
生
、
気
に
な
る
こ
と
あ

る
ん
だ
よ
ね
。
先
生
が
喋
っ
た
時
に
、
す
ぐ
に

喋
っ
ち
ゃ
う
子
い
る
よ
ね
。
ど
う
思
い
ま
す

か
？
」

と
考
え
さ
せ
ま
す
。
す
る
と
、

「
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
」

と
言
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
別
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
み
ん
な
が
話
を
聞
け
る
と
き
に
、
そ
れ
は
ど

う
？
　
と
考
え
さ
せ
指
導
し
ま
す
。
そ
し
て
、

忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
、
前
よ
り
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
子
へ
の
声
が
け

で
す
。

「
前
よ
り
黙
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ね
。
聞
き
方

が
う
ま
く
な
っ
た
ね
」

と
褒
め
ま
す
。
目
の
前
の
子
供
に
合
わ
せ
て
、

先
生
が
話
を
し
始
め
た
ら
黙
る
。
黙
っ
て
話
を

聞
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
褒
め
る
、
を
手
を
替

え
品
を
替
え
繰
り
返
し
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
が
黙
る
」

教
室
が
シ
ー
ン
と
な
っ
た
ら
、
す
か
さ
ず
、

「
よ
く
で
き
た
ね
」

と
褒
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
指
導
を
や
っ
て
お
か
な
い
と
、

一
年
間
、
大
変
に
な
り
ま
す
。
四
月
に
教
え
、

練
習
し
て
お
く
こ
と
で
、
基
本
的
に
子
供
た
ち

は
、
私
が
話
し
た
ら
黙
り
ま
す
。

２　

そ
れ
で
も
口
を
挟
む
子
が
い
た
ら

現
在
、
二
年
生
を
担
任
し
て
い
ま
す
。
話
を

始
め
る
と
、
自
分
の
話
を
し
た
く
て
し
た
く
て

仕
方
が
な
い
と
い
う
子
が
何
人
か
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
子
に
対
し
て
は
、
別
の
対
応
を
し
ま

す
。
そ
れ
は
、「
あ
ん
ま
り
相
手
を
し
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
話
を
し
て
欲
し
い
子
に
話

し
か
け
て
し
ま
う
と
、
相
手
を
し
て
も
ら
え
る

と
思
い
、
さ
ら
に
話
を
し
始
め
て
し
ま
う
の
で
、

無
視
を
し
ま
す
。
無
視
す
る
こ
と
が
す
ご
く
大

事
だ
と
い
う
時
も
あ
り
ま
す
。

教
師
が
話
を
し
て
い
る
途
中
に
話
を
す

る
子
が
い
ま
す
。
井
戸
先
生
は
、
教
師

が
話
を
し
て
い
る
と
き
、
途
中
で
口
を
挟

む
児
童
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
指
導

を
し
て
い
ま
す
か
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

井い

戸ど

砂さ

織お
り

愛
知
県
豊
田
市
立

中
山
小
学
校

　

１　

四
月
に
指
導
す
る
聞
き
方
ル
ー
ル

基
本
は
四
月
に
話
の
聞
き
方
の
ル
ー
ル
を

教
え
ま
す
。

一
つ
目
は
、
先
生
が
話
を
始
め
た
ら
黙
る
。

二
つ
目
は
、
教
室
の
電
話
が
鳴
っ
た
ら
黙
る
。

三
つ
目
は
、
放
送
が
流
れ
た
ら
黙
る
。

教
え
た
後
に
、
練
習
も
し
ま
す
。
例
え
ば
、

こ
の
よ
う
に
や
り
ま
す
。

電
話
が
き
ま
し
た
。
ル
ル
ル
（
電
話
の
音
）、

A

動画
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向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
教
授
・

教
育
学
部
長

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

学
問
と
は
何
か

歳
に
な
る
Ｎ
子
に
貸
し
た
の
は
九
年
前
の
ク

ラ
ス
会
。「
デ
ー
タ
化
し
た
い
の
で
し
ば
ら

く
借
り
た
い
」
と
い
う
の
で
貸
し
た
ま
ま
。

　

長
い
手
紙
を
添
え
、
た
っ
た
一
冊
し
か
な

い
新
卒
時
代
の
学
級
通
信
が
戻
っ
て
き
た
。

　

茶
色
に
焼
け
た
学
級
通
信
を
、
久
し
ぶ
り

に
ぱ
ら
ぱ
ら
と
め
く
っ
た
。

五
年
一
組
学
級
通
信

『
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
』
第
五
九
号
　

一
九
七
四
年
十
月
二
五
日
（
金
）

「
考
え
る
」
と
は
⋮
⋮

　

授
業
を
し
て
い
る
と
き
に
、
私
は
照
準
を

子
ど
も
た
ち
の
目
に
合
わ
せ
る
。
目
を
見
れ

ば
、
そ
の
授
業
に
ど
れ
ほ
ど
参
加
し
て
い
る

か
が
わ
か
る
か
ら
だ
。
顔
を
黒
板
に
向
け
、

鉛
筆
を
に
ぎ
り
し
め
て
い
る
子
で
も
、
目
が

死
ん
で
い
る
場
合
も
あ
る
。
逆
に
、
後
ろ
を

向
い
て
消
し
ゴ
ム
を
投
げ
て
も
、
目
が
生
き

　

有
名
な
港
町
は
、
ど
こ
も
後
ろ
に
山
を
背

負
う
。
小
樽
、
函
館
、
宮
古
、
横
浜
、
横
須

賀
、
下
田
、
小
浜
、
神
戸
、
長
崎
。
高
台
か

ら
の
景
色
が
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

し
ゃ
れ
た
は
や
り
歌
の
文
句
に
も
な
る
。

　

鞆
の
浦
は
、
二
〇
〇
八
年
ジ
ブ
リ
映
画

﹃
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
﹄
の
舞
台
に
も
な
っ
た
。

だ
か
ら
、
若
い
旅
人
も
い
る
。
そ
れ
を
当
て

込
ん
だ
古
民
家
カ
フ
エ
や
パ
ス
タ
、
駄
菓
子

屋
な
ど
も
点
在
す
る
。

　

も
と
も
と
教
師
に
な
っ
た
の
は
、
休
み
が

多
く
て
旅
が
た
く
さ
ん
で
き
る
と
思
っ
た
か

ら
。
不
埒
な
理
由
だ
。
つ
か
の
間
の
旅
で
、

ま
た
一
つ
、
日
本
の
伝
統
を
再
発
見
し
た
。

二
　
新
卒
時
代
の
学
級
通
信

　

教
え
子
に
貸
し
た
学
級
通
信
「
お
た
ま

じ
ゃ
く
し
」
の
合
本
が
返
却
さ
れ
た
。
五
八

一
　
秋
の
瀬
戸
内
の
旅

　

鞆
の
浦
で
瀬
戸
内
海
の
東
西
の
海
流
が
、

ぶ
つ
か
る
。
満
潮
時
、
難
波
方
面
か
ら
の
船

が
入
港
。
長
州
方
面
か
ら
の
北
前
船
も
や
っ

て
く
る
。
鞆
は
東
西
の
船
荷
の
交
易
を
す
る
。

潮
が
引
く
の
を
待
っ
て
、
船
は
東
西
に
分
か

れ
て
勢
い
よ
く
出
港
す
る
。

　

昨
秋
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
休
み
に
鞆
の
浦
を

訪
ね
た
。
先
年
、
尾
道
・
岩
国
を
訪
ね
た
時

に
寄
り
そ
こ
ね
た
地
。
あ
こ
が
れ
た
町
が
そ

こ
に
あ
っ
た
。

　

町
の
高
台
か
ら
見
は
る
か
す
鞆
の
町
。
江

戸
時
代
か
ら
の
町
割
り
が
そ
の
ま
ま
残
る
。

狭
い
道
に
沿
っ
て
、
地
場
産
業
の
鉄
工
所
も

連
な
る
。
質
の
高
い
船
の
錨
︵
い
か
り
︶
は

特
産
品
だ
。
坂
本
龍
馬
や
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か

り
の
地
も
あ
る
。
そ
し
て
前
面
に
瀬
戸
内
海

が
広
が
る
。

の

新
時
代

54
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校
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語
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の
島
と
岩
礁
、
ま
さ
に
海
の
難
所
な
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
、
源
平
の
壇
ノ
浦
の
戦
い
、
村

上
水
軍
の
活
躍
な
ど
の
知
識
が
有
機
的
に
結

び
付
く
。
そ
し
て
、
潮
待
ち
や
風
待
ち
港
の

重
要
性
。
大
三
島
や
尾
道
な
ど
の
後
背
地
と

し
て
の
街
の
発
展
。
著
名
な
文
化
財
や
花
街

の
形
成
等
、
い
く
つ
か
の
景
観
は
関
連
付
け

る
よ
う
に
な
る
。

　

大
量
の
干
し
ニ
シ
ン
を
乗
せ
て
入
港
す
る

蝦
夷
地
か
ら
の
北
前
船
。
そ
れ
が
田
畑
の
肥

料
と
な
り
、
農
作
物
の
増
産
に
寄
与
す
る
。

京
都
の
に
し
ん
そ
ば
や
大
阪
の
塩
昆
布
、
博

多
の
明
太
子
な
ど
、
蝦
夷
地
の
産
物
が
形
を

変
え
て
今
に
伝
わ
る
。

　

幼
少
期
に
注
入
さ
れ
た
知
識
、
地
図
を
見

る
技
能
。
そ
れ
が
、
数
十
年
を
経
て
、
実
際

の
見
聞
を
通
し
て
、
生
き
た
思
考
力
と
な
っ

て
結
実
す
る
。
新
卒
時
代
の
学
級
通
信
で
述

べ
た
、
肝
心
の
「
思
考
力
」
が
、
や
っ
と
こ

追
い
か
け
て
き
た
。

　

遅
い
結
実
な
の
だ
が
、
こ
れ
は
こ
れ
で
悪

く
な
い
。
学
問
と
は
そ
う
い
う
も
の
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

懐
か
し
く
も
あ
る
。

三
　
旅
の
空
で
考
え
る
こ
と

　

私
が
小
学
生
の
頃
、
社
会
科
授
業
は
ノ
ー

ト
ま
と
め
。
あ
と
は
、
地
図
帳
と
に
ら
め
っ

こ
。
小
学
校
地
図
帳
で
は
物
足
り
ず
、
買
い

求
め
た
中
学
校
地
図
帳
で
隣
席
の
Ｙ
君
と
地

名
探
し
。
Ｙ
君
は
数
年
後
、
日
比
谷
高
校
か

ら
東
大
法
学
部
に
進
学
し
た
。

　

小
学
校
も
中
学
校
高
校
も
、
知
識
注
入
の

社
会
科
学
習
。
だ
か
ら
、「
考
え
る
社
会
科

学
習
」
の
経
験
が
な
い
。

　

知
識
注
入
の
社
会
科
で
は
、
瀬
戸
内
海
は

外
海
で
は
な
く
て
「
内
海
」
だ
か
ら
波
が
穏

や
か
。
実
際
、
高
知
県
の
外
海
に
比
べ
れ
ば
、

鏡
の
よ
う
に
静
か
だ
。

　

し
か
し
、
鞆
の
浦
を
訪
ね
て
、
波
こ
そ
な

い
も
の
の
、
潮
の
流
れ
が
い
か
に
航
行
に
重

要
か
が
分
か
っ
た
。
た
し
か
に
、
瀬
戸
内
海

に
は
「
灘
」
が
多
い
。
小
学
校
用
地
図
帳
で

も
、
紀
伊
水
道
か
ら
西
へ
、
播
磨
灘
、
燧ひ

う
ち

灘
、

安
芸
灘
、
伊
予
灘
、
周
防
灘
と
「
灘
」
ば
か

り
続
く
。

　

急
な
潮
の
流
れ
と
、
立
ち
は
だ
か
る
大
小

生
き
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　

⋮
⋮
私
は
、
学
校
教
育
︵
特
に
小
学
校
教

育
︶
の
大
き
な
柱
の
一
つ
は
、「
思
考
力
を

高
め
る
」
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
が

あ
っ
て
の
知
識
や
技
能
で
あ
る
と
思
う
。

　

そ
れ
が
逆
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
知

識
や
技
能
な
ど
が
先
行
し
て
し
ま
っ
て
、
か

ん
じ
ん
の
「
思
考
力
」
が
あ
と
か
ら
や
っ
と

こ
追
っ
か
け
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

　

深
い
と
こ
ろ
で
、「
思
考
力
」
よ
り
、
小

手
先
の
「
知
識
、
技
能
」
と
い
う
傾
向
が
あ

る
の
で
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

い
か
に
も
未
熟
な
文
章
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
後
、
教
育
界
は
高
度
成
長
期
の
波
に
乗

り
、
大
量
の
知
識
爆
発
の
時
代
に
な
っ
て
い

く
。
小
学
校
で
も
集
合
の
概
念
を
教
え
る
よ

う
に
な
る
。
そ
ん
な
時
代
に
な
る
こ
と
へ
の

危
惧
を
、
新
卒
時
代
の
私
は
肌
感
覚
で
察
知

し
て
い
た
よ
う
に
も
思
え
る
。

「
若
い
」
と
い
う
文
字
は
「
苦
し
い
」
と
い

う
文
字
に
似
て
い
る
と
い
う
歌
が
流
行
し
た
。

一
九
六
九
年
の
頃
だ
っ
た
。
生
き
方
に
不
器

用
で
「
苦
し
い
」
日
々
。
し
か
し
、
断
定
的

で
直
截
的
な
物
言
い
が
、
今
と
な
っ
て
は
、
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関
で
あ
り
、
そ
の
附
属
学
校
も
そ
う
で
あ
る
。

最
終
責
任
は
文
部
科
学
大
臣
に
あ
り
、
私
は
、

国
立
大
学
の
附
属
学
校
を
所
管
す
る
課
の
責

任
者
で
あ
っ
た
。

　

私
が
所
属
す
る
高
等
教
育
局
の
ほ
か
、
多

く
の
部
署
が
所
管
を
超
え
て
、
協
力
を
し
て

く
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

だ
れ
が
ど
の
よ
う
に
判
断
し
た
か
、
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
そ
の
日
の
午
後
に
は
、
大

臣
政
務
官
と
初
等
中
等
教
育
局
の
審
議
官
が
、

大
阪
に
向
か
い
、
被
害
に
あ
っ
た
児
童
た
ち

が
収
容
さ
れ
て
い
る
病
院
な
ど
に
、
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
に
行
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
現

地
の
混
乱
の
中
、
被
害
に
あ
っ
た
ご
家
族
に

会
う
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
っ
た
。

　

次
の
日
は
、
土
曜
日
だ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
る
。
現
地
の
小
学
校
で
、
保
護
者
へ
の
説

明
会
を
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、「
そ
こ
に
、
文
部
科
学
省
か
ら
し

か
る
べ
き
者
が
出
席
す
べ
き
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
が
政
府
内
で
出
た
。
事
件
当
日

の
夜
も
相
当
遅
い
時
間
に
、
大
臣
秘
書
官
等

二
　
六
月
九
日

詳
し
い
情
報
は
分
か
ら
な
い
。
現
実
感
が
な

い
中
、
呆
然
と
テ
レ
ビ
画
面
を
見
る
し
か
な

か
っ
た
。
テ
レ
ビ
か
ら
、「
心
肺
停
止
に
な
っ

た
子
供
が
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
」
な
ど
の
信

じ
ら
れ
な
い
情
報
が
流
れ
て
く
る
。
現
地
の

学
校
と
も
十
分
な
連
絡
が
取
れ
ず
、
な
す
す

べ
も
な
い
中
、
と
り
あ
え
ず
、
担
当
係
長
に

現
地
に
向
か
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

徐
々
に
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
犯
人
は

捕
ま
っ
た
が
、
子
供
や
教
員
に
多
く
の
被
害

が
出
て
い
る
と
の
こ
と
。
そ
し
て
、
痛
ま
し

い
こ
と
に
、
八
名
の
児
童
の
命
が
奪
わ
れ
た

こ
と
が
判
明
し
た
。

　

当
時
は
、
ま
だ
、
国
立
大
学
は
法
人
化
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
国
立
大
学

は
文
部
科
学
省
が
直
接
、
設
置
運
営
す
る
機

　

そ
の
日
の
朝
、
ど
の
よ
う
に
情
報
が
伝

わ
っ
て
き
た
の
か
、
当
時
の
記
憶
が
は
っ
き

り
し
な
い
。
そ
の
時
、
私
が
課
長
を
し
て
い

た
専
門
教
育
課
の
隣
の
部
屋
の
教
育
大
学
室

か
ら
、
大
阪
教
育
大
学
附
属
池
田
小
学
校
で

大
変
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
連

絡
が
入
っ
た
。
そ
の
部
屋
に
入
り
、
つ
け
ら

れ
た
テ
レ
ビ
を
見
る
と
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か

ら
だ
ろ
う
か
、
空
の
上
か
ら
の
映
像
と
し
て
、

小
学
校
の
校
庭
に
人
が
集
ま
り
、
救
急
車
が

止
め
ら
れ
て
い
る
様
子
が
目
に
飛
び
込
ん
で

き
た
。
学
校
に
暴
漢
が
入
っ
た
よ
う
で
、
子

供
た
ち
に
被
害
が
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
現
場
が
混
乱
し
て
い
て
、
そ
れ
以
上
の

一
　
二
〇
〇
一
年
六
月
八
日

大
阪
教
育
大
学
附
属

池
田
小
学
校
事
件

祈
り
と
誓
い
の
集
い
。
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毎
年
、
附
属
池
田
小
学
校
に
お
い
て
、
ご
遺

族
は
じ
め
関
係
者
を
招
き
、
祈
り
と
誓
い
の

集
い
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
の
現
職
の
と
き
は
、
こ
の
集

い
に
参
加
す
る
こ
と
は
控
え
て
い
た
。
け
れ

ど
も
、
文
部
科
学
省
を
退
職
し
て
、
現
在
の

関
西
で
の
勤
務
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
昨

年
二
〇
二
一
年
に
初
め
て
そ
の
集
い
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

ご
遺
族
の
方
々
の
文
部
科
学
省
へ
の
思
い

は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
か
と
少
し
心
配
が
あ
っ

た
が
、
集
い
が
終
わ
っ
た
後
、
ご
遺
族
の
何

人
か
が
歩
み
寄
り
声
を
か
け
て
く
れ
た
。
お

互
い
の
現
在
の
こ
と
を
笑
顔
で
語
る
こ
と
が

で
き
、
出
席
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ

た
。

的
に
は
国
と
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

文
部
科
学
省
側
と
し
て
は
、
私
が
、
ご
遺
族

の
方
々
の
対
応
の
責
任
者
と
な
っ
た
。

　

ご
遺
族
の
ご
自
宅
に
お
伺
い
し
て
、
仏
壇

に
お
参
り
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

何
回
か
、
学
校
で
ご
遺
族
の
方
々
と
意
見
交

換
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

ご
遺
族
の
方
々
は
、「
も
ち
ろ
ん
、
犯
人

が
最
も
憎
む
べ
き
相
手
だ
が
、
朝
、
元
気
で

送
り
出
し
た
わ
が
子
が
ど
う
し
て
あ
の
よ
う

な
こ
と
に
な
っ
た
か
、
ど
う
し
て
、
学
校
の

教
員
は
子
供
た
ち
を
守
れ
な
か
っ
た
か
、
そ

の
真
実
を
何
と
し
て
も
知
り
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
が
た
い
へ
ん
強
く
、
そ
の
思
い
に
懸

命
に
お
応
え
す
る
毎
日
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
事
件
を
教
訓
に
、
大
阪
教

育
大
学
は
、
学
校
の
安
全
に
つ
い
て
、
多
く

の
研
究
や
教
育
実
践
を
行
っ
た
。
ま
た
、
附

属
池
田
小
学
校
に
お
い
て
も
、
学
校
安
全
に

つ
い
て
全
国
の
学
校
の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
事
件
が
あ
っ
た
六
月
八
日
に
は
、

四
　
二
〇
二
一
年
六
月
八
日

と
相
談
し
た
結
果
、
当
時
、
文
部
科
学
省
の

副
大
臣
だ
っ
た
、
現
総
理
の
岸
田
文
雄
氏
に

出
席
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
私
が
お
供
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

学
校
説
明
会
の
冒
頭
、
文
部
科
学
省
を
代

表
し
て
岸
田
副
大
臣
か
ら
挨
拶
し
て
い
た
だ

く
原
稿
を
、
私
は
徹
夜
で
書
き
上
げ
た
。
こ

の
種
の
原
稿
は
、
省
内
の
大
臣
官
房
の
し
か

る
べ
き
人
の
了
解
を
得
て
完
成
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
時
は
、
そ
う
い
う
余
裕
も

な
く
、
私
の
原
案
を
、
当
日
、
副
大
臣
に
お

渡
し
し
た
。

　

岸
田
副
大
臣
は
、
当
日
朝
早
く
東
京
を
た

ち
、
小
学
校
に
入
り
、
現
地
で
ご
遺
族
始
め
、

学
校
関
係
者
に
大
変
丁
寧
に
対
応
さ
れ
た
。

　

け
が
を
し
て
入
院
し
て
い
る
児
童
や
教
員

の
ケ
ア
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
あ
る
が
、
何
よ

り
、
命
を
な
く
し
た
児
童
の
ご
遺
族
八
家
庭

の
方
々
へ
の
対
応
が
最
優
先
で
あ
っ
た
。

　

附
属
小
学
校
の
校
長
以
下
教
職
員
、
そ
し

て
、
大
阪
教
育
大
学
の
学
長
ほ
か
教
職
員
が

も
ち
ろ
ん
直
接
の
対
応
に
あ
た
る
が
、
最
終

三
　
そ
の
後
の
対
応

イラスト：水川勝利
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向
山
論
文

向
山
式
指
導
法
を
知
っ
て
い
る
教
師
と

知
ら
な
い
教
師
の
違
い

優
れ
た
指
導
法
を
身
に
付
け
れ
ば
、
五
〇
人
の
跳
び
箱
が
跳
べ
な
い
発
達
障
害
の
子
を
跳

ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
教
師
に
な
れ
る
。

根ね

本も
と

正ま
さ

雄お

元
千
葉
県
千
葉
市
立
高
浜
第
一
小
学
校
校
長

　

私
が
教
師
に
な
っ
た
頃
、日
本
中
で
「
跳

び
箱
が
跳
べ
な
い
子
の
指
導
方
法
」
の
研

究
が
さ
れ
て
い
た
。
ど
の
県
で
も
、
ど
の

市
町
村
で
も
「
跳
び
箱
の
跳
ば
せ
方
」
の

研
究
が
さ
れ
て
い
た
。（
中
略
）

　

研
究
方
法
も
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　

子
ど
も
同
士
の
話
し
合
い
の
方
法
が

あ
っ
た
。

　

映
像
を
と
っ
て
分
析
す
る
方
法
も
あ
っ

た
。

　

跳
び
箱
へ
の
手
の
つ
き
方
、
ふ
み
切
り

の
位
置
な
ど
を
教
師
が
教
え
る
方
法
も

あ
っ
た
。

　

数
百
、
数
千
の
「
学
校
の
研
究
紀
要
」

が
発
表
さ
れ
た
。
教
育
雑
誌
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
特
集
を
組
ん
だ
。
民
間
教
育
運

動
の
研
究
会
で
も
、
し
ば
し
ば
と
り
あ
げ

ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
た
く
さ
ん
の
研
究
の
結
果
、

跳
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
。
跳
べ
る
よ
う

に
な
っ
た
研
究
は
、
日
本
中
で
一
つ
も
な

か
っ
た
。

「
私
は
跳
ば
せ
ら
れ
る
」
と
、
主
張
し
て

き
た
斎
藤
喜
博
氏
の
「
跳
び
箱
の
指
導
」

を
、
雑
誌
「
教
育
」
誌
が
大
特
集
し
た
。

斎
藤
喜
博
氏
が
指
導
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

一
人
も
跳
べ
る
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
。

「
一
人
も
跳
ば
せ
ら
れ
な
か
っ
た
研
究
」

を
、
雑
誌
「
教
育
」
は
特
集
し
て
い
た
。

　

日
本
中
の
多
く
の
教
師
が
、
日
本
中
の

多
く
の
学
校
が
「
跳
び
箱
を
跳
べ
な
い
子
」

の
指
導
法
を
研
究
し
、
追
求
し
な
が
ら
、

誰
一
人
と
し
て
成
功
し
た
教
師
は
い
な

か
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
た
ま
た
ま
跳
べ
る
よ
う
に

　

二
〇
二
二
年
六
月
十
一
日
、
井
田
早
苗
氏
は

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ－

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
【
公
開
日
に
起
き
た
ド

ラ
マ
】
を
報
告
し
て
い
る
。

　

内
容
を
簡
単
に
説
明
す
る
。

＊
＊
＊

　

公
開
日
の
体
育
で
跳
び
箱
の
授
業
を
行
っ
た
。

跳
べ
な
い
子
供
が
一
人
い
た
。
最
後
の
最
後
で

ド
ラ
マ
が
起
こ
っ
た
。

　

跳
べ
な
か
っ
た
子
供
が
、
跳
び
箱
を
跳
び
越

え
た
の
で
あ
る
。
子
供
た
ち
と
、
保
護
者
か
ら

大
き
な
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

＊
＊
＊

　

井
田
氏
は
な
ぜ
、
跳
ば
せ
ら
れ
た
の
か
。
誰

で
も
跳
ば
せ
ら
れ
る
向
山
式
跳
び
箱
指
導
法
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

井
田
氏
は
「
絶
対
、
跳
べ
る
よ
」
と
子
供
を

励
ま
し
続
け
た
。
な
ぜ
「
絶
対
、
跳
べ
る
よ
」

と
断
言
で
き
た
の
か
。

　

そ
れ
は
向
山
式
跳
び
箱
指
導
法
が
多
く
の
教

師
の
力
で
実
証
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
向

山
式
跳
び
箱
指
導
法
に
絶
対
の
信
頼
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　

上
記
で
紹
介
し
て
い
る
の
が
、
そ
の
こ
と
の

根
拠
と
な
る
論
文
で
あ
る
。「
研
究
と
は
何
か
」

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
記
念
す
べ
き
論
文
で

向山洋一が教育界に創ってきたもの
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あ
る
。

「
す
ぐ
れ
た
指
導
法
を
工
夫
・
開
発
し
て
」「
そ

れ
を
他
の
人
々
に
分
か
ち
伝
え
ら
れ
た
論
文
に

す
る
」
こ
と
が
、
研
究
の
本
筋
で
あ
る
。

　

向
山
氏
の
跳
び
箱
指
導
法
の
論
文
に
よ
っ
て
、

全
国
の
教
師
が
子
供
に
跳
び
箱
を
跳
ば
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
も
、

井
田
氏
が
跳
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
の
後
半
で
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
教
師
た

ち
が
発
達
障
害
の
子
五
〇
名
を
集
め
て
、「
子

ど
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
」
を
実
施
し
た
様
子
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

報
告
Ａ
で
は
、
医
療
関
係
者
が
「
跳
び
箱
の

様
子
を
見
て
い
て
、
出
来
な
か
っ
た
子
が
15
分

練
習
し
た
だ
け
で
跳
べ
る
様
に
な
っ
た
姿
に
感

動
し
ま
し
た
。」
と
感
想
を
書
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
優
れ
た
方
法
は
跳
び
箱
以
外
、
漢
字
、

計
算
な
ど
で
も
通
じ
る
。

　

報
告
Ｂ
で
は
、「
漢
字
テ
ス
ト
28
点
↓
１
０

０
点
！　

一
番
の
や
ん
ち
ゃ
の
Ｒ
ち
ゃ
ん
。
１

学
期
の
50
問
テ
ス
ト
28
点
。
前
期
ま
と
め
50
問

テ
ス
ト
50
点
。
２
学
期
終
了
86
点
。
そ
し
て
、

今
回
学
年
末
１
０
０
点
‼
」
と
報
告
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

な
っ
た
例
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、そ
れ
は
「
た
ま
た
ま
」
の
「
偶

然
」
で
あ
っ
て
、「
研
究
成
果
」
で
は
な
い
。

研
究
成
果
と
は
「
そ
の
指
導
法
」
を
「
他

の
人
に
分
ち
伝
え
ら
れ
る
」
こ
と
が
必
要

だ
か
ら
で
あ
る
。

「
す
ぐ
れ
た
指
導
法
を
工
夫
・
開
発
し
て
」

「
そ
れ
を
他
の
人
々
に
分
ち
伝
え
ら
れ
る

論
文
に
す
る
」
こ
と
こ
そ
が
、
研
究
の
本

筋
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
教
育
界
で
は
「
が
ん
ば
り
ま

し
た
」
と
か
「
子
ど
も
の
目
が
輝
い
て
い

た
」
と
か
「
話
し
合
い
が
さ
れ
た
」
な
ど

の
、
情
趣
的
表
現
で
研
究
成
果
を
示
す
人

が
多
い
。

　

そ
れ
は
、
研
究
で
は
な
く
、
学
問
で
は

な
い
。

　

自
己
満
足
の
日
記
風
描
写
に
す
ぎ
な
い
。

　

跳
び
箱
の
指
導
法
は
「
向
山
式
指
導
法
」

の
発
表
を
も
っ
て
、
革
命
的
な
変
化
が
う

ま
れ
た
。

　

向
山
指
導
法
は
、
効
果
抜
群
で
あ
り
、

跳
べ
な
い
子
を
数
分
で
跳
ば
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

成
功
率
は
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
る
。

　

指
導
法
は
、
十
分
も
あ
れ
ば
習
得
で
き

る
。

　

向
山
式
指
導
法
は
、
四
十
年
も
昔
に
開

発
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
テ
レ
ビ
局
が
特
集

を
し
た
。

　

向
山
式
跳
び
箱
指
導
法
の
公
表
以
後
は
、

教
師
は
二
つ
に
分
裂
し
た
。

「
全
員
を
跳
ば
せ
ら
れ
る
教
師
」
と

「
ク
ラ
ス
に
何
人
も
跳
べ
な
い
子
が

い
る
教
師
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
向
山
式
指
導
法
を
知
っ
て
い

る
教
師
と
知
ら
な
い
教
師
の
違
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　

更
に
、
教
育
の
情
報
、
指
導
法
を
お
金

を
出
し
て
本
を
購
入
す
る
な
ど
し
て
学
ん

で
い
る
教
師
と
、
教
育
書
も
教
育
雑
誌
も

読
ま
な
い
教
師
の
違
い
で
も
あ
る
。

　

そ
れ
は
「
で
き
な
い
子
を
何
と
か
し
て

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
教
師
」
と

「
で
き
な
い
子
が
い
て
も
何
も
感
じ
な
い

教
師
」
の
違
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
明
治
図
書

二
〇
一
二
年
五
月
号
）
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一
　
三
年
ぶ
り
に
新
幹
線
で

　

大
阪
で
の
セ
ミ
ナ
ー
の
後
は
、

よ
く
向
山
先
生
の
教
え
子
さ
ん
の

お
店
「
彩
月
」
で
懇
親
会
を
し
た
。

T
O
S
S
の
先
生
た
ち
も
ず
い
ぶ

ん
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
、
東
京
か
ら
出
か
け

る
こ
と
も
な
く
、
三
年
が
経
と
う

と
し
て
い
た
。「
彩
月
」
閉
店
の

知
ら
せ
を
聞
き
、
思
い
切
っ
て
大

阪
ま
で
出
か
け
て
み
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。

　

向
山
先
生
に
合
わ
せ
、
谷
先

生
・
雨
宮
先
生
・
美
崎
さ
ん
が
奇

跡
的
に
都
合
を
付
け
る
こ
と
が
で

き
、
関
西
へ
と
向
か
っ
た
。
品
川

で
い
つ
も
の
「
深
川
弁
当
」
を
買

い
（
私
は
シ
ュ
ウ
マ
イ
弁
当
だ
け

ど
）
乗
り
込
ん
だ
。

　

大
阪
で
少
し
時
間
が
あ
り
、
法

善
寺
横
丁
を
散
策
し
、
夕
方
「
彩

月
」
に
到
着
し
た
。
関
西
の
先
生

方
が
、
大
勢
集
ま
っ
て
く
れ
た
が
、

「
密
」
を
避
け
る
た
め
に
、「
彩

月
」
で
の
食
事
会
は
八
名
程
度
と

し
た
。
教
え
子
の
悦
子
さ
ん
と
ご

主
人
は
、
ご
馳
走
で
歓
待
し
て
く

れ
た
。

　

向
山
先
生
が
お
店
に
来
る
た
び

に
書
き
加
え
て
い
っ
た
色
紙
が
、

そ
の
歴
史
を
刻
ん
で
い
た
。

　

四
〇
年
以
上
に
わ
た
る
「
向
山

先
生
と
教
え
子
悦
子
さ
ん
」
の
つ

な
が
り
は
、
今
後
も
続
い
て
い
く

こ
と
だ
ろ
う
。

二
　
自
宅
療
養
一
〇
日
間

　

あ
ん
な
に
気
を
付
け
て
い
た
の

に
コ
ロ
ナ
陽
性
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

四
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
し
た
四
日

後
の
こ
と
だ
。
主
人
が
咳
を
し
て

い
た
の
で
、
自
分
の
部
屋
で
過
ご

し
て
い
た
が
、
翌
日
に
は
喉
が
痛

く
な
っ
た
。
近
く
の
薬
局
に
電
話

し
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
手
に
入

れ
た
。
す
ぐ
陽
性
反
応
が
で
た
。

　

病
院
に
電
話
し
続
け
、
二
日
目

に
や
っ
と
診
察
を
受
け
、
薬
を
手

に
入
れ
た
。
幸
い
の
ど
の
痛
み
と

咳
が
出
る
く
ら
い
で
、
熱
も
三
六

度
代
、
食
欲
も
、
体
重
も
落
ち
る

こ
と
は
な
か
っ
た
（
体
重
は
減
ら

し
た
か
っ
た
）。

　

一
〇
日
間
の
自
宅
療
養
は
本
当

に
長
か
っ
た
。

　

騒
人
社
に
は
、
毎
日
書
店
か
ら

書
籍
の
注
文
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
入
る
。

そ
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
処
理
の
た
め
に
、
毎

日
旗
の
台
に
通
っ
て
い
る
の
だ
が
、

ち
ょ
う
ど
一
か
月
ほ
ど
前
に
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
を
メ
ー
ル
に
転
送
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
お
か
げ
で
、
騒
人
社

の
毎
日
の
業
務
も
、
自
宅
で
行
う

こ
と
が
で
き
た
。

　

三
〇
年
間
、
向
山
先
生
に
同
行

し
て
い
た
T
O
S
S
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
も
自
宅
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
に
な
っ
た
。
座
っ
た
ま
ま
、

午
前
も
午
後
も
集
中
し
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。

　

中
央
事
務
局
会
議
だ
っ
て
、
父

親
の
葬
儀
以
外
は
欠
席
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
参
加
と
な
っ
た
。

　

寂
し
か
っ
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
つ
な
が
れ
る
今
の
時
代
に
感
謝

し
た
。

三
　
文
科
省
か
ら
も
毎
年
注
文

　

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
と

T
O
S
S
の
共
同
企
画
の
第
三
弾

『
S
D
G
s
ど
こ
ど
こ
』
を
発
刊

す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
ワ
ー
キ

ン
グ
メ
モ
リ
を
き
た
え
る
ど
こ
ど

こ
シ
リ
ー
ズ
」
は
今
も
毎
日
の
よ

う
に
学
校
や
図
書
館
か
ら
書
店
を

通
し
て
注
文
を
受
け
て
い
る
。

　

文
科
省
か
ら
も
特
別
支
援
級
の

教
科
書
と
し
て
毎
年
注
文
が
あ
る
。

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

夏、いろいろありました
コロナ禍、自宅にいて仕事も会議も滞りなく
できる時代
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

１　

形
式
的
で
な
い
お
礼
状

　

向
山
先
生
に
は
様
々
な
書
籍
や

手
紙
、
花
、
贈
り
物
が
届
く
。

　

そ
の
都
度
、
向
山
先
生
は
そ
の

場
で
礼
状
を
書
く
。
時
に
は
電
話

を
か
け
る
。
先
日
は
、
贈
ら
れ
た

書
籍
の
お
礼
に
色
紙
を
書
か
れ
た
。

　

色
紙
に
添
え
る
一
言
を
書
こ
う

と
し
た
が
、
便
箋
や
ハ
ガ
キ
が
な

か
っ
た
。

　

す
る
と
、色
紙
の
空
い
た
ス
ペ
ー

ス
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
始
め
た
。

何
事
も
な
く
色
紙
に
一
言
書
く
向

山
先
生
の
、
常
識（
？
）に
と
ら
わ

れ
ず
、
伝
え
た
い
こ
と
を
優
先
す

る
姿
に
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。

　

私
も
仕
事
柄
、
お
礼
の
メ
ー
ル

や
ハ
ガ
キ
を
書
く
こ
と
が
あ
る
が
、

そ
の
内
容
と
い
っ
た
ら
定
型
文
を

な
ぞ
っ
て
ば
か
り
で
気
持
ち
や
心

が
こ
も
っ
て
い
な
い
と
常
々
思
っ

て
い
た
。

　

そ
ん
な
時
、
樋
口
雅
子
さ
ん
か

ら
頂
い
た
び
っ
し
り
と
書
か
れ
た

ハ
ガ
キ
、
メ
ー
ル
に
感
動
し
た
。

さ
す
が
元
明
治
図
書
編
集
長
だ
。

　

最
近
の
ご
様
子
が
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
書
か
れ
て
い
て
思
わ

ず
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
り
わ
け

私
が
（
な
る
ほ
ど
）
と
思
っ
た
こ

と
が
あ
る
。

　

樋
口
さ
ん
の
お
母
様
が
晩
年
、

実
年
齢
よ
り
多
い
年
を
周
り
に
言

わ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。
樋
口
さ
ん

が
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
ら
「
ま
あ
、

お
若
い
」
と
い
う
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

を
期
待
し
て
い
た
と
か
。

　

樋
口
さ
ん
も
追
試
さ
れ
て
い
る

（
？
）そ
う
で
、
私
も
な
る
ほ
ど
い

い
か
も
と
思
っ
た
。

　

し
か
し
「
永
遠
の
29
歳
」
を
う

た
っ
て
い
る
手
前
、
今
更
サ
バ
を

読
ん
で「
〇
〇
歳
で
す
」と
言
っ
て

も「
そ
う
だ
と
思
っ
た
」と
言
わ
れ

る
の
が
オ
チ
か
も
と
悩
ん
で
い
る
。

２　

準
備
万
端
？

　

師
尾
先
生
が
向
山
先
生
の
た
め

に
、
ど
こ
で
も
椅
子
に
変
身
す
る

簡
易
型
の
椅
子
を
見
付
け
た
。

　

私
は
向
山
先
生
の
目
の
前
で
変

身
さ
せ
て
驚
か
そ
う
と
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ツ
が
つ
か
め
ず
も

た
も
た
し
て
や
っ
と
変
身
。

　

そ
の
間
、
じ
っ
と
そ
の
様
子
を

見
て
い
た
向
山
先
生
の
瞳
に
は
、

椅
子
へ
の
疑
念
と
「
俺
を
座
ら
せ

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

お礼状は、時間をおかず、
心をこめて書く
定型文をなぞってばかりでは、 
心は伝わらない。

る
つ
も
り
だ
な
」
と
い
う
不
安
感

が
宿
っ
て
い
た
。

「
は
い
、向
山
先
生
、ど
う
ぞ
座
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
、
丈
夫
で
す
か

ら
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
が
、
向
山

先
生
は
不
安
そ
う
。
し
か
し
優
し

い
先
生
は
、
椅
子
に
ち
ょ
こ
ん
と

座
っ
て
く
れ
た
。
が
、
二
秒
後
に

は
立
ち
上
が
っ
た
。

　

製
品
に
は
全
く
問
題
が
な
い
の

だ
が
、
私
の
紹
介
方
法
が
ま
ず

か
っ
た
。　

　

よ
し
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
見
て
勉
強
だ
。

【
八
月
の
向
山
先
生
】▲�今月の一言は、向山先

生が体験された夏休み
の教師修業について。

▲�左は日本教育新聞を読む
向山先生。TOSS の先
生方が執筆されている。

▲ ▲�丸い円盤型があっ
という間に椅子に
変身するはず…。
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吉
よし

川
かわ

 たえ埼玉県草加市立
小山小学校

Never Never give up!
教師の力量に応じた課題が 

「神様の宿題」として出される。 
それを乗り越えることで、 
自分を成長させる。

　

新
年
度
の
初
日
か
ら
困
難
な

「
神
様
の
宿
題
」
が
出
さ
れ
た
。

職
員
会
議
で
、
担
当
学
年
が
発
表

さ
れ
た
。
六
年
生
の
学
年
主
任
と

し
て
、
名
前
が
呼
ば
れ
た
。
誰
も

も
ち
手
が
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い

た
学
年
だ
。
し
か
も
私
と
一
緒
に

組
む
の
は
二
年
目
の
二
人
。
私
も
、

経
験
が
浅
く
、
初
め
て
の
学
年
主

任
だ
っ
た
。

　

私
は
、
不
安
で
不
安
で
た
ま
ら

な
く
な
り
、
サ
ー
ク
ル
Ｍ
Ｌ
で
そ

の
気
持
ち
を
発
信
し
た
。

　

そ
し
て
、
次
の
日
。
学
校
で
仕

事
を
し
て
い
る
と
一
本
の
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
。
サ
ー
ク
ル
代
表

の
渡
辺
喜
男
氏
か
ら
だ
っ
た
。
心

配
し
て
電
話
を
く
だ
さ
っ
た
の
だ
。

「
大
丈
夫
で
す
か
」。
渡
辺
氏
の

声
を
聞
い
た
だ
け
で
、
心
が
ホ
ッ

と
し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い

る
。

　

渡
辺
氏
は
、
春
休
み
に
や
る
べ

き
こ
と
を
、
具
体
的
に
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
。

　

渡
辺
氏
の
電
話
の
お
か
げ
で
、

学
年
主
任
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、
次
に
出
さ
れ
た
「
神

様
の
宿
題
」
は
、
な
か
な
か
解
決

で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
や
ん

ち
ゃ
な
女
子
グ
ル
ー
プ
へ
の
対
応

だ
っ
た
。
下
級
生
へ
の
い
じ
め
、

教
員
に
対
す
る
暴
言
、
器
物
破
損

な
ど
、
連
日
の
よ
う
に
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
サ
ー
ク
ル
Ｍ
Ｌ
で
、

ト
ラ
ブ
ル
と
私
の
対
応
に
つ
い
て

発
信
を
し
た
。そ
う
す
る
と
、サ
ー

ク
ル
の
先
生
方
が
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
く
だ
さ
っ
た
。
ア
ド
バ
イ
ス
に

は
、
私
の
女
子
児
童
へ
の
対
応
の

ま
ず
か
っ
た
点
に
つ
い
て
、
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
改
善
案
を
書

い
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
い
た
の

で
、
次
の
日
に
す
ぐ
に
実
践
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
れ
で
も
、
女
子
グ
ル
ー
プ
の

態
度
は
変
わ
ら
ず
、
他
学
年
の
教

員
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
も
多
発
し
た
。

私
も
、
精
神
的
に
疲
れ
果
て
、
教

室
へ
行
く
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
状
態
で
迎
え
た
夏
休
み
。

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
向
山
氏
の

講
演
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
話

の
最
後
に
、「N

ever N
ever 

N
ever give up!

」
と
、
力
強
い

声
で
、
参
加
者
に
エ
ー
ル
を
く
だ

さ
っ
た
。
向
山
氏
の
声
に
、
私
は

涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
講
座
後
、

ロ
ビ
ー
へ
行
く
と
、
向
山
氏
の
姿

を
拝
見
で
き
た
。
そ
ば
へ
伺
う
と
、

向
山
氏
が
握
手
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
こ
の
瞬
間
、「
も
う
一
度
が

ん
ば
っ
て
み
よ
う
」
と
、
自
分
の

心
に
言
い
聞
か
せ
た
。

　

卒
業
式
前
日
。
女
子
グ
ル
ー
プ

の
Ｔ
さ
ん
か
ら
手
紙
を
も
ら
っ
た
。

「
今
ま
で
先
生
に
迷
惑
を
か
け
て

ご
め
ん
な
さ
い
。
先
生
の
授
業
は

と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。」

　

こ
の
Ｔ
さ
ん
の
手
紙
を
読
み
、

一
年
か
け
て
よ
う
や
く
「
神
様
の

宿
題
」
を
解
き
終
え
た
と
思
っ
た
。

　

今
日
も
、
笑
顔
で
教
室
に
向
か

う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
の
仲
間
の
お
か
げ
だ
。
子
供
の

前
で
楽
し
く
授
業
が
で
き
る
の
は
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
修
業
し
て
い
る
お
か

げ
だ
。

　

昨
日
も
、
新
た
な
「
神
様
の
宿

題
」
が
出
さ
れ
た
。「
こ
の
課
題

を
ク
リ
ア
し
た
ら
、
た
え
先
生
の

ス
テ
ー
ジ
が
上
が
り
ま
す
ね
」
と

長
谷
川
先
生
か
ら
エ
ー
ル
を
い
た

だ
い
た
。

　

N
ever N

ever N
ever give 

up!
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「
閉
塞
感
が
漂
う
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら

こ
そ
、
子
供
た
ち
と
つ
な
が
り
を
続

け
た
い
」
そ
う
い
っ
た
思
い
で
始
め

た
。
Z
O
O
M
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ

ン
五
色
百
人
一
首
教
室
。

　
大
阪
市
内
大
会
を
第
一
回
か
ら
事

務
局
長
と
し
て
盛
り
上
げ
て
く
だ

さ
っ
て
い
て
、Y

ouT
uber

校
長
と

し
て
も
有
名
な
糸
井
利
則
先
生
を
メ

イ
ン
講
師
に
「Y

O
U
T
U
BER

校
長

の
熱
血
・
オ
ン
ラ
イ
ン
五
色
百
人
一

首
教
室
」
と
題
し
て
、
子
供
向
け
の

教
室
を
行
っ
て
き
た
。

　
教
室
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
次
の
形

を
元
と
し
て
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。

７
：
45
〜
８
：
00　

参
加
者
受
け
入
れ
。

簡
単
な
z
o
o
m
説
明
・
名
前
の
表
記
の

変
更
願
い
（
原
田
と
も
や
・
小
六
・
大
阪
）

ご
参
加
で
き
ま
す
！

（
ご
購
入
は
こ
ち
ら
か
ら
：http://

pr.tiotoss.jp/goshokulp/

）

※
フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
入
力
を
忘
れ
た
方
で
、

レ
ン
タ
ル
を
希
望
の
方
は
、
原
田
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
親
子
、
ご
兄
弟
、
ご
家
族
で
一
緒
に
楽

し
く
参
加
も
で
き
ま
す
。

・
使
う
色
は
、
五
色
（
ピ
ン
ク
、
黄
）
の

予
定
で
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
な
の
で
、
対
決
は
で

き
な
い
が
、「
◯
◯
さ
ん
早
か
っ
た

ね
」「
◯
◯
さ
ん
、
す
ご
い
ね
」
と

い
っ
た
褒
め
言
葉
に
笑
み
が
あ
ふ
れ

る
。
子
供
た
ち
の
自
己
肯
定
感
も
上

げ
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
が
社

会
貢
献
活
動
を
し
て
い
る
私
た
ち
へ

の
ご
褒
美
に
も
な
っ
て
い
る
。

（
原
田
）

８
：
00
〜
８
：
05　

子
供
の
点
呼
（
参
加

人
数
に
よ
る
）・
自
己
紹
介
・
五
色
の
準
備

説
明
な
ど
（
原
田
）

８
：
05
〜
８
：
20　

リ
モ
ー
ト
レ
ク
と
五

色
百
人
一
首
の
授
業
（
溝
口
）

８
：
20
〜
８
：
35　

五
色
百
人
一
首
体
験

（
一
七
枚
・
一
回
ず
つ
計
二
回
）
黄
色
、
ピ

ン
ク
読
み
手
（
寺
田
）

８
：
35
〜
８
：
55　

国
語
の
授
業
（
五
色

百
人
一
首
か
ら
）（
糸
井
）

８
：
55
〜
９
：
00　

諸
連
絡
（
原
田
）

【
ご
参
加
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
】

・
本
会
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
五
色
百
人
一

首
に
親
し
む
体
験
」
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
（
対
戦
で
は
な
い
の
で
、
ご
注
意

下
さ
い
）。

・
五
色
百
人
一
首
の
札
を
お
持
ち
の
方
が

社
会
貢
献
活
動

「
オ
ン
ラ
イ
ン
五
色
百
人
一
首
連
続
教
室
」

閉
塞
感
が
漂
う
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
子
供
た
ち
と
つ
な
が
り
を
続
け
た
い
。

原は
ら

田だ

朋と
も

哉や

大
阪
府
富
田
林
市
立
大
伴
小
学
校

『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。
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【連載】

１．TOSSキッズスクール日記……杉山裕之
２．学校でのビジネスマナー……大場寿子
３．NPO TOSS予定表（主なセミナーなど）

【特別コンテンツ】
●大公開！　TOSS中学JAPANセミナー2022‼
※ TOSS中学の一大イベント「中学JAPAN」。
その様子を、写真を中心に公開いたします！

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！



共に教育を語る仲間がいると、教師修業は何倍も楽しくなります！
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加ください。TOSSサークルウェブページから、各地のサークルを検索できます。
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山梨県

　

例
会
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①　

模
擬
授
業

②　

レ
ポ
ー
ト
検
討

③　

お
悩
み
相
談

④　

お
す
す
め
の
書
籍
の
紹
介

⑤　
『
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』

誌
・『
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
特
別
支
援
教

育
』
誌
の
読
み
合
わ
せ

⑥　
『
新
版
授
業
の
腕
を
上
げ
る

法
則
』（
学
芸
み
ら
い
社
）
な
ど
、

書
籍
や
雑
誌
の
読
み
合
わ
せ

　

メ
ン
バ
ー
は
小
学
校
教
員
、
中
学
校

教
員
。
そ
の
た
め
、
小
学
校
教
員
か
ら

す
る
と
、
小
学
校
の
内
容
だ
け
で
は
な

く
、
中
学
校
の
内
容
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。

　

例
え
ば
、
社
会
科
地
理
の
授
業
。
六

大
陸
と
三
海
洋
に
つ
い
て
の
学
習
。

　

中
学
校
の
先
生
か
ら
、
小
学
校
で
は

ど
の
よ
う
な
学
習
を
す
る
の
か
と
い
う

話
が
振
ら
れ
た
。

　

小
学
校
で
は
、
地
図
や
地
球
儀
を

使
っ
て
学
習
し
て
い
る
こ
と
。
勤
務
校

で
使
用
し
て
い
る
教
科
書
で
は
、
世
界

遺
産
や
名
所
を
巡
る
「
ワ
ー
ル
ド
ツ

ア
ー
」
の
行
程
を
考
え
、
世
界
の
大
陸

や
主
な
国
の
名
称
と
位
置
を
確
か
め
る

構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し
た
。

　

す
る
と
、
中
学
校
の
先
生
か
ら
、
中

学
で
は
、
視
点
の
異
な
っ
た
地
球
の
衛

星
写
真
か
ら
、
海
洋
と
陸
地
の
面
積
の

割
合
の
違
い
を
読
み
取
る
こ
と
。
世
界

を
六
つ
の
州
に
分
け
る
こ
と
を
教
え
て

い
る
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

　

お
互
い
の
学
習
内
容
、
方
法
を
知
る

こ
と
で
、
私
自
身
「
中
学
校
で
は
◯
◯

と
い
う
学
習
を
す
る
よ
」
と
子
供
た
ち

に
授
業
内
で
た
び
た
び
話
を
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
サ
ー
ク
ル
で
代
案
や
コ
メ

ン
ト
を
す
る
こ
と
で
、
私
自
身
大
き
な

学
び
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
代
案
や
コ
メ
ン
ト
が
う
ま

く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
現
在
毎
週
行
わ
れ
て

い
る
親
サ
ー
ク
ル
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
フ
ラ
ミ
ン

ゴ
ウ
ズ
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

　

最
近
は
よ
く
社
会
科
の
教
科
書
を

持
っ
て
い
き
、
指
導
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
ど
の
資
料
か
ら
扱
う
の
か
。
子

供
に
何
を
作
業
さ
せ
る
の
か
。
子
供
た

ち
が
熱
中
す
る
発
問
は
何
か
等
々
、
毎

回
た
く
さ
ん
の
学
び
を
得
て
い
る
。

　

得
た
学
び
を
自
サ
ー
ク
ル
で
紹
介
す

る
こ
と
で
、
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
か
ら

も
喜
ば
れ
て
い
る
。
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向
山
日
記

七
月
二
日
㈯	

環
境
・
向
山
塾
に

参
加
。
会
場
は
両
国
Ｋ
Ｆ
Ｃ

ホ
ー
ル
。
オ
ン
ラ
イ
ン
と
会
場

で
二
〇
〇
名
の
参
加
。
懇
親
会

は
浅
草
「
飯
田
屋
」。

七
月
三
日
㈰	
原
稿
を
書
く
。

七
月
五
日
㈫	
六
本
木
「
瀬
里

奈
」
で
師
尾
先
生
、
恵
理
子
、

堀
田
先
生
、
谷
先
生
な
ど
十
名

ほ
ど
で
。

七
月
七
日
㈭	

騒
人
社
か
ら
発
行

さ
れ
た
『
向
山
家
の
子
育
て
21

の
法
則
』
を
読
む
。

七
月
十
日
㈰	

体
育
セ
ミ
ナ
ー
で

挨
拶
。

七
月
十
三
日
㈬	

経
団
連
会
館
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
経
済
広
報
セ

ン
タ
ー
の
佐
桑
さ
ん
と
師
尾
先

生
と
打
合
せ
。

七
月
十
四
日
㈭	

午
後
は
、
学
芸

み
ら
い
社
の
役
員
会
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
出
席
。
そ
の
後
、
銀
行

と
打
合
せ
。
夕
方
か
ら
ア
ネ
ッ

ク
ス
一
階
で
中
央
事
務
局
会
議
。

懇
親
会
は
「
木
曽
路
」。

七
月
十
五
日
㈮	

昼
は
、
雨
宮
先

生
と
師
尾
先
生
と
向
山
で
。
芝

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
昼
食
。

七
月
二
十
日
㈬	

午
前
中
は
、
今

月
の
一
言
撮
影
。
そ
の
後
、
三

人
会
。
浅
草
「
み
よ
し
」
板
倉

先
生
と
師
尾
先
生
と
向
山
で
。

板
倉
先
生
の
レ
ポ
ー
ト
二
十
枚
。

七
月
二
三
日
㈯	

北
海
道
で
開
催

さ
れ
た
環
境・向
山
塾
に
ア
ネ
ッ

ク
ス
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
。

七
月
二
六
日
㈫	

三
年
ぶ
り
に
大

阪
に
行
く
。
法
善
寺
横
丁
。
夫

婦
善
哉
。
夕
方
か
ら
「
彩
月
」

に
行
く
。
教
え
子
の
悦
ち
ゃ
ん

と
再
会
。
楽
し
か
っ
た
。
二
次
会

は
ホ
テ
ル
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
二
十
名
。

七
月
二
七
日
㈬	

京
都
見
学
。
昼

は
三
十
年
通
っ
て
い
る
「
薬
研

堀
」。
午
後
の
新
幹
線
で
帰
る
。

七
月
二
九
日
㈮	

本
屋
に
て
八
冊

購
入
。

七
月
三
十
日
㈯	

危
機
管
理
セ
ミ

ナ
ー
、
両
国
。
行
雄
た
ち
と
浅

草
「
み
よ
し
」
で
懇
親
会
。

谷
日
記

七
月
二
日
㈯	

母
を
新
高
円
寺
の

弟
宅
ま
で
送
っ
て
か
ら
環
境
セ

ミ
ナ
ー
へ
。
午
後
は
向
山
塾
。

い
ず
れ
も
両
国
に
て
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
。
大
盛
況
！

七
月
三
日
㈰	

自
宅
か
ら
郵
便
セ

ミ
ナ
ー
講
師
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

担
当
。
新
企
画
の
小
嶋
×
谷
対

談
が
好
評
。
そ
の
後
立
川
に
移

動
し
て
T
O
S
S
向
山
型
体
育

セ
ミ
ナ
ー
。
体
育
授
業
へ
の
コ

メ
ン
ト
。
懇
親
会
に
出
て
か
ら

自
宅
に
戻
り
夜
は
青
年
企
画
の

セ
ミ
ナ
ー
。

七
月
四
日
㈪	

定
例
の
T
O
S
S

デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム
会
議
と
執
行

部
会
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

七
月
五
日
㈫	

東
北
大
学
の
堀
田

龍
也
先
生
と
向
山
洋
一
先
生
と

で
会
食
を
し
て
い
た
だ
く
。
師

尾
、
美
崎
、
小
嶋
、
ア
ニ
ャ
ン

ゴ
、
安
田
。

七
月
六
日
㈬	

翔
和
学
園
で
校
内

研
講
師
。
毎
回
知
的
。

七
月
十
四
日
㈭	
中
央
事
務
局
会

向山・谷日記
2022年7月

議
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
現
地
に

一
五
名
程
度
、
全
国
か
ら
の
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
を
含
め
て
七
〇

名
の
会
議
。

七
月
十
六
日
㈯	

審
査
員
養
成
セ

ミ
ナ
ー
に
備
え
大
阪
入
。

七
月
十
七
日
㈰	

審
査
員
養
成
セ

ミ
ナ
ー
。
繰
り
返
し
挑
戦
し
て

い
る
若
手
が
す
ば
ら
し
い
。「
挑

戦
し
た
」
と
い
う
履
歴
を
残
し

て
い
き
た
い
。

七
月
十
八
日
㈪	

毎
月
の
学
生

サ
ー
ク
ル
。
授
業
に
コ
メ
ン
ト
、

そ
の
後
飲
み
会
。

七
月
二
六
日
㈫	

向
山
最
高
顧
問

と
大
阪
の
彩
月
へ
。
ま
も
な
く

閉
店
と
の
こ
と
で
寂
し
い
限
り

だ
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
向
山

先
生
が
訪
問
で
き
た
こ
と
は
嬉

し
か
っ
た
。

七
月
三
十
日
㈯	

危
機
管
理
セ
ミ

ナ
ー
。
国
家
の
安
全
保
障
等
、

超
重
要
問
題
に
つ
い
て
ど
う
教

え
、
ど
う
備
え
る
の
か
。
向
山

行
雄
先
生
と
。
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子供が自分で学ぶシステムをつくる特集
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【お詫び】2022年９月号P77下部に誤りがありました。
「堂前直人」→「師尾勇生」。お詫びして訂正いたします。

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

高段者が答える
「私が困っていることQ&A」動画版

話の聞き方指導について話の聞き方指導について算数の「学び方」について算数の「学び方」について

編
集
後
記

▼
一
冊
に
こ
れ
だ
け
多
く
の
授
業
案
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
教
育
雑
誌
も
な
か
な
か
な
い
で

し
ょ
う
。
特
集
も
教
育
の
不
易
と
流
行
を
確

か
に
押
さ
え
て
お
り
、
明
日
の
教
室
に
役
立

つ
論
稿
が
並
び
ま
す
。「
向
山
型
算
数
・
国
語

に
挑
戦
」
も
読
み
応
え
抜
群
で
す
。
国
語
の

審
査
で
毎
回
苦
心
惨
憺
し
て
い
る
身
と
し
て
、

算
数
担
当
の
木
村
重
夫
氏
に
、
審
査
の
勘
所

を
お
聞
き
し
た
い
も
の
で
す
。（
長
谷
川
）

▼
今
回
、
す
ぐ
に
授
業
で
活
用
で
き
る

Jam
board

の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
が
多
数
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
コ
ピ
ー
し
す
ぐ
に
授
業
で
使

え
る
の
で
便
利
で
す
。
さ
ら
に
テ
ン
プ
レ
ー
ト

を
実
態
に
応
じ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
も
で
き
、
校

内
で
紹
介
し
や
す
い
で
す
。
活
用
で
き
る
コ

ン
テ
ン
ツ
の
共
有
は
、
学
校
全
体
の
教
育
の

質
を
高
め
る
機
会
に
な
る
は
ず
で
す
。（
松
島
）

▼
現
在
、
低
学
年
を
担
任
し
て
い
ま
す
。
子

供
た
ち
はJam

board

が
大
好
き
で
す
。
授

業
だ
け
で
は
な
く
、
休
み
時
間
に
も
自
分
で

シ
ー
ト
を
開
き
、
お
絵
描
き
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
使
い
や
す
い
ア
プ
リ
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。
今
月
号
に
特
集
さ
れ
た
す
ば
ら
し

い
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
数
々
か
ら
学
び
、
楽
し

い
授
業
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。（
塩
谷
）

Digital Talkline
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石井英真 （京都大学准教授）監修

樋口万太郎（著）『算数教科書のわかる教え方 1･2年』定価2,530円

志田倫明（著） 『算数教科書のわかる教え方 3･4年』定価2,750円

加固希支男（著）『算数教科書のわかる教え方 5･6年』定価2,310円

「
授
業
」×「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
／
Ｉ
Ｃ
Ｔ
／
Ｄ
Ｘ
」

必
読·

必
携
の
大
好
評
既
刊
！

〒162-0833  東京都新宿区箪笥町31番　箪笥町SKビル3F
TEL：03-5227-1266 FAX：03-5227-1267
E-mail：info@gakugeimirai.jp　HP：https://www.gakugeimirai.jp/

株式会社 学芸みらい社 弊社
オンライン
ショップ
はこちら➡

｢国語｣ ｢算数｣ の教科書をどう教えるか？　子供の机上にあるPC／タブレットを｢国語｣ ｢算数｣ の教科書をどう教えるか？　子供の机上にあるPC／タブレットを
どう活用するか？ そこに焦点をあてた「令和の学力へのアップデート」を目指す新企画！どう活用するか？ そこに焦点をあてた「令和の学力へのアップデート」を目指す新企画！

 『「禁止・制限」より
 「安全な使い方」を教える！
GIGAスクール時代の
 「ネットリテラシー」
授業プラン ワークシート付き』
堀田和秀・津田泰至（著）

 『図工授業でGIGA挑戦
酒井式”絵の描き方”＋
ICT活用でどの子も描ける』
寺田真紀子（著）

 『動画で早わかり！
 「教科担任制」時代の
新しい体育指導
ゲーム・ボール運動編』
根本正雄（編著）

 『ドキュメント！
オンライン国語授業
見方・考え方・つくり方』
椿原正和（著）



学芸みらい社 好評新刊・既刊のご案好評新刊・既刊のご案内内

谷和樹・長谷川博之 (監修)／田丸義明・水本和希 (編)

『国語教科書のわかる教え方　1･2年』定価2,750円

『国語教科書のわかる教え方　3･4年』定価2,750円

『国語教科書のわかる教え方　5･6年』定価2,750円

高橋久樹 (著)
 『明るい笑いが学級をまとめる 
教室でマジック　先生が実演手品32』
定価：2,310円

川合賢典（著）
 『国語学習アクティビティ＆語彙ゲーム
授業の面白活用辞典』
定価：2,420円

※定価はすべて税込表示です。

異色·出色の新刊！

10月
学習者端末 活用事例付学習者端末 活用事例付
教科書のわかる教え方シリーズ教科書のわかる教え方シリーズ






